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歯学部学生の今

歯学部生の今

歯学科 2年　内　田　　　俊

特集 1

「くそぅ。」何食わぬ顔でボソッとつぶやき診療
室を出て、私の隣をすり抜けていった男性には、
右足がなかった。その背中は何かに焦って、何か
に追われているようだった。同情とは少し違う、
なんとも言えない心苦しさで胸がいっぱいになっ
た。ああ、この人も精一杯生きているんだな、と。
「くそぅ。」その一言に込められた思いはなんだっ
たのであろう。思うように歩けないからそうつぶ
やいたのか、ただの口癖なのか、真相は不明だが、
常日頃からさまざまな患者さんがいる病院を通学
路として使っている私にとってこれほど印象的
だった患者さんはいない。それ以降、自分は目の
前に患者さんがいたら、本当にその心に添えるの
かと自問自答を繰り返している。心の底からその
人の身の上になって、些細な一言まで気を配り、
その感情をともにすることができるのかと。「歯
が痛い」「歯がしみる」などの謎の解明と一生付
き合う歯科医師を生業として長い人生を送ってい
けるのかと。
歯科医師という職業は命には直結しないように

も思える。歯を削っても血は出ないし、歯を抜い
たところで入れ歯や冠ブリッジなどの治療でカ
バーできる。ではなぜ私たちは今全身の骨や筋、
血管や内臓、また神経や細胞についてなどの勉強
をしているのだろうか。正直今の段階ではいまい
ち分からないが、はっきりとわかることは「医師
たるもの、知識不足は許されない。」ということ

だ。知らない病名の診断、知らない治療、知らな
い材料の説明なんて出来るはずもない。「知らな
い」ということは許されない。これから先実際の
臨床の場において様々な知識を使うようになるだ
ろう。そのひとつひとつの知識に対しての理由、
つまり知識の理由を今学んでいる段階であると私
たちは日々の授業の中で少なからず感じている。
私の周りの仲間は将来何を志しているのだろ

う。過疎地域に行きまともな医療を受けられない
方のためにその崇高な知識と緻密な技術を提供す
るのか、実家に帰り親のあとを継いで開業医とな
るのか、はたまた大学に残り研究を行いこれから
生まれてくる何万人もの命を救えるような大発見
をするのであろうか。私たち歯学科 2年生40名は
これから先それぞれの道を歩んでいく。あと約 5
年間で各々がそれぞれのビジョンを構築していく
のだろうが、そのために私たちは今座学に身を挺
している。座学以外だと早期臨床実習Ⅱといって
主に歯科治療の見学実習や人工歯を試しに削って
みるなどといった初歩中の初歩の学習である。ク
ラスは男女問わずいい人間関係を築けていてとて
も居心地がいい環境である。勉強に部活、アルバ
イトととても充実した日々を送っているが、今し
かできないことを大切にし、様々な社会経験を詰
んで、自他のためになるような大学生活をこれか
らも送っていきたい。
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まっせ

歯学科 3年　山　本　　　悠

突然ではあるが、以下の文章を上から順に読ん
で頂きたい。飛ばし読みはせず、順々に、意味を
出来るだけ推測しながら読んで頂きたい。

「お隣さんが近すぎると、ギスギスして、時に
は押しのけ合いもする」
「上と下でよくぶつかり合う」
「昔はとんがってても、年々丸くなっていく」
「子供はいなくなったりするし、屋根に上った
りする」
「動物もいるし、道具もある」
「いるところは、ジメジメ」

これらの文章は特に意味のないものだと、思う
かもしれないが、次の言葉で何かが起こるかもし
れない。「歯」
「歯」をいう前に分かってしまった人もいるか
もしれないが、「歯」という言葉で、意味のなかっ
た様に感じたものすべてが、繋がったと思う。初
めは、点と点で一見関係のないようなモノ同士
が、ひとたび繋がると、意味をなし、新たなモノ
も見えてくる。
さて、長い前ふりは終わりにさせて頂き、歯学

生の今について書かせて頂きます。拙い文章では
ありますが、最後まで読んで頂くと幸いです。
今、一番感じることは「つながり」である。勉

学も人でも。
先日、顎顔面再建学で同郷の先生方のご厚意

で、オペを見学させて頂いた。舌癌の手術であっ
た。術式は、今の私には理解できなかったが、切
除する舌、そこを栄養する動静脈、支配する神経、
周囲の筋、神経、動静脈、その他組織は理解でき
た。なぜ理解できたのかというと、解剖学を学ん
でいたからである。 3年生では、御献体、御遺族
のご理解、善意により解剖実習という形で、体の

全組織（神経、脈管、骨、臓器など）を実際に解
剖して、観察をし、勉強をさせて頂いている。
多くの学生に共通することかもしれないが、今

学んでいることが、将来とどのように関係がある
のかと、もやもやを感じている人もいると思う。
以前の私もそうであった。しかしどうだろう。オ
ペを見学させて頂くにつれ、「つながった」と感
じはじめた。今学んでいることが、臨床とリンク
していると、自分自身で感じることが出来た。そ
のときの気持ちは、うまく表現ができないが、う
れしい、という言葉が一番近いと思う。今学んで
いることの「点」と臨床という「点」とがつなが
ることで、それぞれの意味も理解でき、新たな何
かも見えてきた。 3年生になり、そう感じること
あった。例えば摂食嚥下リハビリテーション学の
勉強会に参加させて頂いたときは、主に生理学、
解剖学と、微生物感染症学の研究室で課外活動と
して実験をさせて頂いたときには、授業内容や感
染症関連のニュースと。繋がりを感じたことは、
あげればきりがないほどある。点と点の距離は、
近いものもあれば遠いものもあるかもしれない、
しかし、いったん繋がると、必ず何か見えてくる。
ヒトとヒトもそうである。個という点がつなが

る、つまり出会うことで、新たな何かが見えてく
る。 4月に近くの神社で御神輿に参加させて頂い
た。参加に至った経緯は、飲み屋さんのカウン
ターで隣に座っていた方に誘われた、というもの
である。その神輿会には、色々な職業の方がい
て、歯科関連の方もいた。御神輿を担ぐという貴
重な体験ができただけでなく、様々なお話も聞く
ことが出来き、とても楽しく、普段とは異なる視
点のお話は、特に有意義だった。普段の生活で
は、歯科を含む医療系以外の方と話す機会はほと
んどない上に、「こういう考え、モノの見方があ
るんだ」と思うことは、それ以上にない。先述の
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先生方も同郷という繋がりであるし、研究室、勉
強会に行かせて頂くのも繋がりである。このよう
な、人と人の繋がりからも、新しいモノが見えて
きた。
「勉学も人も、繋がると何かが見えてくる」こ
れを、自分の身をもって知ることが出来たのは、
私にとって非常にプラスになった。

最後に、私の歯学部ニュースは名言で閉めると
いうのが、毎年の流れである。今年はこの言葉で
閉めたいと思う。読んで頂きありがとうございま
した。
「MUST SAY（まっせ）～言わなければなら
ない～」
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歯学生の今

歯学科 4年　川　邊　万記翁

私は今締め切り直前の作家の気分を味わってい
ます。 1ヶ月程前に原稿の依頼を頂いた時は早め
に仕上げようと思っていたのですが、まだ時間が
あると延ばしに延ばしているうちに、ついには提
出日前日、正確に言えばつい先程提出日当日に日
付が変わってしまいました。タイトルは『歯学生
の今』、文章を書くのが苦手な私に1,500字埋める
のは並大抵のことではなく、以前友人に相談した
際の「個人トレーの制作手順をレポートすれば
（笑）」という冗談がとても魅力的な案に思えてき
てすらいます。とはいえさすがに実行するわけに
もいかないので、私なりに『歯学生の今』を伝え
ていきたいと思います。
まずは講義についてですが、 3年生までのよう

に今日は午後がない、あるいは 2限からだ、なん
て日は 1日もありません。基本的には実習と講義
で 1週間が埋まっている状態です。 1週間の授業
の大まかな流れを説明しますと、月曜日から歯冠
修復学の講義及び実習、火曜日は歯周病学・口腔
病理学、水曜日は欠損補綴学の実習、木曜日は有
床義歯学・予防歯科学、金曜日は成長発育学（小
児歯科学・矯正歯科学）となっています。歯冠修
復学ではインレー・クラウンの製作実習を行い、
欠損補綴学では全部床義歯の製作実習を行いまし
た。皆が、というと語弊があるかもしれません
が、やはり多くの人が「実習がキツイ」と言いま
す。実習前には予習用動画を見てあらかじめその
日に行う作業を把握しておく必要があり、これを
怠るとその日の作業の流れがうまく理解できず、
スムーズに実習を行うことができません。また、
予習し作業内容を理解したとしても、思うように
手が動かなかったり段取りが悪かったりでなかな
か自分が思うようにいかないこともあります。し
かし、歯科の仕事に直結している実習だけに、避
けて通るわけにはいきません。どんなに不器用で

あっても正しい手順に従い作業を繰り返せば必ず
その成果は現れるはずなので、できるようになる
まで回数を重ねて実習を頑張らなくてはと思いま
す。とはいえ、やはり実習には多少のストレスを
感じることもあってか、水曜を過ぎるとホッと
し、皆とても晴れやかな顔をしているように思い
ます。
また、内科学、外科学のような隣接医学の講義

もあります。歯科を受診する患者さんは必ずしも
口腔内にのみ問題を有しているわけではありませ
ん。特に高齢化の進む現代では糖尿病などの生活
習慣病を患っている方もいますし、自分でも気づ
かないうちに何らかの感染症に罹っているといっ
たことも起こりえます。そうした現状を鑑みる
と、歯科だから口腔内のことだけ知っていれば良
いということはありえず、一医療者として最低限
の知識は持っておかなくてはなりません。実習や
歯科関連の講義を重視しがちではありますがこう
した講義も将来歯科医師になる私達には必要なも
のであることを理解し、講義に臨むことが重要で
あると感じています。
せっかくなのでクラスの雰囲気についても触れ

ておこうと思います。といっても特筆すべきこと
はありません、普通に仲が良いです。歯学部では
他の学部と異なり、 2年次以降は全員が同じ講義
を受けることになるため、共有する時間が多くな
ります。また、 3年次の人体解剖学実習をはじめ
として様々な困難（主に実習）をともに乗り越え
てきたという想いがあり、仲間意識が強いです。
と、私から見たらとても良い感じにまとまってい
るように思うのですが、そう見えないこともある
ようです。私達の学年では、教室の右半分に男性
陣、左半分に女性陣といったように教室中央に境
界線を引いたようにはっきり別れて座っているた
めに、最初の授業の時に驚く先生が複数おられま
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した。でも冷戦とかそういうことはありません、
仲良いので心配しないでくださいね（笑）。専門
的な講義や実習に追われ、大変なことも多々あり
ますがこれからも皆で頑張って行きたいと思いま
す。

現在締め切りの約 1時間前、なんとか文章を書
き終えることができ、ホッとしています。私の拙
い文章をここまで読んでいただきほんとうにあり
がとうございました。
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歯学生の今

歯学科 5年　鈴　木　兼一郎

お久しぶりです。今年も歯学部での生活につい
て自分が感じたことを書いていきたいと思いま
す。今年は 5年になり、臨床予備実習（ポリクリ）
が始まった。その実習では 5年後期から始まる臨
床実習の前に行う臨床を意識した実習となってい
る。そのため治療の見学など、外来の場に出るこ
とが多くなり、今までの実習とは違い緊張感を
もって実習に臨んでいる。さまざまな科を回っ
て、臨床と講義で習ったことが必ずしも一致でな
いということを感じ、臨床ではより患者様に快適
に治療を受けてもらえるように対応しなければな
らないということを実感した。それには医学とい
う学問の前に、相手への心遣いや分かりやすい説
明など、基本的なコミュニケーション能力が重要
だと思った。どんなに治療が上手くても、相手と
しっかりとしたコミュニケーションが成り立って
いなければ、意味がない。しかし、医学的な知識
なしには治療をすることができない。ポリクリを
通して、どのようなことが臨床の場では求められ
るのか、どのような知識が必要かを理解できたの
ではないかと思っている。そのため、後期から患
者様の治療をするために十分な知識も必要とな
る。ポリクリの期間中に必要な知識を勉強し、十
分に準備してから望めるようにしたい。コミュニ
ケーション能力については、勉強して身に付くも
のではないと思っている。まだ入学して間もない
1、 2年生には特に言いたいことであるが、 5年
に上がる前に日々の生活の中で会話する力、話を
聞く力などコミュニケーション能力を身に付けて
ほしいと思う。それから、 5年の 8月の下旬には
CBTというテストがあり、この試験に合格しな
ければ、臨床実習に出ることができない。臨床に
出るための最低限の知識を問われる試験である。
そして、この試験の合格点数は国家試験の合否に

も関係性があるようなので、合格することを目的
にするのではなくより高い点数を取れるように、
残りの期間も勉強に励んでいきたい。
ここで、これまでの 4 年間を振り返ってみた

い。歯学部ニュースを書き始め 5回目となり、ク
ラスでは歯学部ニュース係となっている。原稿の
依頼については、クラスの幹事から直接来るシス
テムになっている。これまでの 5回の内で 1回で
も歯学部ニュースに自分が書いた原稿を載せてみ
たいと思った人がいるならば、この場を借りて謝
罪したいと思う。そして、来年書いてみたいと
思っている人、残念ながらそれは無理である。な
ぜならこの件の話は自分にしか伝わってこないの
で、あなたの耳に原稿依頼の話が届くことは、お
そらく来年もない。しかし、この歯学部ニュース
のおかげで自分は自分の成長を毎年見返すことが
できると共に、僅かしかなかった文章構成力も少
しは上がったのではないかと感じている。話は変
わるが、新潟大学全学部の中で 1番夏休みの期間
が短い歯学部であるが、ついに今年その夏休みが
なくなった。そして春休みもなくなる。医学部も
含め他の学部は 2ヶ月ある夏休みだが、歯学部は
2 年から 1 ヶ月。今年も夏休みはあるが、CBT
があるため事実上はなし。春休み期間は臨床実習
があるので、今後の長期休みは冬休みのみとな
る。臨床実習などで、他の大学に比べ、臨床の場
で経験が積めるので不満はない。しかし、学生中
に海外旅行などを計画している 4年生以下の皆に
はこう言いたい。旅行は 4年までの長期休みで済
ませておくこと。 5年でも不可能ではないが、そ
のためには相当前からCBTの勉強を始めておく
必要があると思う。 4年生の皆、特に 1年生には
残り何回かある長期休みを有意義に過ごして欲し
いと思う。
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歯学生の今

歯学科 6年　國　分　冴　子

昨年からたびたびTED Talksを見るように
なった。学術・エンターテイメント・デザインな
ど様々な分野の人物によるプレゼンテーションを
動画で見ることができる。
“Where good ideas come from?”

―Steven Johnson
私の最もお気に入りのプレゼンのひとつであ

る。Stevenはイノベーションとなるような革新
的なアイディアはどのようにして生まれるかにつ
いて提案する。定説を覆すような発明は偉人たち
の突然のひらめきによると考えられがちである。
しかし偉人たちが実際には元になるアイディアを
少しずつ成熟させ、やっとひらめきの瞬間を迎え
るまでの途方もない年月について語ろうとしな
かったという事実はあまり知られていない。ダー
ウィンが自然選択説に至るまで数十年間アイディ
アを少しずつ記したノートが発見されたことはこ
れの良い一例である。
ある科学者が革新的なアイディアが生まれる環

境について調査し記録したところ、それらは圧倒
的にミーティングやデータを互いに共有している
会話の最中であることが分かった。異なるバック
グラウンドを持つ者同士がざっくばらんに話す空
間はアイディアが流動的に行き来しあうネット
ワークの構築を可能にし、数多くのイノベーショ
ンが起こった。実例として20世紀を代表する発明
であるGPS誕生の秘話をあげている。GPSはあ
らゆる業界のトップクラスの技術者が結集してで
きたと語られる。つまりイノベーションは多くの
人々がお互いに議論を重ねるうちにアイディアが
化学反応のようにカップリングすることで必然的
に生まれるのである。
臨床実習がはじまって早10ヶ月、もう終わりに

近付いている。 1 年前の自分と比較して自分自
身、成長できたなどと大きい口を叩く気にはなれ

ない。しかしただひとつだけ、決定的な変化が
あったとすれば『自分ひとりでできることなんて
ほとんど何もない』と気づいたことだった。
臨床実習はまず何よりも、協力してくださる患

者さんの存在がなければ成立しえない。 3時間も
かかる治療に付き合って頂き、こちらが本気で申
し訳ない気持ちを伝えると「仕方ないよ、次もよ
ろしくね」といってユニットを去り、また次の診
療には時間通りにきて下さる。感謝の気持ちを伝
えるのにどんな言葉を使ったたらよいのか分から
ず、かえっていつもよりも無口になってしまっ
た。
ライターの先生方の厳しさに始めは少し戸惑う

こともあった。しかし先生方の指導はどんなとき
もこちらが申し訳なくなるほど丁寧だった。自分
が書いたものに対し赤ペンで一語一句訂正し、ま
たなぜダメなのかまで説明してくださった。先生
方との会話では教科書を何度読んでも分からな
かったことが嘘のように分かるときもあった。ま
た人と話をするときは、何が分からないのか論点
を明確にし、資料をそろえ、かつ自分はこう思う
という意見をもったうえで臨むスキルも学んだ。
仲間の存在も大きかった。以前にやったことの

ある友達にどうやるのか、何が必要かなどをきく
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と自分のことのように親切に教えてくれた。時に
は実習での悩みを共有し、何でもない会話で大笑
いして元気になれた。
家に帰ってひとりでいると世の中のほとんどの

同年代が働いている中、応援してくれる家族が支
えてくれるから今こうやって自分は学生生活を送
れていることにはたと気づくこともあった。
臨床実習は大変だった。もう嫌だ、と何度思っ

たか分からない。それでも患者さん、先生方、ク
ラスの人と話すのは面白かったし、楽しかった。
たった12ヶ月では臨床的なスキルはほとんど変わ
らないかもしれないが、周囲の人々と気持ちよく
過ごすために大切ないろはを多少なりとも学んだ
と思う。何度となく自分ひとりの無力さに落胆し
た一方で、手をさしのべてくれる人々の優しさが
身にしみ、また誰かと何かをしたとき一人では決

して得られないパワーを感じた。
イノベーションは大げさだが、どうせやるなら

複数の人々が集まったほうがすごいことができる
ような気がする。必要な人にちゃんと届くように
人と人を繋げていくだけでも何か新しいことがで
きるかもしれない。自分に能力はないけれど、有
能な人々がお互いの実力を発揮して協力し合える
環境を整えていくようなことをしてみたいと密か
に思うようになった。
プレゼンの最後をStevenはこの一言でしめく

くっている。
“Chance favors the connected mind.”
訳そうとして、『和を以て尊しと為す』という

言葉を思い出した。周囲のすべて人々に感謝し、
残りの実習をすごしたいと思う。
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臨床実習を経験して

歯学科 6年　関　根　彩央里

新潟大学に入学して、友人や先輩達の話から、
5 年生になると大変そうと教えられてきました。
何が大変なのかも分からず実感のない漠然とした
不安をいだいて、楽しい新潟大学生活の 4年 6ヶ
月が瞬く間に過ぎ去りました。
5 年生10月になり、引継ぎ期間が始まりまし

た。私は、基本ともいうべき早期臨床実習システ
ムからして良くわかりませんでした。 6年生の先
輩の患者さんに対する対応や治療、先生への報告
などをてきぱきとこなしている姿は素晴らしく大
きく見え、私も出来るのだろうかと不安に押しつ
ぶされてしまいました。そのような私に、先輩方
は優しく、一から十まで丁寧に教えてくださりま
した。診療に当たる先生方は、自分の患者さんを
診療、研究を進められたうえで、学生に指導をさ
れています。先生が常に忙しい中でも厳しい研究
を貫いていらっしゃる姿を間近で感じることがで
きました。そのような日々の体験が頑張らなけれ
ばと励みになりました。改めて新潟大学で勉強で
きて良かったと感謝しています。
臨床実習に出て「臨床に絶対はない。」と講義

で教えていただいた言葉の意味が理解できまし
た。実際様々な症状を持つ患者さんがいました。
多角的な観点から患者さんの病状を観察すると複
数の治療方法の選択肢が生じ、どのような治療方
法をとるべきかと悩みました。的確な治療を行う
には、勉強することが重要であることを臨床実習
を通して分かりました。
私が今まで 1番印象に残っている診療は、引継

ぎ期間中に 1 人で行う最初の診療だった抜歯で
す。抜歯実習の前日は緊張を和らげるため、レ
ポートを読み直し、縫合の練習、頭の中で当日の
シュミレーションの 3 点を幾度となく行いまし
た。それだけ準備したにもかかわらず当日患者さ
んを待っている間、緊張のあまり診療ユニットの

椅子に座りこんでしまいました。しかし、患者さ
んの顔を見た瞬間、自分の不安な姿を見せてはい
けないと思い、平常通り明るく接し、前日まで準
備したことをやるだけだと気持ちをどっしりかま
え落ち着くことができました。今後もこの時の緊
張を忘れることなく、診療にいかしていきたいと
考えています。
6年生になり、クラスメートは 1人ひとり異な

る症状を持つ患者さんを担当しています。診療す
るためのレポートを作り、プレチェック、技工物
などの締切りに追われる毎日です。私はその日の
診療を終え、技工室に戻るとホッとします。技工
室にクラスメートがいるので、上手くいかない時
はお互いの苦労や悩みを話し解決策を考え、わか
らないことは教えあっています。失敗し落ち込ん
でいるときもクラスメートの励ましでモチベー
ションが上がり、次に向かうことができます。私
はクラスメートに恵まれたお蔭でこれまで頑張っ
てこれたと思います。クラスメートのみんなに感
謝しています。
そして 6 年生は進路を考える時期でもありま

す。マッチング、国家試験、それに対する対策を
講じたりとやることが数多くあります。人生の岐
路に立ち、改めて自分は将来何をしたいのか、考
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えがまとまらず思い悩みました。友人や先輩や両
親に相談したり、先生にアドバイスを頂いたり、
やっと自分の将来の進む方向性が定まってきまし
た。
また、学生として最後の年。学生にしかできな

いことをしたいと思っています。医局説明会を通

して先生方とお話したり、クラスメートと食事を
したりお酒を飲んだり、旅行、学生最後の夏休み
も満喫したいと、やりたいことが数多くありま
す。残り少ない貴重な「今」を充実させたいと考
えています。
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歯学生の今

口腔生命福祉学科 2年　村　山　未　帆

五十嵐キャンパスでの 1年間の教養課程が終了
し、旭町キャンパスでの専門科目の授業が始まっ
て早くも 4カ月が経とうとしています。初めは新
しい環境への変化とこれから始まる専門の勉強に
期待と不安でいっぱいでした。最近では生活にも
慣れ、充実した毎日を送っています。
現在、授業は歯科についての内容がメインで、

PBLという問題発見解決型学習法という形態が
中心に学習が進んでいます。今まで私達が小中高
と受けてきた授業形態は先生から知識を教えてい
ただくというものでしたが、PBLは少人数グルー
プに分かれて行われ、毎回異なった臨床シナリオ
を基に自分達で疑問を見つけ出し、仮説や学習課
題を立て、図書館の文献や教科書を使って調べ学
習を行い、それぞれが調べてきたことを発表し
あって解決方法を見つけ出すという学生が主体の
勉強法です。最初は初めて行う方法に右も左も分
からず戸惑っていましたが、回数を重ねていくう
ちに徐々に慣れてきて、少しずつではありますが
初めの頃よりスムーズに議論を進められるように
なってきたと思います。自分の専門的な知識がほ
とんど無く、疑問で頭が一杯になったところから
調べ学習がスタートするためとても大変なのです
が、その一方で多くの発見があり、分からない所
や疑問を持った所を自分の納得がいくまでとこと
ん調べ、理解していく楽しさがあります。そして
歯科衛生士、社会福祉士いずれも人を相手にする
職業であるため、自分の意見を相手に的確に分か
りやすく伝える言語能力だけでなく、相手の話に
耳を傾け理解する能力やグループの中で互いに議
論を交わし解決方法を見出していくスキルなど現
場に出た時に必要となる様々な能力を養うために
日々悪戦苦戦しながらも、向上心を持って学習に
取り組んでいます。

また、多くの実習や講演を通して机上では知り
得ない現場の雰囲気、職員の方々の様子や生の声
を聞くことができ、大変貴重な経験になったと同
時にぼんやりとしていた将来について考えるきっ
かけにもなりました。以前は歯科衛生士のイメー
ジとして、歯科診療の補助が中心でその治療の前
後に歯磨き指導や歯石取りを行うのが主な仕事だ
と思っていました。しかし実習を通して、訪問歯
科や栄養サポートチームとしての多職種連携、周
術期口腔管理の取り組みなど歯科の診療科での仕
事に留まることなく、病棟や福祉施設、企業、在
宅介護の方の家など様々な場所で活躍することが
でき、活動の幅が大きく広がっている非常に可能
性を持った職業なのだということを感じました。
また現在口腔ケアを行うことで全身の様々な疾患
の予防につながるということが大変期待されてい
ます。予防や口腔保健管理には多くの時間を要し
定期的でかつ継続的なメンテナンスが必要不可欠
となりますが、人々が健康で豊かな生活を送ると
いうQOLの向上に口腔ケアは大きな役割を果た
し、それらを担っていくのは歯科衛生士であると
いうことを感じ、歯科衛生士という職業に魅力と
誇りを感じました。
最後になりますが、私たち口腔生命福祉学科 2

年生は女子19名仲が良く、笑顔の絶えないクラス
で、毎日楽しく生活しています。学生の本業は言
うまでもなく勉学ですが、学生である今しかでき
ない部活動やサークル活動、アルバイト、ボラン
ティアなどにも精一杯取組み、そこから得られた
経験や人とのつながりを大切にして充実した学校
生活にしたいと思います。これからは19名という
少ない人数ではありますが、だからこそ互いに切
磋琢磨し高めあいながら、それぞれの夢や目標に
向かって日々精進していきたいと思います。
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歯学部生の今（ 3年）

口腔生命福祉学科 3年　森　山　　　奏

グラサン、黒パーカーの出で立ち、手には段
ボールの銃（私が作った）。
「ハーハッハッ！俺様はバイキン！甘いものが、
だ～いすき !!!」
そして夏休みの遊園地のステージを彷彿とさせ

る歯ブラシマンとバイキン親分の戦闘シーン。
ヒーローが一度敵に負けそうになるお決まりの演
出。「「負けるな、歯ブラシマ～～ン‼」」…そん
な愉快な劇を24人で作り上げ臨んだ 6月のあさひ
幼稚園の歯磨き指導実習。園児の反応はすべてが
思い通りだったわけではなかったが（バイキン親
分の武器に対しての反応がとても良かったことに
関して私としては非常に満足。）、それでも園児た
ちが楽しんでくれ、努力が報われたと感じた。ま
た、自分たちも貴重な経験をさせていただくこと
が出来た。先生方もリハーサルに対してたくさん
意見を出してくださり、それらを元にして次のリ
ハーサルに向けてひたすら練習を繰り返す放課
後、昼休み。入学してから 2年と少し、24人で過
ごしてきたが、思い起こせば皆で一つのものを作
り上げたのは初めてだったかもしれない。それも
含めて、それぞれにとって実りあるものとなった
に違いない。
3年になってからの変化といえば、教室が広く

なったこと、朝が早くなったこと、編入生が 6人
来たこと（足して30人という学科で過去最高人

数）、髪が黒くなったこと、そして何よりも病院
見学実習が始まったこと、社会福祉の授業が本格
的に始まったことである。病院見学では、主に病
院のDHさんにつかせていただき、その治療や保
健指導の内容などを学ぶというものである。今、
相互実習では超音波スケーラーを用いたPMTC、
浸潤麻酔下で手用スケーラーを用いたSRPなど
と様々な実習を行っている。そのような基礎・相
互実習で学んだことを、実際の臨床の場で見学さ
せていただき、自分の技術をさらに高めていくこ
とが出来る。社会福祉の授業に関しては、講義で
学び、PBLでさらに理解を深めている。再来年
に迫りくる社会福祉士の国家試験は、昨年度の全
国の合格率が27.5％という狭き門ではあるが、
日々の学習を積み重ねて、全員合格を目指してい
きたい。
個人的な変化といえば、手話サークルの部長に

ならせていただいたこと、クラス幹事になったこ
と、音ゲーのしすぎで視力が落ちたこと、この年
にもなってポ○モンシールを集め始めたこと…と
まだまだここでは言えないような様々なことが
あったが、そんな私の今年度の抱負は「何事にも
積極的に！」である。 3年になり、先生方からの
情報や先輩からのお誘いなどでボランティア活動
に参加する機会が増えたように感じる。先日も
ALS患者さんのイベントのお手伝いをさせてい
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ただいた。また、福祉に関する勉強会、シンポジ
ウム、福祉事務所の見学、訪問歯科のお手伝いな
どと自分が積極的に外へと目を向けるだけでこん
なにもバリュアブルなもので溢れかえっているの
だと気付くことが出来た。このように残された 2
年もない大学生活を有意義なものにできるよう
に、勉学によりいっそう励みつつ 3 年のうちに
色々な経験を積んで自分の人間性を高めていきた
い。
4年生になると金曜を除く毎日が病院での臨床

実習または福祉現場実習、加えて特論など、先輩
方は非常にお忙しくされている。私たちは今の状
況でも毎日四苦八苦なのに（休み時間はうつぶせ
で寝ている人が半数以上を占める）、これから 9

月のテストをパスして（特に福祉の授業は覚える
ことが非常に多いのでパスできるかはいささか疑
問ではあるが…。）、後期からまたさらに忙しくな
ると聞いている。ダブルライセンスゆえの多忙さ
ではあるだろうが、そのようなつらいときでも学
科全員で支えあって乗り越えていきたい。「こん
な学年初めて」と主に良くない意味で多方面から
言われる私たち 9期生ではあるが、良い意味でそ
の言葉をかけていただけるようになる日もそう遠
くないと信じて頑張ろう 9期生。歯ブラシマンの
ように勇敢に、かっこよく、強い心で目の前の手
強い敵（当面は夏休み明けのテスト）にぶつかっ
ていきたいと思う今日この頃である。
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歯学生の今　―編入生として学ぶ―

口腔生命福祉学科 4年　縄　田　理　佳

♪僕らの生まれてくる　ずっとずっと前にはも
う　アポロ11号は月に行ったというのに♪とポル
ノグラフティは歌っていますが、そのアポロ11号
と同い年ながら編入学しました縄田です。
もちろん、一緒に学ぶ同級生とは親子ほどの年

齢差はありますが、同じ釜の飯を食う（古語です
ね）仲間として、違和感なく（？）溶けこみ、毎
日ワイワイ騒ぎながら学生生活を満喫していま
す。他に、新潟県ならではの能楽研究会に所属
し、謡や仕舞のお稽古に勤しみ、摂食嚥下機能回
復部の特別養護老人ホーム「恵風園」での口腔ケ
アボランティアに、クラスの有志と交代で帯同さ
せていただいています。
まず、私が編入学する前のことについてお話し

ます。私は歯科衛生士として10年間岐阜県歯科医
師会で無歯科医地区での歯科保健活動や障がい者
施設での歯科治療を行う巡回歯科診療と障がい者
歯科診療所の業務に携わってきました。その後、
嘱託職員として障がい者歯科診療所に引き続き 5
年間勤務し、更に病院・小児歯科・一般歯科・市
町村保健センター等で、トータル20数年間歯科衛
生士を続けてきました。どの職場でも、先輩歯科
衛生士の皆様は、不勉強で無知な私に、根気よく
何度も丁寧にご指導くださり、その時に得た知
識・技術のすべてが私の宝物です。

ところで、編入生はどんなことを勉強してる
の？と聞かれることがよくありますが、歯科衛生
士免許を取得しているため 3年次の授業は、福祉
系科目がほとんどで歯科系科目は 1科目のみとな
ります。じゃあ、他の学生が基礎実習等を行って
いる時は、何してるの？とこれまたよく聞かれま
すが、必修科目（教養科目） 4科目を受講してい
ました。それでも空き時間があるため、希望する
歯学科の講義を 3 科目受講していました。さら
に、後期には毎週水曜日に小児歯科・障がい者歯
科と摂食嚥下機能回復部で医歯学総合病院ならで
はの研修をさせていただきました。これらはコー
ディネートしてくださった学科の先生方と研修を
ご快諾くださった諸先生方のご厚意の賜物です。
この場を借りて深謝申し上げます。また、試験の
時は、年々巨大化する頭の中の「消しゴム」が大
活躍し、慣れない法制度や用語に悪戦苦闘しまし
たが、優しくご指導くださる教員の先生や同級生
の全力のフォローがあったお蔭で無事に進級でき
ました。
4 年次は、編入生も同じカリキュラムとなり、

医歯学総合病院での臨床実習と、福祉施設での社
会福祉現場実習があり、並行してPBL、講義、
卒論に相当する特論に取り組む傍ら、歯科衛生
士・社会福祉士国試対策、就職活動を行います。
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昨年、大学でソーシャルワークについて学び、ク
ライエントのニーズの範囲は生活や生き方そのも
のであり、どう生きていくのかを自己決定するため
の全人的支援が最重要であることがわかりました。
特に、15年間携わっていた障がい者歯科には

様々な障がいのある方とご家族の方の悩みが、む
し歯や歯周病などの歯科疾患や障がいによる疾患
や病態だけではなく、年を重ねる毎に、家族介護
ができなくなった時の生活全般についてと変化し
ていく過程を見てきました。実際に、定期健診を
受けていた方もご家族の入院等により、中断しそ
の後の生活がどうなっているのかが把握できなく
なることが多くなっていきました。今後は社会福
祉士のライセンスを得ることで、このような事例
を減らすための医療と福祉の架け橋になれればと
考えています。

どんな職種であっても、「その患者様（クライ
エント）がその人らしい人生を送るために最大限
のサポートをしたい」という想いは同じであり、
それがどのように行われているのかを今後の病
院・福祉施設双方での実習を通じて学んでいきた
いと思います。
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歯学部のクラブ活動紹介

新潟大学歯学部バドミントン部へようこそ！

歯学科 4年　三　谷　咲　貴

特集 2

◆バドミントン部はこんなところ
この場をお借りして、歯学部バドミントン部の

紹介をさせていただきたいと思います。
現在、 4 年生 8 名、 3 年生 7 名、 2 年生 1 名、

1年生 9名の計25名で活動しています。活動場所
としては、旭町キャンパスで週 2回、五十嵐キャ
ンパスで週 1回となっています。主将である私を
はじめ、大半が大学からの初心者ですが、先輩や
経験者の部員にルール、打ち方、試合の組み立て
方など一から教えてもらいます。 1年生からの入
部でなくてもバドミントンに興味がある方は、初
心者経験者関係なく、いつでも入部できます！み
なさん、まずは見学からでもいかがでしょうか？
さて、勧誘はこれくらいにして…歯学部バドミ

ントン部の活動内容についてお話したいと思いま
す。バドミントン部のメインとなる試合は、毎年
夏に開催されるオールデンタルです。全国の歯学
部生が集結し、良い成績を残せるよう、これまで
の練習成果をぶつけ合います。デンタルでは個人
戦だけでなく、団体戦も行われます。団体戦で
は、普段味わうことの出来ない緊張感があり、プ
レッシャーと戦いながら試合をすることで、精神
面も鍛えられます。また、試合をしているときは

部員全員で応援をするため、みなが一体となって
おり、勝てた時の感動や喜びは倍増します。
自分の実力を試せる場はデンタルだけでなく、

5月・11月には東北大学、岩手医科大学、奥羽大
学、日本歯科大学新潟生命歯学部、新潟大学の 5
校が集まり、東北リーグという交流試合を行いま
す。毎年各大学が持ち回りで主幹になるため、そ
れぞれの県に行くことができます。また、 6月・
10月には市民戦、 7月・11月には日本歯科大学新
潟生命歯学部との交流試合、12月には部内戦、と
いったようにほぼ毎月何かしらの場が設けられて
います。レギュラーにならないと試合に出られな
い、ということもないので 1年生の頃から様々な
場で試合ができます。ここまでたくさんの試合に
出られるチャンスがある部活は少ないのではない
でしょうか。
もちろん試合ばかりしているわけではありませ

ん。部員同士や先輩、先生方との交流の場もあり
ます。お花見に始まり、歯食コンパ、新入生歓迎
会、浜コン、デンタル報告会、クリスマス会、忘
年会、新年会など様々なイベントがあります。そ
の都度後輩、先輩との仲が深まっているように思
います。

新入生歓迎会 東北リーグ
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◆最後に
私は大学からバドミントンを始めましたが、現

在主将を務めさせてもらっています。初心者であ
る私が部員を引っ張っていくことができるか不安
もありましたが、同期の支えもあり、ここまで

やってこられました。来月には一大イベントであ
る、オールデンタルが開催されます。あと少しの
期間ですが、最後の主将の務めとして、部員が存
分に練習できるような部活にしたいと思います。
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卓球部と歩む 4年目の夏

歯学科 4年　堀　　　頌　子

この度は歯学部ニュースで 2度目の部活動紹介
をさせて頂ける機会に恵まれ大変嬉しく感じま
す。
この場を借りまして卓球部の「今」を少しでも

多くお伝え出来ればと思いますのでよろしくお願
いします。
まず、普段卓球部がどのように活動を行ってい

るかを紹介します。
私達歯学部卓球部は現在合計17人の部員で活動

を行っており、火・金の週 2回を正規練習、日曜
を自主練習としています。
そのうち金曜と日曜は医学部卓球部と合同で練

習に励み、曜日によって違う雰囲気、メニューで
練習を行っているのが私たちの部活の特徴であ
り、大勢の仲間たちとともに卓球という一つの熱
いスポーツを通じて交流を深めています。
現在は旭町第一体育館の建て直しの関係で市の

体育館や旭町第二体育館で練習を行っています。
新しい環境での活動は慣れないことや不安も多く
ありましたが、今はそんな環境にもやっと慣れた
ところです。
また、今年は有難いことに男子 6人、女子 2人

の合計 8人という多くの新入部員に恵まれ、新た
に活気づいた新鮮な雰囲気とともに練習に取り組
んでいます。
新入部員のやる気に満ちた姿勢と向上心は私達

上の学年にも良い影響となり、 4月からさらに部
活全体の結束が強くなり、土気も上がったように
感じられます。
様々なタイプ・レベルの部員が集まることで、

練習の質や密度が全く異なってくるのを感じてい
るところです。
さて、この季節になると毎年どの運動部でも恒

例であるデンタルが近くなってきました。
今年のデンタルは 8月 4日から愛知県名古屋市

で行われますが、この大会は歯学部の全国大会と
いうことで、私たちにとって年に一度の一大イベ
ントと言えます。
この大会で私たちは昨年は女子団体戦で準優勝

という結果を残すことが出来ました。
そして今年は、気持ちを新たに男女共に好成績

を狙って頑張ろうと思います。
男子に関しましては、去年までは人数不足によ

り団体戦に出場するのがやっとという状況でし
た。しかし今年は新しい多くの新入部員を迎え、
部活自体のレベルや練習の雰囲気も大分変化しま
した。
また 2年生以上の部員も練習を重ねレベルが向

上しています。従って今年は男子女子共に去年と
は違う形の、さらに高い目標を掲げることが出来
るのではないかと思います。
そしてそれぞれが各自の目標を達成出来、悔い

ない試合を行えるよう、残り後 1ヶ月を切りまし
たが、今後も一生懸命練習に励んでいきたいと思
います。
ところで、歯学部卓球部は今年で創立から42周

年を迎えました。
OB・OGの先生方は熱心で優しく、練習にお

いても忙しい中ご指導に来てくださったり、常日
頃温かい声援、援助を頂いています。

本文id8.indd   18 14/10/07   17:29
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



─ 19 ─

そんな先生方と関わる機会は飲み会が主ではあ
りますが、今年ももう少しで行われる「OB戦」
でも交流する機会に恵まれます。
この試合では、OB・OGの先生方にご参加頂

き、先生と生徒とで合同チームを作って戦った
り、先生対生徒で試合を行い交流を図る毎年恒例
の行事となっています。
この試合には毎年忙しい中県外からも先生がい

らしてくださるなどし、先生生徒共に大変盛り上
がります。
しかしこの試合では、先生方が大変強いので、

現役部員はいつも負けてしまいます。
何年経っても変わらず強力な先生方のプレーを

見て、私達現役部員は感動するとともに、自分た

ちも頑張らねばならない、という気持ちになり、
デンタルの前にそれぞれのメンタルややる気を養
うのに大変良い機会ともなるのです。
さて、今回は主に今年のデンタルに向けての意

気込みと卓球部の様子を紹介させていただきまし
た。
最後に卓球部を支えてくださっているOB・

OGの先生方に常日頃の感謝をお伝えするととも
に、残り 1ヶ月デンタルに向けて暑さに負けず熱
い気持ちで練習に望んでいこうという意気込みを
込めてこの場を締めさせて頂きたいと思います。
最後まで読んでくださりどうもありがとうござ

いました。
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海外大学訪問

SSSV報告

歯学科 3年　氏　田　倫　章

特集 3

私は今年の 3月に日本学生支援機構（JASSO）
による海外留学支援制度（SSSV）プログラム
で、インドネシアのジョグジャカルタにあるガ
ジャマダ大学に 2週間留学させて頂きました。こ
の場をお借りして留学の報告をさせていただきま
す。
今回のSSSVの滞在 1週間目、2週間目の内容

は全く違うものでした。 1週間目はガジャマダ大
学が企画した 3大学合同プログラムに沿って行わ
れました。今回は徳島大学（男性 4 人）、九州大
学（女性 3人）の歯学部生（ 5年生）と現地で合
流して共にガジャマダ大学の歯学部、ジョグジャ
カルタの文化を学んでいくというものでした。他
大学の学生が先に帰国した 2週間目は、新潟大学
の 2人でジョグジャカルタの地域歯科医療を中心
に学びました。
1週間目のプログラムの内容は大学での歯科診

療（矯正、歯周、口腔外科、義歯、保存）の見学、
歯学部生の授業への参加、学術プレゼンテーショ
ン、また自分たちの大学紹介のプレゼンテーショ
ン等が含まれていました。他にインドネシアの文
化体験も含まれ、世界遺産観光（ボロブドゥール、

プランバナン）、ジャワ文化伝統のバティック製
作、ラーマヤナ舞踏鑑賞、冠婚葬祭での民族衣装
を着る体験などを行いました。また歓迎パー
ティーも催され、我々はインドネシアの伝統的な
ダンス、歌などで手厚いおもてなしをうけ、その
お返しに前日深夜まで稽古した日本の伝統的な踊
り（阿波踊り、マルマルモリモリ、空手の型）を
披露し会場を沸かせました。他大学の学生とは、
初日の顔合わせではお互い緊張していたものの、
ジョグジャカルタの素晴らしい自然と文化に囲ま
れた豊かな環境の中での体験や感動を通すこと
で、自然と打ち解け、素晴らしい仲間と共に本当
に充実した日々を過ごすことができました。しか
し親密になった分、最後の別れは悲しいもので、
涙で前が見えませんでした。
2 週間目は地域医療を中心にした活動が多く、

ヘルスセンターへの訪問、小学校訪問、プライ
ベートクリニック（矯正、歯周）訪問、ガジャマ
ダ大学において地元小学生へのブラッシング指
導、検診、フッ素塗布、勉強会の見学等を行いま
した。また生活スタイルも変わりホテル暮らしか
らホームステイへと変わりました。私がお世話に

伝統楽器の演奏小学校訪問にて
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なったDr. Nunukの家庭は、高校生の男の子
（Zufa）、中学生の男の子（Ariq）、幼稚園児の女
の子（Fica）の 3 人の子供がいて、家の中はい
つも賑やかで、仲間を失った悲しみを子供達が嘘
のように忘れさせてくれました。大学内において
も我々のことをガジャマダ大学の学生がしっかり
と対応してくれ何不自由なく 2週間生活すること
ができました。
今回のSSSVを通して他大学の学生との交流

が貴重な経験となりました。ガジャマダ大学の学
生を通して勉強に対する姿勢の違いを認識できま
した。歯学に関する授業では英語を用いて行われ
ているため英語は堪能であり、また授業に対して

も積極的で日本の学生よりも勉強意欲に満ち溢れ
ていました。事前に講義に対して予習し臨んでい
る生徒が多く、講義は生徒が質問して先生が答え
る双方的な形式であり、日本との講義のスタイル
の違いに驚きを通り越し危機感さえも感じまし
た。徳島大学、九州大学の学生とはプログラムを
通して共に行動し、課題に取り組んだり、勉強、
大学生活、将来について様々なことを語り合いま

ボロブドゥールにて集合写真

診療を見学したあとの集合写真

歓迎パーティでの写真 ホームステイ先での写真
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した。 3大学合同の機会がない限り、地域も違う
ため学生のうちに交流することはめったにありま
せん。お互いに刺激し合える仲間をつくることが
できて本当に幸せに思います。仲間に負けぬよう
に自分の理想としている歯科医師像を見据え、今
後の学生生活を目標に向かって着実に努力してい

きたいと思います。
最後になりましたが素晴らしい経験をさせてい

ただき心から感謝しています。また私にこのよう
な機会を紹介してくださった石田陽子先生、あり
がとうございます。
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SSSV報告
－インドネシア大学を訪問して－

歯学科 6年　笠　原　由　伎

私は2014年 3 月、インドネシアの首都ジャカル
タにあるインドネシア大学にて、日本学生支援機
構（JASSO）による海外留学支援制度（ショー
トステイ・ショートビジット）の 2週間にわたる
ショートビジットプログラムに参加させていただ
いた。滞在期間中は大学の歯周病学教授のお宅で
ホームステイをし、有意義な環境で過ごすことが
できた。
人口1000万人を有するジャカルタは、想像をは

るかに超える大都会だ。メインストリートには高
層ビルが立ち並び日本企業のビルも多く見られ
る。いたるところで新しいビルやマンションが建
築されておりこの都市の急成長ぶりは目を見張る
ものがあった。しかし、そのビル群とその背に広
がる瓦屋根の家々とではあまりにも対照的だっ
た。また道路には車・バイクが溢れ、排気ガスが
立ち込める渋滞が永遠と続いていた。渋滞を横切
り道路を渡る人や、車の間をぬって歩き、新聞や

フルーツを売り歩く人もいた。いろいろな点で落
差に驚かされたが、世界有数の経済と政治の中心
地であることは間違いなかった。インドネシア大
学はこのような熱気と勢いに溢れる街に位置して
いた。
インドネシア大学は新潟大学のように 2 つの

キャンパスを有しており、五十嵐キャンパスの様
な多くの学部が在る“デポキャンパス”と、旭町
キャンパスの様に医療系の学部からなる“サリン
バキャンパス”に別れている。サリンバキャンパ
スは歴史ある築100年を超えた伝統的な建物で、
一方デポキャンパスは改築したため新しくて近代
的なキャンパスである。歯学部生は、 1～ 3年ま
で近代的なデポキャンパスにてファントムを使っ
た実習やPBLを通して基礎を学び、 4 年生でサ
リンバキャンパスに移り半年間研究室にて論文を
完成させ、 4年後期から 1年間患者さんを受けも
ち臨床実習を行う。

本文id8.indd   23 14/10/07   17:30
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



─ 24 ─

私は現地の学生のそのようなカリキュラム 1つ
1つを見学し、説明を受け、時に授業に参加させ
てもらった。学生と話す中で常々感じていたのが
彼らの英語力の高さだ。それを如実に表している
と感じたのは参加したPBLの授業である。学生
達がパワーポイントを英語で発表し、積極的に討
論している姿は実に印象的であった。難しい専門
用語をわかりやすく噛み砕いて説明をし、工夫し
て英語で発表を行う。互いに知識を深め合い切磋
琢磨する姿は素晴らしかった。挙手が次々と起こ
り英語が飛び交う授業の中に、彼らの勉学への意
欲、熱意も目の当たりにし、日本学生である私た
ちに足りないものについて深く考えさせられた。
また、見学している中で最も衝撃を受けたのは

インドネシア大学生の臨床実習のミニマムリクワ
イメントの多さだった。 1年間の臨床実習を通し
て最低限行う課題があり、それらを決められた症

例数こなさないと卒業することができない。彼ら
は私たちのリクワイアメントの何倍もの量をこな
す必要があるため、自ら患者様探しをするそう
で、時にはお金を払って自分の患者様になっても
らうと聞いた。現地の学生ならではの悩みを知り
驚いたが、学生の間に私たちよりも豊富な経験を
積むことができる点を羨ましく感じた。
しかしながら、清潔・不潔域についての概念は

まだ乏しいようで、抜歯や小手術をする際に滅菌
手袋を使用していない場面を見た。衛生面の意識
が低いのではと感じる時があった。
最後に、インドネシア大学を訪れることによ

り、自分の英語力の低さを痛感し、また限られた
時間・経験の中で日々の診療をより濃くて深いも
のにすべきであると思えた、いろいろな刺激ある
2週間となった。この経験を活かして残り短い学
生生活を充実したものにするよう励みたい。
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SSSV報告

歯学科 6年　五月女　哲　也

3 月 2 日から16日までの 2週間、タイ南部の都
市ハジャイにあるプリンス・オブ・ソンクラー大
学（以下PSU）へ日本学生支援機構（JASSO）
による海外留学支援制度により、同期の加瀬とと
もに短期留学させていただいた。日本とタイにお
ける歯科医療の違い等真面目な内容については笠
原さんがしっかり書いてくれていると思うので、
ぼくはタイでの生活について記してみたい。
留学前に僕が持っていたタイのイメージは、暑

くて雑然としていて物が安くて食べ物が辛くて果
物がおいしくてゾウがいて海がきれいな微笑みの
国といったもので、そもそも汗っかきで潔癖症気
味で辛いものが苦手なぼくにとって短期とはいえ
留学することはとても勇気がいるものだった。加
瀬の強い勧めもあり決断したのは出発まで 1カ月
を切った頃で、現実味のあまりないままに羽田空
港からバンコクのスワンナプーム国際空港へと降
り立ち恐ろしいほどの熱気を感じた時、やっとぼ
くはタイに来たのだな、と実感したものである。
バンコクで飛行機を乗り継ぎ 1時間ほど、日本

から約 7時間で到着したハジャイは南部最大の都
市とされ、中心地は栄えており高層ビルが立ち並
ぶ一方、ひとたび路地に入れば野良牛が草を食む
という非常に雰囲気のよい街であった。やはりと
ても暑く、外に出た瞬間に汗をかいた。湿気がな
い分予想していたより過ごしやすく、雲ひとつな
い青空で晴れ晴れした。余談だが、タイ滞在14日
間中でゾウを 2回見た。 1頭は車のような表情で
道路を歩いており、 1頭はレストランに餌をねだ
りに来た。やはりタイといえばゾウだ、と心躍っ
た。
ぼくたちは寮のようなところに宿泊させていた

だいたが、シャワーは温度調節出来ず水しか出な
かった。トイレの紙は下水道の関係か流れにくい
ため備え付けておらず、隣にあるシャワーで洗う

のがタイ流らしかった。果たしてここで 2週間過
ごすことができるのか、と愕然としたが次の日に
は慣れたのでなんの問題もなかった。羽虫は外に
はたくさんいたが室内には入ってこず、こぼした
ジュースを狙い集まってきた大量の真っ赤なアリ
は殺虫剤で一撃だった。生きる力というのは苦境
に立たされてこそ磨かれる、と感慨深い思い出で
ある。
PSUの同級生たちはぼくらをゲームセンター、

ボウリング、ラフティングなどに連れ出してくれ
た。太鼓の達人では新記録を更新し、ボウリング
はぼくらが 1位・ 2位を獲得しカッコいいところ
を見せられたが、ラフティングでは流れのないと
ころですら転覆し、岩場に乗り上げ、爪が割れ痣
を作りダントツで遅く苦笑いされた。海へも行っ
た。クリアで信じられないほどきれいだったが、
もっときれいな海はたくさんあるらしい。素晴ら
しい国である。
そして食事である。普段は甘口しか食べられな

いぼくにとって食べ物はこの旅で最大の心配事で
あり、辛いものばかりで何も食べられず、ガリガ
リに痩せてしまうことを心配しすぎるあまり古町
のタイ料理屋さんへ修行に繰り出したほどであ
る。実際のところ食べ物は期待に違わず全て辛
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く、「これなら全然辛くないよ、甘いくらいだよ」
と勧められたものすら辛かった。だがなぜだか不
思議とおいしく食べることができた。日本人の口
に合うようでほぼ全ておいしく、ネギをなにかの
皮で包んだまんじゅうのようなやつだけが唯一口
に合わなかった程度である。しかも屋台の食べ物
はとても安く、 1 食300円程度でお腹いっぱい食
べることができた。極めつけはマンゴーで、日本
ではあじわったことのないほどの甘さに感動し
た。これを食べるためだけにタイに行ってもいい
くらいだ。ドリアンも食べたがいい経験になっ
た。もう食べなくて大丈夫である。
タイの人々はみなやさしく親切であった。同級

生は大きなテストが近いにもかかわらず時間を割

いてくれた。タイ語がわからないぼくたちのため
タイ語英語辞典を作ってくれ、ぼくたちが困らな
いように気を配ってくれた。街の人も目が合うと
必ず笑顔で挨拶をしてくれた。コインランドリー
の使い方がわからず汗だくになっていたぼくたち
を助けてくれた警備員のおじさんにはこの場を借
りてお礼を言いたい。
このようにタイは暑くて物が安くて食べ物が辛

くて果物がおいしくてゾウがいて海がきれいな微
笑みの国であった。最高の 2週間であった。
海外に興味はあるけど…と少しでも思う人はた

めらわず是非 1度挑戦してみてほしい。きっと素
晴らしい時間を過ごせるはずだ。
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入学者のことば

歯学科 1年　大　野　晴　日

あれだけ地元の大学には
進学したくない‼県外へ進
学したい‼と、思っていた
1年前の今頃は、まさか新
潟大学歯学部に進学すると
は思ってもみませんでし
た。しかし、思い起こして

みれば、高校在学時に受験先を最終決定するきっ
かけが私にはありました。高校のカリキュラムの
一環で新潟大学歯学部のオープンキャンパスに参
加しました。実際にプラスチックの模型の臼歯を
削る体験や口腔リハビリテーションに関する講義
を受けて、超高齢化社会において益々重要とな
る、QOLの向上に対する歯科保健医療の役割に
ついてお話をお聞きすることができました。この
経験が受験先決定の一番の理由となるとともに、
将来歯科医師として地元である新潟の人々の健康
長寿の実現のために貢献していきたいという目標
となりました。
部活動では大学生を機にずっと挑戦してみた

かった弓道部に所属しました。なかなか上手くい
かないこともありますが、先輩方にも恵まれ丁寧
に指導していただいています。今年新潟で開催さ
れるデンタルに向けて、とても楽しく練習に励ん
でいます。
大学生活が始まって数ヶ月がたち、五十嵐キャ

ンパスでの授業にもすっかり慣れてきたと思って
いたら、あっと言う間にテストに追われる時期に
なり一学期が終わりそうなので驚きです。 1年生
の授業はGコード科目ばかりため、歯学部生に
なったという実感は湧かないのではないかと思っ
ていました。しかし、いざ早期臨床実習で白衣を
着て外来での実際に患者さんに付き添わせていた

入 学 者 の こ と ば

だくことや、様々な専門の科の見学を通してこれ
からの 6年間を通して、歯科医師を目指すという
意思が固まりました。
歯学部は他学部とは異なり、同じ学部生との繋

がりが卒業しても強い学部です。 1年生は赤塚で
の合宿や運動会を通してずいぶん仲が深まりまし
た。これからの 5年間、ないしは 3年間は今以上
に困難な問題に立ち向かうことになるとは思いま
す。支えてくださる家族や先生方への感謝の気持
ちを忘れずに、共に切磋琢磨して行きたいと思い
ます。

入学者のことば

歯学科 1年　酒　井　佑　樹

私が新潟大学歯学部に入
学して、早いものでもう 3
カ月が経ちました。新潟に
来てからの 3カ月間はとて
も中身の濃いもので、新潟
という慣れない土地での一
人暮らしなど、様々なこと

にあたふたしたことや、 4月の入学式後すぐに海
で友人たちと大はしゃぎしたことなどが今ではも
う、ずっと昔のことのように思えます。
歯学部に入学したとはいえ、まだ何も知らない

私にとって、早期臨床実習は大きな刺激になりま
した。実際に白衣を着て院内の様々な科を回り、
見学をさせていただきました。想像以上に数多く
の科があり、どの科でも先生方が全力で患者さん
に向かっていました。中でも、私は口腔再建外
科・顎顔面口腔外科を見学し、口唇口蓋裂のお子
さんの症例を見させていただいた際、「お子さん
がショックを受けるよりも母親が自分を責めてし
まうことがある。」と先生からお聞きした時に私
は、歯科治療は患者さんを治療して治すだけでは
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なくて、治療を通して患者さんの周りの方まで救
うことのできるものなのだと、はっとさせられま
した。すべてのことが新鮮で、自分の入学した学
部にはこんなにも多くの学ぶことがあるのかとわ
くわくすると同時に、さらに身の引き締まる思い
がしました。
私は医歯学合同のソフトテニス部に入部しまし

た。先輩方はみんな優しく、強い向上心を持って
練習が行われているので、部活が本当に楽しいで
す。医歯学合同なので医学科の人や、看護学科の
人など歯学部とは違う様々な人と触れ合うきっか
けとなったことも私にとっては大きな財産です。
最後に、歯学部 1学年は総勢約60人という他学

部に比べて小さい学部です。しかしその分、皆と
の距離も近く、協力し合えるいい学部だと感じて
います。今後 5年間、または 3年間共に大学生活
を過ごしていく中で様々なことがあると思います
が、 1学年のこのメンバーならどんなことでも乗
り越えられると確信しています。自分たちの将来
に向けて、互いに切磋琢磨し、励まし合いながら、
これからの大学生活を充実した素晴らしいものに
していきたいと思います。

大学に入学して

口腔生命福祉学科 1年　小　松　彩　夏

口腔生命福祉学科に入学
してあっという間に 3か月
が経ちました。入学してか
ら現在までに様々なことが
ありました。まず合格発表
を終え、すぐに新入生のオ
リエンテーションに参加し

ました。学科内に同じ高校出身の人がいない状況
で、なかなか人に話しかけることができず、これ
から友達を作ることができるのか不安でいっぱい
でした。しかし、歯学部の合宿などで交流した人
たちと、その後の講義や休み時間などでよく顔を
合わせるうちに自然に集うようになりました。今
ではかなり友達が増えています。また、高校まで
と授業形式の違う大学の講義にも少しずつですが

慣れてきて、気持ちに余裕ができつつあります。
ただ、初めての試験も近くなり、単位が取れるか
不安な気持ちでいっぱいですが、頑張っていこう
と思います。
また、私は医学部合唱団に入団しました。入団

のきっかけは高校の先輩からの誘いでした。しか
し、合唱団の中には歯学部の人が一人もいなかっ
たので、少し不安でした。入団したあとも、練習
場所が医学部の建物内であるなど慣れないことも
多く、緊張の連続でした。しかし、医学部の優し
い先輩方が話しかけてくださったり、学部を越え
た同期のみんなとの雑談もできたりして、徐々に
部活にも馴染めてきました。今ではこの部活に入
団して本当によかったと思います。来年度からは
歯学部からの入団者が増えるように勧誘活動を頑
張りたいです。
さて、私は大学入学前から研究の道に進みたい

と思っていました。今でも研究に対する興味は尽
きず、大学院に進学したいと思っています。今は
入学前から興味を持っていた嚥下の分野や、この
間の新聞に掲載されていた歯周病と糖尿病の関係
についての分野に特に興味を持っています。口腔
生命福祉学科の学生でも大学院へ進学できるとお
聞きしたので、ぜひとも進学したいと思います。
そのためには、教養科目も含めこれから学ぶすべ
ての講義で一生懸命に勉強して、学んだ知識を頭
に刻み込んでいきたいと思っています。

入学者のことば

口腔生命福祉学科 1年　吉　田　萌　乃

他県出身である私は、新潟大学に入学してすぐ
の頃、人数の少ない学科の中で友達ができるかど
うかや、大学での勉強法、履修登録はしっかりで
きるのかなど、たくさんの不安を感じていまし
た。しかし、自分と同じように寮に住んでいる学
科の子が数人おり、その子たちと仲良くなれたの
で履修登録などの不安もなくなりました。
また、 4月にあった歯学部の合宿では同じ学科

の子でまだ話していなかった子たちとも仲良くな
れたし、歯学科の子たちとも話す機会があり、そ
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こで改めてこの歯学部のなかで頑張っていこうと
思いました。
毎週金曜の早期臨床実習では患者役実習、見学

実習、患者付き添い実習を経験しました。まだ 1
年生の私は使う器具の名前やしている処置の方法
などわからないことだらけでしたが、見学実習で
は治療室での歯科医と歯科衛生士の動きや、患者
さんとの接し方など雰囲気をつかむことができま
した。患者役実習では自分が患者側になることで
普段患者さんがどのように感じているのか、どの
ように治療されているのかなどがわかりました。
患者付き添い実習では、病院のなかを案内するこ
とで自分も病院内の設備を理解することができま
した。知識がまだないことで、より患者さんに近
い立場でいろんなことを感じることができたのは
とてもいい経験になりました。
それから私は大学生活を送るうえで部活動や

サークル活動も楽しみにしていました。中学、高
校とソフトボール部に所属していた私は歯学部野
球部に入り、マネージャーをしています。マネー
ジャーは初めて経験することですが、先輩方はみ
んなとても優しいし、大好きな野球に関わること
ができるので毎週の部活はとても楽しいです。
新しい環境での大学生活は大変な時もあります

が、とても充実した毎日を送っています。大学生
活の 4年間を無駄にせず、専門知識を学ぶことは
もちろん、さまざまなことを経験して、自分の目
指す歯科衛生士になれるようにしたいです。

入学者のことば
う蝕学分野 枝　並　直　樹大学院 1年

今年度より、新潟大学大学院医歯学総合研究
科、う蝕学分野に入学しました枝並直樹です。私
は43期生として2013年に新潟大学歯学部を卒業し
ました。研修は東京医科歯科大学で行っておりま
したので、2013年 3 月：新潟大学歯学部卒業、 4
月から 9月：東京医科歯科大学、10月から 3月：
井荻歯科医院（研修協力型施設）、2014年 4 月か
ら現在：新潟大学う蝕学分野と短期間にころころ
と場所を変えて勉強させていただいています。

う蝕学分野への入学は学生の時から興味を持っ
ていました。東京での研修医生活を経験し、やは
り出身大学で、腰を据えて勉強、研修を積むこと
が自分にとって一番合っていると思い、学生時代
よりお世話になっておりました重谷佳見先生に連
絡をし、入学させていただくこととなりました。
いざ大学院生活をスタートすると、すぐに様々

な問題点に悩まされました。新潟大学にお世話に
なっていなかった 1年間の間に、病院外来は一新
され、学部棟に関しても改築により教室、研究室
の場所が大きく変わってしまっていました。不安
の中でスタートした大学院生活でしたが、優しく
気遣ってくれる先生方、大学院の先輩方に助けて
いただきなんとか 4 ヶ月を過ぎようとしていま
す。
大学院ではこれまでに経験してこなかった ｢研

究｣ が加わり、ゼロからのスタートでわからない
ことばかりですが、全く新しいことを始めるとい
うことは非常に刺激になっています。
臨床においても数年多く経験を積んでいる大学

院の先生方、あるいは、逆に 1年少ない研修医と
一緒に臨床を行うことにより、「来年は今のこの
先生と同じようにできなければいけない」あるい
は「自分よりキャリアの短い研修医には抜かれな
いようにしなければいけない」といった緊張感が
とてもモチベーションにつながっています。
まだまだ始まったばかりの大学院生活ですが、

進路として良い選択ができたと思っています。大
学院卒業時、あるいは、何十年後に思い返した時、
重要な 4年間だったと思えるように、これから有
意義な時間を過ごせるよう努力していきたいと
思っています。
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入学者のことば
歯周診断再建学分野 佐　藤　圭　祐大学院 1年

「大学院はブラック企
業？サービス残業は当たり
前？」今クール火曜日に放
送されていた某テレビドラ
マを見ながら考える。ブ
ラック企業の社長の実態を
えがいたこのドラマ。世間

からはブラック企業と揶揄されているが、社員は
やりがいをもって働いている、そのギャップが面
白い。そもそもブラック企業とは主観的な考えで
あり、外部の人間があれこれ言うことは良くない
と私は思う。例えば、同じ仕事をしていてもやり
がいがあると感じる人もいれば、ブラックだと感
じる人もいる。大切なのは今の仕事が好きかどう
か、やりがいを感じるかどうかだ。
私の場合はどうだろう。今年度より新潟大学医

歯学総合研究科、歯周診断再建学分野の大学院に
進学した。最初の 1ヶ月は慣れない研究、思い通
りにいかない自分の診療、やりたいけど何もでき
ない自分に腹が立ち、お酒に逃げる毎日を送って
いた。しかし、できることが少しずつ増えていく
中で、今の仕事、勉強にサビ残ではないやりがい
を感じ始めている。
「お前たちはこのボールペンだ。書くために使
われて、インクがなくなれば使い捨てられる。お
前たちに付加価値はあるか？お前たちにはいくら
の価値がある？」ドラマの中でブラック社長が学
生たちに問いかける。人間の価値を評価するのは
他人であり、それはあくまでも客観的な意見だ。
数多いる歯科医師の中でどのように他との差別化
を図っていくか。歯科医師というベースに付加価
値をつけることの重要性、必要性を感じる。
大学院で得ることできる学位、歯周病認定医な

どの資格は、患者さんにも理解されやすい魅力的
な付加価値だと思う。しかし、付ける価値ではな
く身につける価値というものも存在すると私は感
じる。それは、広い視野で物事を考えることで
あったり、患者さんへの対応の 1つ 1つであった

り、広い交友関係であったり…。
歯科医師として今の自分にどれほどの価値があ

るか。そして、そこにどんな付加価値をつけてい
く（身につける）ことができるのか。大学院での
生活を通して確かめていきたい。

入学者のことば
口腔生命福祉学専攻 高　橋　明　恵博士前期課程 1年

4 月より、口腔生命福祉
学専攻博士前期課程に入学
致しました。 4月 7日に朱
鷺メッセで行われた入学式
にも出席し、これからこの
大学で学んでいくのだなあ
と身の引き締まる思いでし

た。
そしてそれから、早 3か月が経ちました。学生

生活は20数年ぶりです。あまりに久しぶりの学生
生活で大学のシステムなど戸惑いもありました
が、同期の人達やご指導くださる先生方のもと充
実した学生生活を送っております。
大学からもメールを通じ、様々な情報が配信さ

れてきます。学びたい気持ちがあれば、環境は
整っているのだなあと日々感じます。この様な素
晴らしい環境で学べることを感謝しながら勉強に
励みたいと思います。
私たちの学年はすべて社会人学生です。顔を合

わせる機会は少ないのですが、それぞれの勤務の
都合を合わせての集中講義などで、たまに会うこ
とができます。講義ではそれぞれが今後に活かそ
うという姿勢が感じられ、質問内容もより現場に
即した内容の質問などが出され刺激にもなりま
す。
私自身も授業に取り組む姿勢や気持ちは明らか

に、20数年前の学生時代とは違っています。今の
気持ちや姿勢が若いときにもあったなら…後悔先
に立たずです。
研究は以前の勤務に関係のある、小学校での歯

科健康教育について取り組んでいます。現場で感
じていた日々の疑問や課題も多くあります。それ
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らについて、ひとつひとつ検証しながら進めて行
きたいと思います。行き詰まることも多いのです
が、新たな視点で先生からご指導やご助言をいた
だくことも多々あり、また頑張ろうという気持ち
になります。
歯科衛生士は今、多職種と連携を取りながら専

門性を活かすことが求められています。
時代が求める役割を踏まえ、さらに前進して行

けるよう頑張っていきます。
今後ともご指導ご鞭撻の程、よろしくおねがい

致します。

大学院に入学して
口腔生命福祉学専攻 坂　本　まゆみ博士後期課程 1年

人との出会いは、楽しく
また自分が成長できる機会
でもあると思っています。
私は 4月に社会人大学院

生として入学しました。歯
科衛生士として歯科医院や
リハビリテーション病院な

どの臨床経験を経て、 3年前より高知県で唯一の
歯科衛生士養成の短期大学に勤務しています。大
学院に入学したとはいえ、900キロ離れた遠隔地
から受講参加しています。本当は、自分が学生と
して再びキャンパス生活を楽しみたい！学生に戻
りたい！という思いは妄想にとどめて…しかし、

その妄想をする暇もなく日々の業務に追われてい
るのが現状です。
社会人大学院生のほとんどは、仕事時間外にレ

ポート課題をこなしている面では、遠隔地も同じ
条件ですが、気持ちに余裕がなく不安ばかりが先
行します。入学前も不安でしたが、それでも入学
したいと考えたのは、口腔生命福祉学専攻の特色
である“摂食や口腔機能や食介護に関すること、
口腔を中心とした生命医療科学を基盤としなが
ら、保健・医療と社会福祉学領域と学際的研究を
推進できる指導的教育研究者及び地域・国際社会
において指導的役割を果たせる高度専門職業人を
養成する”というところに魅かれました。
私が今まで歩んできた内容を形あるものとし

て、また私自身に不足している「根拠をもって」
というところも研究を進めることで、教育の現場
にも還元できるという思いがありました。もう 1
つ、本大学院を卒業された他県の歯科衛生士養成
学校の教員からも、心強い後押しがあり手厚くご
指導していただけるとも伺い決めました。確か
に、レポート課題や多くの論文などに圧倒されて
四苦八苦してうまくいきませんが、周囲の理解や
今まで出会った方々の温かい励ましの言葉・お顔
などが浮かぶと、くじけずぶれないよう自分に言
い聞かせています。
“自分には難しいと思えることにも挑戦する”
をモットーに、苦しいことも楽しむ気持ちで、少
しでも将来の形が見えてくるよう邁進していきた
いと思います。
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入学を祝して

歯学部長　前　田　健　康

平成26年度新入生の皆さん、入学おめでとうご
ざいます。また保護者ならびにご家族の皆様の喜
びもひとしおと拝察いたします。本日、新潟大学
歯学部に多くの新入生を迎え入れることができま
したことは、私ども教職員にとっても、この上も
なく喜ばしいことであります。これからの学生生
活の中、私どもとともに、日々進歩する歯科医
学・医療、口腔保健福祉学を学び、来年、創立50
年を迎える新潟大学歯学部のさらなる歴史を築い
ていきましょう。
歯学部では、歯学・口腔保健福祉学の分野に貢

献する専門職業人の育成を教育目標としていま
す。諸君がこれから学ぶ新潟大学歯学部では「学
生自身が自ら学ぶ」ということを教育の柱として
います。君たちの選んだ職業には生涯にわたっ
て、自ら学んでいくという態度が不可欠です。私
ども新潟大学歯学部の教育スタッフは、学部教育
を生涯学習の最初の時期と位置づけ、課題探求・
問題解決能力の育成を重視し、その後に続く学習
を通して、専門性を主体的に向上させうる人材を
養成することを基本認識としています。本学部で
は課題探求・問題解決能力の育成の観点から、
Problem-based learning（PBL）という学習
方法を導入しています。このPBLでは教員は学
習者の補助者にすぎず、「学習の主体は学生であ
る」という概念で、学習が進んでいきます。この
教育手法の主眼が「学生自身が自ら学ぶ」という
ことにあるのはいうまでもありません。また、歯
科医療・口腔保健医療教育の集大成である臨床実
習は、新潟大学医歯学総合病院を学びの場とし
て、学生諸君が担当医の指導の元、診療参加・実
践型の臨床教育を展開しています。このように新
潟大学歯学部の教育の主役は、教員ではなくて、
学生諸君です。
平成16年度の国立大学法人化により、全国国立

大学歯学部同様、私ども新潟大学歯学部も厳しい
競争的環境の中に置かれています。新潟大学歯学
部はこの厳しい競争的環境の中、各種競争的資金

を獲得し、次世代を担う若手人材の育成に力を注
いでいます。平成18年度の文部科学省事業「特色
ある大学教育改革支援プログラム」、平成24年度
の文部科学省事業「大学間連携共同教育推進事
業」に採択され、全国歯科大学・歯学部のモデル
ケースとして高い評価を受けるとともに、歯学教
育改善の先導的な役割を期待されています。ま
た、大学院課程では平成17年度「魅力ある大学院
教育イニシアチブ」、平成20年度には「大学院教
育改革支援プログラム」に採択され、学士課程か
ら大学院課程まで、高い教育の質を担保し続けて
います。また、平成21年度には「組織的な若手研
究者等海外派遣プログラム」に歯学部単独のプロ
グラムとして、全国で唯一採択され、近年では学
部学生の海外交流事業に平成23年度から 4年間連
続で採択され、グローバルに活躍できる人材の育
成にも力を注いでいます。
厳しい国家財政の中、学生教育環境整備にも力

を注ぎ、歯科治療をシミュレートする実習設備
（ファントーム実習設備）、学生診療用の歯科ユ
ニットが更新・整備され、各種教材、教育機器の
整備・充実にも努めています。また平成25年 2 月
からは歯学部校舎大型改修工事が開始され、この
秋からの第 3 期工事の終了とともに明年夏には
17,500m2の校舎改修が完了します。これらの高度
かつ快適な教育環境を積極的に活用し、自己の目
標達成のために、切磋琢磨し、たゆまない努力を
お願いします。
勉強の話ばかり致しましたが、20代前後のこの

時期、勉強ばかりだけでなく、クラブ活動、ボラ
ンティア活動などさまざまな社会経験をし、歯学
部以外にも多くの友人を作り、教養のある社会人
となるよう人間性を磨いてください。そして、社
会の期待に応える医療人を目指し、これから充実
した学生生活を過ごし、卒業時に、平成26年度入
学生および保護者の皆様全員でまた朱鷺メッセで
喜びを分かち合いましょう。

入学を祝して
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入学を祝して

医歯学総合病院総括副病院長 興　地　隆　史（歯科担当）

全国各地から難関を突破して新潟大学歯学部の
一員となられた歯学科・口腔生命福祉学科の新入
生の皆様、ご入学おめでとうございます。これか
らの学生生活が楽しく充実したものとなりますこ
とを、心から祈念いたしております。
新潟大学医歯学総合病院歯科系診療部門は、新

潟大学歯学部附属病院として開院以来、環日本海
地域における歯科医療の拠点として高度・専門的
な医療を提供するとともに、教育機関として多く
の優れた医療者を世に送り出してまいりました。
病院での実習は、机上の勉学だけでは決して習得
できない「医療の実践」を学ぶ上で非常に重要な
ものですが、皆さんも早期臨床実習でその一端を
肌で感じることができたのではないかと思いま
す。さらに本院で行われる臨床実習は、言うまで
もなく学生生活の締めくくりとして位置づけられ
ますが、ここでも定評ある診療参加型の実習体系
が整備されています。皆さんには、これらの充実
した実習カリキュラムを通じて、医療のプロ
フェッショナルとして必要なさまざまな力を、意
欲を持って培って頂けることを期待しています。
また、歯学部は言うまでもなく「国家試験受験

資格が取得できる免許学部」であり、この意味で
は皆さんのゴールは極めて明確なものとなってい
ます。ほとんどの皆さんは現在、五十嵐キャンパ
スでの教養科目の受講が学生生活の主体となって
いると思いますが、今後は旭町キャンパスで専門
科目が続々と開講され、医療従事者としての自らの
将来像が日増しに具体的なものになることでしょ
う。また、医療系の学部である以上、医療を実践
するための専門的知識や技能に加えて、医療従事
者に求められるコミュニケーション能力なども習得
することが皆さんの目標となります。本学歯学部
のカリキュラムでは、これらを順次体系的かつ実践
的に学ぶことが可能となるよう、レールが敷かれた

形となっています。従って、皆さんの努力次第で
あることはもちろんですが、知識や技術を着実に
吸収しながら前進していただければ、ゴール地点
への到達は決して困難ではないでしょう。
その一方で、医療人としての皆さんの今後の長

い道程の中では、学生時代は始発駅から次の停車
駅までの僅かな時間であることも事実です。歯科
医学・歯科医療はまさに日進月歩であり、我々に
はこの職にある限り、膨大な情報を整理しなが
ら、常に自分の知識をアップデートすることが求
められます。現時点では教科書にも記載されてい
ない事柄が、数年後には当たり前の知識となるこ
とも決して珍しくありません。また、高度の歯科
医療を実現させるための技術の習得、さらには患
者様や医療スタッフとのコミュニケーション力、
チーム医療をマネージメントする能力など、皆さ
んが今後身につけるべき事柄は、実際には一朝一
夕には習得しがたいものばかりと言っても過言で
ありません。医療のプロフェッショナルには、自
ら学ぶ姿勢が常に必要とされます。授業内容を試
験直前に詰め込み式に記憶することも時には避け
られないでしょうが、皆さんには、疑問点を見い
だし、その解決につながる情報を収集・整理する
といった能力を、日々の学習の積み重ねの中で是
非とも養って頂きたいと思います。
最後に、学生生活が勉学だけの時間でないこと

は言うまでもありません。良い意味で余力を残し
ながら、部活、サークルなど学生時代ならではの
活動に力を注ぐことも、皆さんの毎日の充実させ
るとともに、幅広い人間的魅力を身につける上で
有意義と思います。さらに、大学時代は一生の友
人との邂逅の場でもあります。かけがえのない仲
間と切磋琢磨しながら、社会の期待に応えること
ができる高度職業人として巣立って行かれること
を期待しています。
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総 務 委 員 会 だ よ り

歯学部長　前　田　健　康

教授職への年俸制の導入について

7 月23日に開催された口腔生命科学系列教員会
議で歯学部担当教授職全員に年俸制の導入を決定
し、 7月25日にプレスリリースされました。現在
の年功序列による給与体系から成果実績による給
与体系に改めることにより、国内外の優秀な人材
の登用がより容易となることから、異分野交流や
グローバル化の進展を通じ、超高齢社会において

活躍できる口腔保健医療人材の育成、先駆的イノ
ベーション研究の更なる推進を狙いとしていま
す。また教員人事の硬直化が大きな問題となって
おり、政府は若手人材の積極的登用の方針を打ち
出しており、今後、年俸制の拡大およびシニア教
員の若手教員への振替に積極的に取り組むことと
なります。

ミッションの再定義について

昨年度より､ 文部科学省と議論し、策定された
「ミッションの再定義」が公表されました。歯学
をとりまく現状と社会的要請として、①健康長寿
社会実現への貢献、②医療イノベーションの創
出、③国際的な医療課題の解決があげられ、振興
の観点として、「医療人として必要な資質を備え
た人材の育成に加え、国立大学の歯学分野におい
ては、超高齢化やグローバル化に対応した人材の
育成や、医療イノベーションの創出により、健康
長寿社会の実現に寄与する観点から機能強化を図
る」ことがかかげられています。
新潟大学歯学部のミッションとして、課題解決

能力等を持った歯科医師養成と国内外の人材養成
モデルの構築、口腔のQOL向上を目指した基
礎・臨床研究、有病・高齢者への対応や歯科再生

医療の実践が定義されました。第 3期中期計画・
中期目標期間ではこのミッションに再定義に基づ
いた、戦略的な学部運営､ 教育改善が必要となり
ます。
ミッションの再定義を含めた国立大学改革につ

いての詳細については文部科学省のホームページ
（http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/
houjin/1341970.htm）に掲載されているととも
に、保健系［歯学］に関するポンチ絵は（http://
www.mext.go.jp/component/a_menu/
educat ion/detai l/__ icsFi les/af ie ldf i
le/2014/04/28/1341977_01.pdf）で参照できま
す。医学、工学等の他分野の状況も確認できま
す。
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教授人事について

野村修一名誉教授の退職に伴い、空席となって
いた包括歯科補綴学分野担当教授として、 7月23
日開催の口腔生命科学系列教員会議で大阪大学大

学院歯学研究科小野高裕准教授が選出されまし
た。平成26年10月 1 日付の発令を予定していま
す。

部局間交流協定の締結について

歯学部として学生・教員交流によるグローバル
人材の育成、共同研究の推進、国際協力・医療貢
献活動を念頭におき、外国歯科大学・歯学部と部
局間交流協定の締結を推進してきましたが、この
度、ミャンマー、ベトナム、米国歯科大学、歯学
部と部局間交流協定を締結しました。
平成26年 5 月22日には､ 前田歯学部長、宮﨑副

歯学部長がミャンマー・マンダレー歯科大学を訪
問し、部局間交流協定を締結しました。また、両
教授による記念講演が行われました。なお、ミャ
ンマーには 2つの歯科大学が設置されており、今
回の締結により、今後､ 著しい経済発展が見込ま
れるミャンマー歯学界との交流が円滑かつ活発に
進むと期待されます。

また、前田歯学部長、魚島副歯学部長がベトナ
ムを訪問し、 6 月13日にはハノイ医科大学歯学
部、 6月16日にはホーチミン医科薬科大学歯学部
と部局間交流協定を締結しました。いずれの大学
も学生交流には熱心であり、ベトナムには羽田か
ら直行便も就航しており、SSSV事業を活用した
新たな学生交流が期待されます。
7 月14日には米国ペンシルベニア大学S. Kim

教授が本学歯学部を訪れ、同大学歯学部と部局間
交流協定を締結しました。Kim教授によるペンシ
ルバニア大学歯学部の紹介、大峡准教授による発
生生物学研究成果の紹介が行われ、共同研究の可
能性、学生交流事業について活発な意見交換が行
われました。

マンダレー歯科大学との部局間交流協定締結式 マンダレーでの記念講演会
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ホーチミン医科薬科大学歯学部との部局間交流協定締結式 同締結式での記念品交換

ペンシルベニア大学との部局間交流協定締結式 ペンシルベニア大学と意見交換

ハノイ医科大学歯学部との部局間交流協定締結式 同締結式での記念品交換
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総合研究棟（歯学系：歯学部校舎）
改修工事（第 2期）の完了について

改修工事中、教職員、学生諸君には騒音等、ご
迷惑をおかけしましたが、大型改修第 2 期工事
（A、B棟）は平成26年 5 月29日に完成しました。
第 2期工事では、A棟に臨床系教員研究室、共通
スペース、シミュレーション室が整備されるとと
もに、B棟には臨床実習用学生技工室を含む臨床
系実習室が移転・整備されました。なお、夏季休

暇期間中に各種移転作業が行われ、新たな臨床系
実習室の供用は10月 1 日からの予定となっていま
す。
今秋からは改修工事の第 3 期（基礎系研究室、

講義室、PBL室、基礎系実習室、ロッカー室等）
が行われることとなっており、今後ともご協力の
ほどをよろしくお願い致します。

小川祐司准教授がWHOオーラルヘルス部門主任に就任

本学歯学部には本邦唯一のWHO口腔保健協力
センターが設置され、WHO（世界保健機構）と
ともに、口腔保健活動で高い評価を受けていま
す。この度、平成26年 4 月より予防歯科学分野小
川祐司准教授がWHOオーラルヘルス部門の主任
として赴任しました。任期は 3 年の予定。また、
7月には高橋姿学長、前田歯学部長、宮﨑副歯学
部長がWHOを表敬訪問し、WHO中島事務局長
補等と面談し、今後の協力関係について意見交換
を行いました。

WHOで前田学部長（左）高橋学長（中央）小
川准教授（右）と
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トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム採択

本邦では留学生30万人計画をはじめとして、人
事交流を中心としたあらゆる分野での国際化が国
策として推し進められています。その一環として
平成25年10月に文部科学省内に留学促進広報戦略
本部が立ち上げられ、留学促進キャンペーンが始
まりました。平成26年度には早速（独）日本学生
支援機構が窓口となって、「官民協同海外留学支
援制度～トビタテ！ JAPAN日本代表プログラム
～」が開始されました。これは経済界や一般の賛
同者から広く資金提供を受けて、文部科学省が上
限を 1年とする海外留学を支援するプログラムで
す。平成26年 4 月に行われた第 1回の募集（専門
を問わず300名定員）に対して本学歯学部からも
応募したところ、江口香里先生（大学院博士課程
3年）が見事に採択されました。採択されたコー
スは「自然科学系、複合・融合系人材コース」で
す。今後 1年間、国の手厚い支援を受けてアメリ
カに研究留学する予定です。

本学歯学部では、歯学部学生や大学院生を含め
て、積極的に海外との交流や交換留学を推進して
います。毎年何校かの海外歯学部との交流協定を
締結していますし、実際に日本学生支援機構の支
援を受けて、多くの学生が海外に短期留学し、海
外からも多くの学生を短期で受け入れています。
今後は 1年程度の留学機会も増やしていくように
するつもりです。今年度は第 2回目の日本代表プ
ログラムの募集もあるようです（https://
tobitate.jasso.go.jp/）。歯学部としてもやる気
のある諸君には最大限のサポートをしたいと考え
ていますので、是非積極的に海外に目を向け、行
動を起こして下さい。今後の皆さんの活躍を期待
しています。

歯学部長　　　　　　　前田　健康
国際交流担当副学部長　魚島　勝美

文部科学省事業「課題解決型高度医療
人材養成プログラム」の採択について

平成26年度から開始される「課題解決型高度医
療人材養成プログラム」は、我が国が抱える医療
現場の諸課題等に対して、科学的根拠に基づいた
医療が提供でき、健康長寿社会の実現に寄与でき
る優れた医療人材を養成するため、大学自らが体
系立てられた特色ある教育プログラム・コースを
構築し、全国に普及させ得るべく、これからの時
代に応じた医療人材の養成に取り組む事業とし

て、全国公募されていましたが、この度、「健康
長寿を育む歯学教育コンソーシアム」（申請担当
大学：東京医科歯科大学、連携大学：新潟大学、
東北大学、東京歯科大学、日本歯科大学）が採択
されました。 5年間の補助事業が予定されていま
す（http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/
iryou/1350317.htm）。
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日本学術振興会（JSPS）は 4月 1日付で平成26年度科学研究費助成事業の交付内定をしました。本
年度歯学系の採択率（速報値）を以下の表に示します（かっこ内は昨年度実績）。

新 規 新 規 ＋ 継 続

採択件数／応募件数 採択件数／教員数 採択件数／応募件数 採択件数／教員数

院（歯） 51.6（46.9）% 35.6（26.4）% 72.5（75.2）% 87.8（90.8）%

病院（歯） 63.2（63.2）% 29.3（29.3）% 83.7（82.5）% 87.8（80.5）%

全　学 31.6（29.0）% 20.5（17.2）% 56.8（57.9）% 58.3（57.9）%

特任教員、技術職員にかかるもの、スタートアップは除く

総括すると、今年度も昨年同様の採択率を示
し、新規と継続分をあわせた結果では、教員採択
率（応募件数／教員数）は大学院（歯）所属教員
では若干低下し、87.8%となりましたが、病院
（歯科系）所属教員では87.8%と過去最高の採択

率となりました。いずれも全学でトップの採択率
でした。ただし、採択金額は微増であり、大型研
究種目への移行を見据えた共同研究の推進が歯学
部の大きな研究面での課題の 1つといえます。

平成26年度科学研究費助成事業の採択
結果について

山田好秋前教授、野村修一前教授に対
する名誉教授称号の授与について

山田好秋前口腔生理学分野教授および野村修一
前包括歯科補綴学分野教授に対し、新潟大学教育
研究評議会は先生方の長年にわたるご功績に対
し、学校教育法に基づき名誉教授の称号を授与す

ることを決定し、平成26年 6 月26日に名誉教授の
称号授与式が執り行われました。発令は平成26年
4 月 1 日付け。

本文id8.indd   39 14/10/07   17:30
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



─ 40 ─

オープンキャンパス全体説明会 オープンキャンパスでの模擬実習

平成26年度オープンキャンパスの開催について

8 月11日全学主催のオープンキャンパスが開催
されました。当日、ときおり強い雨も降る、むし
暑い中、県内外から240名の参加者がありました。
学部長挨拶のあと、小野学務委員長による全体説
明、山崎入試委員長による入試説明、井上教授に

新潟高校理数科特別講義

よる模擬講義、卒業生による学部紹介、施設等見
学が行われました。なお、予想を上回る参加者数
のため、当初 2カ所であった会場を急遽 3会場と
することとなりました。

新潟高校理数科特別講義の開催について

新潟県立新潟高校は「新潟県の医歯学の大学研
究施設の訪問研修を通じ、最先端の医療施設、医
療技術に関する知見を広げる。また、医師の講演
を聴いたり実習体験したりして、高い動機付けを
行うとともに、医療に従事する倫理観の涵養を図
る」ことを目的として、 8 月 6 日、理数科51名、
普通科 7名計58名が学生新潟大学歯学部を訪問し
ました。歯学部長の挨拶の後、「口の健康と微生
物学：観て考えて」（寺尾教授）、「摂食嚥下障害
とその治療」（井上教授）の模擬講義等が行われ
た。
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新入生合宿研修を終えて

口腔解剖学分野　准教授　大　峡　　　淳

平成26年 4 月12日、13日、メイワサンピア新潟
にて、毎年恒例の新入生合宿研修が行われまし
た。 3年次編入生を含む、新入生73名（歯学科45
名、口腔生命福祉科28名）、教員23名、職員 2名、
学生アシスタント 6 名の計104名の参加となりま
した。この合宿は、歯学部での生活のスタートに
あたり、教員、職員、クラスの仲間との交流・親
睦をはかる事を目的としています。私も新潟大に
赴任して間もないため、面識の無い教職員も多数
おり、新入生と似た目線での参加となりました。
新入生はバスでメイワサンピアに到着。緊張し

ているかなと思いきや、意外とリラックスした様
子でした。むしろ私の方が、緊張していたかもし
れません。まずは、我々教員 1人 1人の自己紹介
に続き、歯学部のカリキュラムや健康管理などに
関するガイダンスが行われました。その後、教員
を含め参加者全員が、自分のネームプレートを作
成。名前よりもニックネームなどを書くようにと
の指示があり、我々教員も学生時代のあだ名など
を思い出しながら書きました。いつも“～先生”
と呼ばれている人の顔とぴったりのあだ名に思わ
ず笑ってしまいました。ここで昼食となります。
教員は自分の担当するグループの学生と一緒に、
出身地の事やニックネームの由来などを話しなが
らの昼食となりました。
昼食後は、毎回恒例のコンセンサスゲーム。

「砂漠で遭難したときにどうするか」というタイ
トルで、渡されたリストに書いてある様々なアイ
テムの必要度を、先程知り合ったばかりの新入生
同士がグループの意見としてまとめていくゲーム
です。誰も意見を言わず、我々教員の誘導が必要
だろうと予想していたのですが、心配ご無用でし
た。みんなきちんと討論に参加し、仲良く意見を
まとめていきました。
つづいて、「面接試験にもの申す！」と題した

自己研鑽セミナーが行われました。新潟大学の面
接試験の際に印象に残った面接官の質問を列挙
し、グループとしてテーマ付けをしていくもので
す。学生たちが列挙していく印象に残ったとする
質問や印象に残った理由に、教員達がざわつく場
面も多少ありましたが、我々の質問に対する受験
生の感じ方を知る事ができる貴重な経験でした。
今後の面接試験にいかされていく事でしょう。
これで、無事初日のメインの行事も終わり、夕

食となります。 1日同じグループで過ごしました
から、新たな出会いのために、席はくじ引きで決
めます。昼食の時と同様に、新入生の中に教職員
が座る形で、今日 1日の感想などを話しながら夕
食スタート。ここで、教職員はアルコール注入で
す。年齢が20歳に達している学生でアルコールの
欲しいものも、飲んでオーケー。ただし、お酒は
前田学部長の前にしか無く、欲しい学生は前田学
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部長の所に行って、「ビールをください」とお願
いするルールです。怖いもの知らず（？）の学生
達は、臆する事なく前に行き、前田学部長のお酌
でビールを注入。ただ、ほとんどの学生は、我々
のように“ビールをプハァー”よりも“コーラを
グビッ”がいいようでした。これからの大学生活
で酒の旨さを覚えちゃうんだよなどと思いなが
ら、私はビールをもう一杯。夕食途中から、在校
生によるクラブ紹介がスタートです。競技可能ギ
リギリの人数で運営しているクラブが多く、それ
ぞれのユニフォームや必須アイテムを持って、動
画などを駆使してのサービス精神たっぷりの勧誘
で、我々教職員も楽しめる内容でした。夕食後
は、新入生と教職員との懇親会です。前田学部長
を中心に、大部屋に集まって、もう熱気ムンムン
で、夜遅くまで続きました。
しかし次の日の朝、やはり年齢の差がはっきり

と現れます。寝不足なはずの新入生が朝から元気
なのに対し、教職員は、すっかりぐったり。それ
でも我々教職員は最後の力を振り絞って、ガイダ
ンスを開始。ガイダンスの後は、麻酔科スタッフ
によるマネキンへの心臓マッサージやAEDの使
用法などのBLS（Basic Life Support）の講習
が行われました。「医療従事者になる者として、
倒れている人の前を素通りするわけにはいかな
い」という言葉に、みんな真剣な面持ちで講習を
受けていました。講習終了後、前田学部長の閉幕

の辞により、全てのスケジュールが終わりです。
各人の距離が近くなった事を伺わせる和やかな雰
囲気で、新入生はバスに乗り帰路につきました。
私は、他大学の歯学部出身ですが、私が入学し

た際も新入生合宿研修はありました。でも、校歌
を覚えたり、大学の歴史に触れたりと、大学とい
う組織への帰属を促すような雰囲気のものでし
た。昭和という時代との違い、私立大と国立大の
違い、執行部の考え方の違い、色々理由はあるの
でしょうが、今回参加した新入生研修は、私が受
けたものとは、まったく違っていました。新入
生、教職員双方にメリットのあるものと感じまし
た。また役職を持つような教授陣たちが、夜中ま
で新入生につきあっている姿にも、非常に驚きま
した。
私は、10数年海外で暮らしていたため、ひさし

ぶりの日本の若い世代との接触になりましたが、
今の若者は、色々しっかり考えていると感じまし
た（特に女子！）。決して、手堅すぎる訳で無く、
夢も野心も持っていました。頼もしい限りです。
みんなキラキラして、若さっていいなとしみじみ
思いながら、重たい体を引きずり私も帰路につき
ました。
最後になりましたが、新入生の新潟大学での生

活が、実り多いものとなりますよう期待しており
ます。
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連
載 大学院に行こう

大学院へ行こう

う蝕学分野　医員　大　倉　直　人

「歯科医師になれたけど、どんな歯科医師にな
りたいのか？」
国家試験合格後、あるいはその前から誰もが抱

える問題だと思いますが、みなさんはいかがで
しょうか（あるいはいかがでしたでしょうか）？
僕は、大学院に入学する前にう蝕学分野に入局
し、その後、レジデント、外部の長期出張を経て
から入学しました。入学後は、楽しい思いも苦し
い思いもしましたが、自分が目指す歯科医師像を
長い時間をかけて探していました。そして、今年
の 3月に大学院を卒業し、それと同時に、ようや
く理想とする歯科医師へのスタートラインに立て
たのではないかと思っています。
さて、「大学院へ行こう」ということですので、

少なからず、これを読んでくれている方は、進学
に対して迷っている方もいると思いますので、少
しそのことについて書きたいと思います。僕は、
専門医を希望している方、あるいは基礎研究を選
択している方にこそ大学院進学が適していると思
います。それ以外の方は、開業医に就職する道を
勧めます。治療技術の向上にはクオリティとクオ
ンティティの両方が必須です。開業医では患者さ
んを診るチャンスは多く、早期の診断力・技術力
向上が期待できます（院長によるファクタは無視
しますが）。大学院での治療はクオリティにこだ
わることは出来ますが、クオンティティが少ない
ため、数少ないデメリットの 1つであると思いま
す。また、「臨床家を目指す前に、研究を経験し
たい」といったニュアンスの事をよく聞きます
が、これはお勧めできません。研究はそんなに甘
くないですし、研究に興味がない人には、臨床も
研究も同時に進行していくことはかなり辛いこと
なのです。

次に、当分野、う蝕学分野の大学院について紹
介します。根管治療を専門とし、興地隆史教授の
指導の下、臨床・研究に励んでいます。臨床にお
ける当分野の目玉は顕微鏡やNi-Tiファイルを用
いた根管治療です。根管治療専門の歯科医院でな
いと、なかなか両方が揃った環境で治療をするこ
とはできません。研修医時代から両方使用するこ
とができるのは、恵まれた環境です。さらに、
MTA（mineral trioxide aggregate）を用いた
臨床応用は、時代をリードする歯科治療材料の 1
つであり、これを自由に使用でき、その結果をダ
イレクトでわかるのは、当分野だけだと思いま
す。また、興地教授をはじめ、毎日、外来には多
くの経験豊富な先生がいるので、わからないとこ
ろをリアルタイムで聞けるのは、安心して治療が
できる体制であり、魅力的です。研究の面では歯
髄再生治療の構築、細菌研究や新規材料の探索ま
で幅広く行うことが出来ますし、自由に選択で
き、それを可能にする土壌があります。僕自身、
「新規歯髄炎鎮静薬探索を目的とした薬物輸送経
路探索」といったテーマで、興地教授、吉羽邦彦
先生・永子先生に師事し、博士号を習得すること

学位記授与式に興地教授を囲んで（筆者左端）
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ができました。この場を借りて、厚く御礼申し上
げます。さらに、当分野は、 4年かかる大学院カ
リキュラムを短縮して卒業される先生や、成績優
秀者として卒業される先生ばかりです。これには
理由があり、無駄のない高速の研究スピード、そ
して、論文発表へスムーズに移行できる指導体制
が確立しているおかげです。さらには海外を含め
た多くの学会へ参加できるところも他の医局に引

けをとらないところでしょう。
大学院進学は、良いところも悪いところもあり

ます。進路に迷われている方々は、最後は自分に
合った道を自分自身で決めなくてはなりません。
その一助になれば大変うれしい限りです。末筆な
がら、このような執筆機会を与えて下さった、担
当の先生方にお礼申し上げます。
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迷っているなら、大学院に行こう！

歯学教育研究開発学分野　特任助教　塩　見　　　晶

学部卒後 6年目の塩見　晶です。平成26年 3月
に包括歯科補綴学分野（義歯診療科）大学院を卒
業し、4月から歯学教育研究開発学分野（歯科総
合診療部）に所属しています。「大学院へ行こう」
というテーマを頂き、この文章が後輩の皆さんに
とって大学院進学というハードルを下げることが
できたら幸いです。
私は実家が歯医者でもなく開業する希望もな

かったので、学生のときは将来どこかしらの個人
医院に勤務するのだろうと漠然と想像していまし
た。それは総診で研修をするようになっても変わ
らず、イメージははっきりしていませんでした。関
東の開業医にいくつか見学（就活）に行ってみて、
ここならマイペースな私でもやっていけるかもし
れないと思う医院はありましたが、そこで働いてい
る自分の姿を想像してみてもなんだかしっくりきま
せんでした。いっそのこと大学院へいってしまうの
もアリかも。このあたりから大学院を意識し始め、
経験者に聞くが早いと部活の先輩に話を伺うと、
「開業医に就職した同期に比べれば診療数は少ない
けれど、ひとつの症例についてじっくり取り組める
し、自分の専門分野を軸に診療方針を考えられる
ようになるよ」というアドバイスをもらいました。
普段から他人の意見に流されまくり、軸がブレブレ
な私にとって、この言葉は魅力的に響きました。結
局は他人の意見に流されたと言えなくもないです
が、奨学金とアルバイトで両親から金銭的に自立
できることもあり、大学院進学を決めました。
大学院博士課程は 4年間です。前半の 2年間は

研修を修了したてで臨床志向だったため、外来診
療と技工をメインに過ごしましたが、大学院卒業
のためには学会発表と卒業論文がマストなので、
後半 2年間は自然と研究に費やす時間が増えまし
た。
臨床については、“教授のアシストに付いて熟練

した診療手技を盗み、それを自分の診療で生かす
ことができます”と、書きたいところですが、そこ
はやはり甘くありません。コンパウンドに翻弄さ
れ、咬合採得に悩み、人工歯排列に難渋します。
しかし、そこをなんとなくで済ませるのではなく、
周りの先生にその場で聞いて、納得がいくまで何
度でも挑戦できるのは大学病院でなくてはできな
かったと思います。人生初の上下総義歯製作で蝋
義歯試適を3回も行ったのも良い経験です。
研究については、実は自分のやってみたいこと

ができます。所属分野の研究しかできないという
印象があると思いますが、臨床と基礎、そして分
野の枠を超えての共同研究が行われています。こ
の横のつながりも大学院の魅力のひとつだと思い
ます。私の場合は、義歯を支持する粘膜組織の変
化についてのメカニズムが解明されていないとい
うことに興味を抱いたことが研究テーマのきっか
けとなりました。そして、院 2年生から口腔解剖学
分野で基礎研究を開始しました。ひとりの指導医
と数人の大学院生で構成される研究チームの一員
となって、細胞に毎日えさをやり、関連論文を検索
し、実験結果に一喜一憂する、という辛くとも楽し
い研究生活を送ることができました。研究結果と
しては、義歯床下粘膜の変化についてほんの少し

包括歯科補綴学分野の同期と（筆者は左端）
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解明できたかなと思います。
海外留学したいとか、専門医になりたいとか、大

学院に進むには目標を持っていなければいけない
と思っていませんか？しかし、私のように受け身で
優柔不断な人間でも、大学院に入ってみると、多
くの先生からアドバイスを受けながら入れ歯を作

ることができたり、海外の学会で研究発表するこ
とができたりするようになり、濃厚で有意義な時間
を過ごすことができます。大学にいないとできな
いことを経験するために大学院に進む、というの
はいかがでしょうか？
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大学院に行こう

歯科矯正学分野　研究員　高　橋　功次朗

はじめまして。私はこの春、新潟大学大学院医
歯学総合研究科を周りのたくさんの先生方に助け
られ、無事卒業させていただき、晴れて学位を取
得した歯科矯正学分野所属の高橋功次朗と申しま
す。
まずはじめに、私が大学院を志望した動機を書

きたいと思います。学生の頃から元々専門性の高
い分野がいいなあと漠然と考えていました。実際
の学部の授業科目では、口腔外科学と歯科矯正学
に興味を持ち勉強していたのを覚えています。そ
して、国家試験の勉強に突入し、自分自身で深く
掘り下げて勉強を進めるうちにさらに興味が増
し、臨床研修期間は、進路選択の参考になればと
考え、半年は病院歯科（口腔外科）、残り半年は
新潟大学の歯科矯正学分野で臨床研修を行うこと
に決めました。どちらの研修施設でも大変かわい
がっていただいたので、本当に悩みました。で
は、矯正科の大学院に進む決め手はなんだったの
かな？と今思い返してみると、齋藤功教授はじ
め、助教の先生方や同じ大学（奥羽大学）出身の
先輩医局員の先生にたくさん相談に乗っていただ
いたり、たくさんご飯をごちそうになったり、 1
つ上、 2つ上の先輩医局員の先生にも何度もご飯
をごちそうになりました。私の書き方が悪いの
で、これを読んだ方はたくさんご飯を奢っていた
だいたから進路を決めたと勘違いされるかもしれ
ません。もちろん否定はしません。しかし、真面
目に書くと、学問として 1番難しいと私が感じた
からこそ、大学院に入学し、突き詰めて勉強しよ
うと思ったのがきっかけだったと思います。
さてここからは大学院生となってからの生活を

紹介いたします。まず 4月初めに、新人歓迎会と
いうイベントで当科では師匠とよばれるライター
との顔合わせがあります。どんな先生が師匠にな
るのか緊張していたら、私の師匠は年も近く、大

変気さくな先生でした。さっそく次の日からは、
二人三脚での外来診療に突入しました。具体的に
は診療のアシストから始まりだんだんと自分でや
れることが増えていったら様々なことをまかせて
いただき、二人三脚といっても師匠にたくさん迷
惑をかけてしまったので表現が適切ではないかも
しれません。しかし、そのとき失敗したことや、
注意されたことは今でも私の財産となっていま
す。矯正臨床においては、基本的知識、技術の習
得のため、ワイヤーベンディング、バンド実習、
ろう着試験、技工物製作、タイポドント実習等を
行いました。またそれと同時期に新人教育として
各ライターの先生方からの講義がありました。矯
正臨床に必要な知識を細分化し行われ、少人数で
行われるため質問もしやすく、アットホームな雰
囲気の中講義していただいた記憶があります。
研究面では、入局してから約2か月は自分なりに

悩んだり、先輩に相談したり、基礎講座の先生方
にも相談にのっていただきました。そして考え抜
いて口腔生理学講座で山村先生、北川先生のご指
導のもと研究をすることに決めました。元々、大
学という研究機関でしかできない基礎講座での動
物実験に興味があったことも決定した要因の 1つ
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です。指導教官の北川先生と二人三脚でゼロから
のスタートでした。まず始めは留学生の先輩の実
験のお手伝いからはじめ、実験の見学を通して器
機の使用法、手技を学び、徐々に進めていきまし
た。自分なりに頑張ったご褒美に歯科基礎医学会
という基礎系の学会で発表させていただく機会も
いただき、岡山県ではおいしいお酒と食事をいた
だくこともできました。また、学会の懇親会では、
普段あまり接点がない他大学の基礎講座の先生方
と交流させていただき、大変刺激になりました。

最後に、これから大学院進学を考えている方
は、自分が興味のある講座等に気軽に相談にいく
ことをお勧めします。医局説明会にはいけなくて
も全く気にする必要はないですよ。大学院で自分
がやりたいことが明確ならなおさらですが、研究
には興味があるけど具体的にどのようなスケ
ジュールで進めていくのか分からないような方で
もきっと各講座の先生方は大歓迎で相談にのって
くれるはずです‼
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受賞報告

歯科矯正学分野　大学院 3年　眞　舘　幸　平

日本口蓋裂学会総会　優秀ポスター賞

このたび、2014年 5 月末に開催された第38回日
本口蓋裂学会総会・学術集会において、優秀ポス
ター賞を受賞致しましたので報告させていただき
ます。
演題は「二段階口蓋形成法においてFurlow法

を施行した片側性唇顎口蓋裂児における顎発育の
検討－Perko法との比較－」という、口蓋裂患児
の顎発育に関する研究です。口蓋裂患児に対する
治療目標は正常な言語発達ならびに良好な顎発育
の獲得ですが、世界的にみても全ての点で満足の
いく治療体系は確立できていないのが現状であ
り、その両立に関しては今でもなお国内外問わず
多くの議論がなされています。当院顎顔面口腔外
科では1983年より両立を目指して二段階口蓋形成
法を採用し、軟口蓋形成術としてPerko法を採用
しました。その結果、顎発育についてはほぼ正常
に近い形態が得られるものの、言語発達がわずか
に遅れることが明らかになったため、言語発達に
有利とされるFurlow法を1996年から採用し、よ
り早期に良好な言語発達が得られています。今回
の研究は、両手術法における顎発育を比較検討す
ることで二段階口蓋形成法における最適な軟口蓋
形成術を示し、口蓋裂患児の治療管理体制、治療
成績向上の一助になればと思い、顎顔面口腔外科
学分野と共同で進めてきました。
口蓋裂患児の治療成績は長期的に経過をみる必

要があり、手術法などに変更を加えた場合にはそ
れを純粋に比較検討することが困難になることが
少なくありません。しかし、当院顎顔面口腔外科

学分野では二段階口蓋形成法を早期より採用し、
その歴史の中で得られた研究結果から意図的に軟
口蓋形成法を変更したため、十分に治療成績を比
較検討することが可能でした。そのような施設は
国内外問わずほとんどなく、大変貴重であり意義
深い研究をさせていただいていると日々感じてい
る次第です。
最後になりましたが、今回の受賞に当たり、ご 

指導を賜りました顎顔面口腔外科学分野の高木律
男教授、齋藤　功教授ならびに朝日藤寿一先生は
じめご指導、ご協力いただきました先生方に厚く
御礼申し上げます。

学 会 受 賞 報 告学 会 受 賞 報 告告学 会 受 賞 報 告
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日本歯周病学会奨励賞受賞報告

歯周診断・再建学分野　研究員　岡　田　　　萌

日本歯周病学会奨励賞

第57回春季日本歯周病学会学術大会におきまし
て、日本歯周病学会奨励賞を受賞しましたことを
ご報告させていただきます。受賞対象論文となる
のは、2013年のJournal of Periodontology誌
に掲載された「Periodontal Treatment 
Dec reases Leve ls o f Ant i bod ies to 
Porphyromonas gingivalis and Citrulline in 
Patients with Rheumatoid Arthritis and 
Periodontitis」です。
近年、全身疾患と歯周病の関連を示唆する研究

が数多くなされており、その中でも関節リウマチ
（RA）との関連に注目が集まっています。歯周病
原菌の一つであるPorphyromonas gingivalis
（P. gingivalis）が保有する蛋白シトルリン化変
換酵素（PAD）が、関節滑膜のアルギニン残基
のシトルリン化を惹起させ、その蛋白に対する自
己抗体がRAの病状悪化に寄与すると考えられて
います。本研究ではRA患者を対象に、歯周治療
によりP. gingivalis抗原を排除することで、
PADの滑膜組織への暴露を回避し、RAの状態改
善が期待できると仮定し、歯周治療介入前後での
歯周、RA臨床指標、IL- 6 、TNF-αなどの炎症
性サイトカインレベル、抗環状シトルリン化ペプ
チド抗体（抗CCP抗体）、P. gingivalisの超音波
破砕上清（SoE）と、へミン結合蛋白（HBP35）
に対する血清免疫グロブリンG（IgG）抗体価、
血清シトルリン濃度の変動を評価しました。
歯周治療群では、RA活動度を示すDAS28-

CRP、抗P. gingivalis HBP35抗体価、血清シ
トルリン濃度の変化量が健常群と比較して、有意
に減少しました。さらに、抗P. gingivalis SoE

および、HBP35抗体価はリウマトイドファク
ター、抗CCP抗体価と、それぞれ有意な正の相
関を認めました。本研究より、歯周治療によって
P. gingivalis抗原の減少と関節内の蛋白シトル
リン化が抑制され、さらにRA活動度が改善した
可能性が示唆されました。
この度の受賞論文は学位論文でもあり、患者を

対象とする検体採集から統計解析、論文執筆、投
稿まで、初めての経験でありながら、その苦労と
同時に研究の厳しさを体感しました。こんな未熟
な私のサポートを最後までしてくださいました、
歯周診断再建学分野の小林哲夫先生、吉江弘正教
授と、新潟県立リウマチセンター伊藤聡副院長、
村澤章名誉院長に、この場をお借りしまして、心
より感謝申し上げます。
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デンツプライ賞を受賞して

小児歯科学分野　大学院 3年　村　上　智　哉

デンツプライ賞

小児歯科学分野大学院 3年の村上智哉と申しま
す。今回Cell Medicine 6 巻 75-81項（2013年）
に掲載されました論文が、2014年 5 月に開催され
ました第52回日本小児歯科学会大会におきまし
て、デンツプライ賞を受賞いたしましたので報告
させていただきます。
口腔内には700種を超える細菌が存在するとい

われ、乳歯歯髄細胞の培養の障壁となっていま
す。そこで、iPS細胞の未分化を維持するため足
場として使用しているフィーダー細胞の貪食作用
（ファゴサイトーシス）について着目し研究を行
いました。
今回の研究では、無限増殖するマウスの線維芽

細胞であるSTO細胞をマイトマイシン処理する
ことで増殖を止め、フィーダー細胞として使用し
ました。まず、乳歯歯髄細胞を採取し、フィー
ダー細胞の有無で増殖能を比較しました。次に、
STO細胞とS. mutansを供培養し、ファゴサイ
トーシスの有無を視覚化するため、細胞質が酸性

に変化すると赤く蛍光色を発する特殊な染色を行
い検討しました。
結果、フィーダー細胞なしに比べ、フィーダー

細胞を使用した方が高い増殖能を示しました。ま
た、STO細胞とS. mutansの供培養では、STO
細胞に取り込まれたのち、細胞質内が赤く染色さ
れている細胞を確認できました。つまり、S. 
mutansはSTO細胞に取り込まれたのち、ファ
ゴサイトーシスにより分解されたことが示唆され
ました。
本研究より乳歯歯髄細胞の初代培養において、

STO細胞は有用なフィーダーであり、この技術
が口腔組織の効率的な初代培養の一助になればと
期待しております。
最後に、今回のデンツプライ賞を受賞するにあ

たり、御指導を賜りました早﨑治明教授、齊藤一
誠准教授、小児歯科学分野の先生方、微生物感染
症学分野の寺尾豊教授をはじめ多くの先生方に深
く感謝を申し上げます。

現日本小児歯科学会理事長である山﨑要一先生との記念撮影
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第52回日本小児歯科学会大会　優秀発表賞　受賞報告

小児歯科学分野　助教　三　富　智　恵

第52回日本小児歯科学会大会　優秀発表賞

この度は、歯学部ニュースの紙面にて、受賞報
告させていただけることを大変うれしく思うとと
もに、日々研究にご協力いただいている先生方に
感謝申し上げます。
平成26年 5 月16、17日に東京で行われた第52回

日本小児歯科学会大会において優秀発表賞を受賞
することが出来ました（演題名：アルキル化抗腫
瘍薬によるラット歯根形成障害－根尖部における
経日的変化－）。
学会当日の朝は早期臨床実習Ⅰの外来見学のた

め、入学したばかりのフレッシュな学生さんたち
に説明している中、受賞候補に挙がっているとの
連絡を頂きました。その後、いつもとは違った、
少し引き締まるような気持ちで会場へ向かいまし
た。受賞発表は、学会 2日目最後の時間にも関わ
らず、大勢の医局員の皆様、教室OBの先生方が
会場に残ってくださり、受賞を一緒に喜んでいた
だいたことに大変感謝しております。
ところで、今回の基礎的研究を始めたのは、外

来診療を行っている小児がん既往患児の永久歯形
成不全の臨床研究がきっかけでした。多くの患者

さんに、永久歯欠如や矮小歯、歯根短縮が見られ、
歯の形成障害は思春期の子供たちの生活にとって
大きな問題だと感じました。文献にあたる中で、
多数の患者さんに使用されていた抗癌剤の歯への
影響に関する基礎的研究が未だ少ないことを知
り、本研究を始めました。この研究の機会と場所
を与えてくださった口腔解剖学の先生方にお礼申
し上げます。
まず歯根形成障害に注目し、歯根形成時期と抗

癌剤投与時期との関係を検討したところ、歯根形
成初期での抗癌剤投与の影響が大きいことが明ら
かになりました。さらに歯根形成障害の経日的変
化を観察したものが今回の発表です。今後は、歯
根膜やセメント質形成にも注目して、歯の長期保
存の可能性を探りたいと考えています。
さて、現在の歯学部学生の半分は女性です。こ

れからますます女性歯科医師が増えていくと思い
ますが、そんな女子学生の今後の活躍にエールを
送るとともに、私も負けないよう、これからも診
療、教育、研究に励んで行きたいと思います。
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逃げずに向き合い学ぶこと

う蝕学分野　講師　吉　羽　永　子

日本歯科保存学会　学術賞

このたび、「日本歯科保存学会　学術賞」を受
賞いたしましたので報告いたします。この賞は、
これまでの一連の研究に対していただいたものと
思っておりましたが、どうやら勘違いのようで
す。その賞状には、「…一連の研究は…更なる発
展が期待できると…。」と書いてありました。要
するに、「これからは、さらにしっかり働けよ」と、
激励の為に与えられた賞のようです。そういった
意味でありがたい賞を頂いたと感じております。
さて、日々の臨床で歯髄組織を相手にしている

私の興味は、「歯髄組織丸ごと」であり、研究で
は歯の発生期も含めて、細胞外基質の改変と細胞
分化との関わりについての仕事をしてきました。
どちらかというとマイナーな細胞外基質ですが、
これはたんに細胞を埋めているだけのものではあ
りません。細胞にスキャナーがあるとすれば、細
胞外基質にはバーコードが埋め込まれている状況
を想像していただければ楽しいかもしれません。

歯の細胞外基質の仕事をされている多くの方は、
「歯特異的」に着目するなかで、どうも「特異的」
という言葉が苦手な私は、どこにでもある種類の
細胞外基質は、歯、歯髄ではどうなのだろうかと
いう事の方に興味がありました。混んでいる電車
に乗るよりは、すいている電車に乗った方が楽で
す。あまり他人がやらないようなテーマに取り組
むことは大事かもしれません。
何事も「逃げずに向き合い学ぶこと」が肝要と

思うなかで、研究においては知的好奇心がこれを
可能にしていると感じます。研究は日常の一つに
なっていることがありがたく、これも当教室の興
地教授をはじめ、教室員皆さんのおかげと思って
おります。医局長として、「Who?」（実験室の掟
破りは誰？）のタイトルでメールをするのも今の
うちで、「me!」（ごめんなさい！）にならないよ
うに努めてまいりますので、今後ともご指導ご鞭
撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

JEA新潟カルテットのメンバーと一緒に、明日の学会（懇親会）本公
演の前に撮影。著者は前列中央。実は皆 3研の住人です。
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FOOMAアカデミックプラザAP賞を受賞して

摂食嚥下リハビリテーション学分野　教授　井　上　　　誠

FOOMAアカデミックプラザAP賞

このたび、 6月10日から13日まで東京ビックサ
イトにて開催されたFOOMA JAPAN（2014 国
際食品工業展）アカデミックプラザにてAP賞を
受賞しましたので報告させていただきます。
FOOMA JAPANは、毎年 6月に東京ビックサ

イトにて開催されており、食品機械の最先端テク
ノロジー、製品、サービスを通して、「食の技術
が拓くゆたかな未来」を提案することを目的とし
て、多くの食品産業が集う一大イベントです。食
品機械・装置および関連機器に関する技術ならび
に情報の交流と普及をはかり、併せて食品産業の
一層の発展にも寄与しています。今年は、期間を
通して 9万人を超える関係者が来場しました。そ
の一端として開催されているアカデミックプラザ
は、全国から「食」に関わる多くの研究機関が集
まり、ポスターや口演にて自らの研究発表を行う
とともに、産・学・官で共同研究開発を行う契機
とする場となっています。今年で22回目となった
アカデミックプラザでは国内外から60大学、研究
機関が集まりました。

新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハ
ビリテーション学分野の発表では、「食べるあな
たと測るわたし－食べる機能はこうやって測る・
治す－」と題して、咀嚼・嚥下機能を評価する
様々なツールの紹介、さらに超高齢社会の中で注
目されてきた嚥下障害を取り上げ、安全な食生活
と摂食機能の維持・改善に関わる新たな治療戦略
などを紹介しました。
各発表は、新たな産業への期待、産・官・学を

通じた共同研究としての可能性、発表内容の分か
りやすさなどを基準として審査を受け、その結
果、 4 名に与えられる受賞者の 1 名となりまし
た。 4日間の開催期間中は、教室員たちの手も借
りて来場者の対応を行い、我々の臨床を紹介した
上で、今後、産業の発展や新たな研究推進の基点
となり得る研究内容についても丁寧に説明をしま
した。本AP賞は、分野全員の力の結集に対して
いただいた賞であり、我々の研究・臨床がいかに
注目されているかを再認識することができまし
た。この場を借りて皆に感謝します。

授賞式にて、分野を代表して林宏和先生がスピーチしました
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受賞報告　御礼

摂食嚥下リハビリテーション学分野　助教　真　柄　　　仁

日本顎口腔機能学会　第52回学術大会優秀賞

第52回日本顎口腔機能学会学術大会（平成25年
4 月19日、20日、岡山にて開催）において、優秀
賞を受賞しました。この賞は、本大会から新たに
設定され、口演者が自ら選考委員となり、優秀で
あった演題に投票するという大変ユニークな制度
の下でスタートしたもので、初回の優秀賞に名を
連ねることができたことを喜ばしく感じていま
す。
今回の受賞演題名は、「咽頭電気刺激がもたら

す嚥下関連機能の神経可塑性変化」でした。この
研究プロジェクトは、当科の井上誠教授を中心と
した研究グループが行っているものです。嚥下運
動（飲み込みの運動）は、大脳皮質などの上位脳
から指令によって起こすことも（飲みたいと思っ
て飲むことも）、咽頭・喉頭からの末梢感覚の刺
激入力によって起こすことも（食べ物が喉に流れ
て思わず飲んでしまうことも）可能です。咽頭粘
膜への電気刺激を与えることで、大脳皮質におけ
る感覚運動野の興奮性を高める（有効な飲み込み
の指令が出しやすくなる）という研究を、10年程
前に、英国Manchester大学のProf. Hamdyら

が世界で初めて報告してからは、この電気刺激を
嚥下障害に悩む患者様の有効な治療手段にすべ
く、各国の研究者がその詳細な神経回路のメカニ
ズムを解明する研究に取り組んでいます。我々が
取り組んでいるのは、特にその電気刺激を経日的
に連続して行うことで、嚥下機能がどのように変
化するかを調べ、その刺激による神経可塑性変化
（神経に与えた機能的な変化）を検証するという
プロジェクトです。言うまでもありませんが、超
高齢社会を迎えている日本において、嚥下障害に
対する臨床は緊急を要する課題です。本研究の成
果は、その臨床における有効なツールになり得る
とともに、本受賞は大きな期待であると感じてい
ます。
現在私は、Prof. Hamdyの研究室に留学中で

す。こちらでは嚥下障害に対応すべく咽頭電気刺
激だけでなく、他の手法でも様々な研究がされて
います。今回の受賞に際して、ご指導頂きました
井上誠教授をはじめ、摂食嚥下リハビリテーショ
ン学分野の先生方にこの場を借りて深く感謝申し
上げます。
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留学報告

予防歯科学分野　大学院 3年　佐　藤　美寿々

留 学 報 告

2013年 5 月から11月の半年間、スイスのジュ
ネーヴにあるWHO（世界保健機関）本部Global 
Oral Health Programmeにインターンとして
留学する機会をいただきました。ここに、半年間
のジュネーヴでの経験について報告させていただ
きます。
私は、新潟大学の学部時代より海外旅行が好き

で、アルバイトでお金を貯めては長期休みに海外
へ行く、という学生生活を送っていました。卒
業・臨床研修修了後は一般開業医に就職しました
が、いつか留学したいという気持ちがあり、母校
の大学院予防歯科学分野へ入学しました。
とはいえ、大学院進学後は、研究（高齢者を対

象にした口腔と全身の健康の関連に関する疫学研
究）、臨床、国内の地域保健活動が主な仕事でし
た。予防歯科学分野は2007年より日本唯一の
WHO口腔保健協力センターとして活動してお

り、CPIデータベースの構築や学術面での協力の
みならず、私以前にのべ 6 名の若手研究者を
WHO本部に派遣してきたという実績がありま
す。しかし、私自身は国際口腔保健にはほとんど
寄与しておりませんでした。
そんな海外とはほど遠い生活をしていた2013年

4 月のある日、宮崎教授から教授室に呼ばれ、
「WHOに行きたい？」と質問されました。WHO
では一体何をするのだろう…？という疑問が一瞬
頭をよぎりましたが、ヨーロッパに住んでみた
かったこともあり、その場で「はい」と頷きまし
た。そして、わずか 4週間後には、スイスのジュ
ネーヴで生活を始めることになりました。
ジュネーヴは、スイス南西の端、フランスに食

い込むような位置にある人口10万人ほどの都市で
す。国連ヨーロッパ本部をはじめWHO、ILO（国
際労働機関）など多くの国際機関の本部が置かれ

WHO本部メインビルディング前で 当時のsupervisorであるDr. Poul Erik Petersenと
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ていることもあり、外国人がとても多い国際的な
街です。スイスで真っ先に連想されるハイジの世
界とは全く異なる環境でした。石畳の街並は緑で
あふれ、チーズや生ハム、ワインなどが非常に美
味しく、憧れのヨーロッパ生活を満喫することが
できました。一方でスイスは物価が高く、また地
元商店保護のため、日曜は基本的に全ての店が閉
店していました。身の回りで盗難も多く、便利で
安全という日本の良さを再認識することとなりま
した。
さて、WHOについて何も知らない…そもそも

英語もろくに勉強していない…という状況で急遽
行くことになったWHOでしたが、到着してすぐ
にWHO総会を傍聴する機会に恵まれました。
WHO総会とは、年に一度開かれるWHOにおけ
る国会のような会議で、世界各国から保健大臣や
保健省の幹部クラスが集まり、保健医療に係わる
重要な政策や事業計画、予算などの決定を行うも
のです。インターンにも職員と同等の権利が与え
られ、自由に会議や講演会などに参加することが
できました。サンドイッチを食べながら「日本
人？京都いいところだよね」と話しかけてくれた
方が実はアジア某国の保健省幹部だったり、目の
前の会議で決められた事項がニュースになってい
たりと、これは大変なところに来てしまった…と
衝撃を受けたことを覚えています。
WHOでは、Global Oral Health Programme

チーフ（当時）のDr. Poul Erik Petersenの指
導のもとで、ICD（疾病及び関連保健問題の国際
統計分類）の改訂業務に取り組みました。ICDと
は、異なる国や地域から、異なる時点で集計され

た死亡や疾病のデータの体系的な記録、分析、解
釈及び比較を行うため、世界保健機関憲章に基づ
き、WHOが作成した分類です。今回のICD-11に
向けた改訂では、Orofacial complex（顎顔面
領域）へ新たに追加する語句の検討会議への参画
や、各語句における定義の検索、更新業務を行い
ました。さらに、WHOが定期的に出版している
世界の齲蝕有病状況地図の更新業務にも携わり、
WHOのデータベースや最新の文献から、各国の
情報収集を行いました。実際のデータベース管理
を行っている、WHO協力センターのあるス
ウェーデンのマルメ大学カリオロジー講座も訪問
し、最新情報の収集や意見交換なども行いまし
た。こちらのデータについては、今後論文の形に
する予定です。
このように、WHO研修の半年間は臨床から離

れ、主にデスクワークでデータ管理や収集などを
行っていました。「WHOからの報告」というと
聞こえがいいですが、実際はとても地道かつ正確
さが要求される作業の積み重ねで 1つ 1つの成果
ができていることを痛感しました。また、WHO
本部ではどうしても俯瞰的な視点で仕事をしなけ
ればならず、臨床から離れている時間が長くなる
につれ、現場感覚を忘れてしまう瞬間が多くあり
ました。国際口腔保健の中枢に携わる機会をいた
だき、現在は足りない知識や経験を補うべく研鑽
を重ねているところですが、これからも国、地域
ごとに異なる現場の状況を常に意識していきたい
と強く感じたWHOでの半年間でした。
ここまで主に業務についてお話ししてきました

が、多くの友人にも恵まれました。インターンに

ジュネーヴの象徴、レマン湖のJet d'Eau（世界最大の噴水）インターンの友人と、週末に近くのモンブランへ
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歯科医師はほとんどいませんでしたが、公衆衛生
修士（Master of Public Health）やMedical 
Schoolの学生を中心に世界各国から数百人の学
生が集まってきており、友人たちとの交流を通し
て、文化的背景の違いを理解することができ、更
により広い視野を持って国際保健、社会開発につ
いて考えることができるようになりました。帰国
後も連絡を取り合い、日本やアジア、ヨーロッパ
などで機会を見つけて再会しています。普段は歯
学部の中に籠りがちですが、インターンシップで

得た様々なフィールドで活躍する同世代の仲間た
ちは、何物にも代えられない貴重な財産となりま
した。
最後に、このような貴重な機会を与えて下さっ

た宮崎秀夫教授、WHOで指導をして下さった
Dr. Petersen、ならびに急な留学にも関わらず
不在中のフォローをして下さった予防歯科学分野
の先生方、サポートをしてくださった全ての方々
に心より感謝申し上げます。どうもありがとうご
ざいました。
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ロンドン留学記

小児歯科・障がい者歯科　川　﨑　勝　盛

【はじめに】
はじめまして。私、小児歯科・障がい者歯科の

川﨑勝盛と申します。日本学術振興会の「組織的
な若手研究者等海外派遣プログラム」の助成を受
け、英国ロンドンにあるキングスカレッジ・ロン
ドン（KCL）のcraniofacial development講座
に留学させていただきました。大変恐縮ですが
「歯学部ニュース」の頁をお借りして、ロンドン
の様子や留学生活について紹介させて頂きたいと
思います。これから留学を検討している諸先生方
の参考になれば幸いです。

【留学まで】
私は、大学院では臨床研究をメインにしてお

り、その後、医員として小児歯科にて臨床にいそ
しんでいましたが、「大学にいるのだから研究も
積極的に取り組んでみたい」と考えていた折、「組
織的な若手研究者等海外派遣プログラム」の募集
があるとのお話を伺い、「この機会に海外で基礎
研究を一からやってみるのはどうだろうか」と考
え、一も二もなく飛び込みました。幸運なことに
英国ロンドンにあるKCLのcraniofacia l 
development講座にいらっしゃる大峡淳先生を
紹介していただき、さらに幸運なことに、諸先生
方のご協力により、当時生体歯科補綴学分野の助
教であった妻も一緒に留学できることになりまし
た。私達の留学に際し、快く送り出して下さった
私の所属分野や妻の所属分野の先生方にこの場を
お借りしてお礼申し上げます。

【キングスカレッジ・ロンドン　craniofacial 
development講座】
KCLはロンドン大学を構成するカレッジの一

つであり、イングランドでは 4番目に古い名門大
学の一つです。ノーベル賞受賞者も輩出してお
り、世界大学ランキングでは2007年以降、世界25

位以内を維持しているほどです。その中で
craniofacial development講座は童謡「ロンド
ン橋落ちた」で有名なLondon bridgeの地下鉄
駅そばの「Guy's Hospital（ガイズ病院。
Google mapなどではなぜか「ギーズ病院」と
表記される）」と言う病院の、27階の 1 フロアの
研究室でした。英国の研究室なので英国人がメイ
ンなのですが、国際色豊かな講座で、イタリア、
フランス、中国、インド、タイ、日本、ブラジル
etc…世界各国から研究者、大学院生が集まって
おり、その文化の違いはとても刺激になりまし
た。

【研究内容】
craniofacial development講座は頭蓋顔面に

異常を持つ遺伝子改変マウスを多く所有していま
したが、私はその中でも過剰歯を持つマウスに注
目しました。留学前の小児歯科臨床の現場で、多
くの過剰歯症例を経験し、その発生機構に興味を
持ったからです。しかし留学当初は、慣れない英
語と慣れない基礎研究の壁がブ厚く、もどかしい
日々が続きました。その時は、現口腔解剖准教授
でいらっしゃる大峡先生や、日本大学松戸歯学部
から先にいらっしゃっていた田中陽子先生、さら
に日本に留学経験があり、医科歯科大学で興地先
生の下で研究していた日本語ペラペラなイタリア
人のアナさんに大変お世話になりました。また、
私の拙い英語でも、一生懸命聞き取ろうとし、親
身になってくれたラボのみんなの親切が、非常に
英国らしく印象的で感動しました。さて、研究の
内容ですが、歯の発生には様々な遺伝子がそれぞ
れ相互に密接に関わっています。その主なものに
Shhシグナル、Wntシグナル、Bmpシグナル経
路がありますが、過剰歯を持つマウスの過剰歯発
生前後の各経路の遺伝子発現をin situやqPCR
と言った手法を用いて解析し、その発生の要因を
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調べる、と言うのが主な研究内容でした。歯の発
生は胎生期に生じているため、マウスの胎生期歯
胚を手に入れるため、母マウスの妊娠のチェック
に始まり、サンプルの入手、固定、切片作り。さ
らにin situのためのプラスミド増幅、リニアラ
イズ、probe作り、qPCRのためのRNA生成か
らcDNA生成etc…、朝 8 時から夜 8時まで実験
漬けと言う生活が続きましたが、どれもとても新
鮮で刺激的であり、大変ではありましたが非常に
充実した日々を送ることができました。その際、
ご指導下さった大峡先生には現在もこちらでお世
話になっており、感謝してもしきれません。

【ロンドンでの生活】
ここからはロンドンでの生活について書かせて

いただこうと思います。ロンドンへ旅行、留学す
る際の参考になれば幸いです。さて、皆さんは
「英国」「ロンドン」と言うとどのような印象をお
持ちでしょうか？「物価が高い」「飯がマズい」「天
気が悪い」と言ったところではないでしょうか？
その全てがおおむね正解です。物価が高いのには
閉口させられましたが、幸いかなり円高の時期に
行くことができ、為替レートの関係でとても助か
りました。それでも、レートの関係でマンション
の賃料自体全く変更ないのに、退去頃に 1万円も
上がっていたのには困りましたが…。次に、英国
はご飯がおいしくないのは有名ですが、幸いロン

ドンは人種が多様で、インド系や中東系、中華系、
イタリア系と食べ物の選択肢が広く、「英国以外
の食べ物を食べれば大丈夫」と言う印象でした。
但し、値段は日本の1.5倍、量は 2 倍あります。
英国が欧州で 1、 2を争う肥満大国であるのも納
得です。最後に、英国は冬寒く、天気が悪いです。
そこで英国人は留学生に「どうだ？ロンドンは曇
りの日が多くて気が滅入るだろう？」と声をかけ
てくるのが常套句です。しかし、私はこのとおり
新潟から行ったものですから、冬寒く、晴れ間が
ないのが普通の感覚で「いやー、ウチの田舎もこ
んな感じだから、そんなに気にならんよ」と返事
をして、微妙な顔をされました。新潟と違うの
は、ロンドンは大都市でめったに雪が降らないた
め、雪が降ると交通機関が止まり、都市機能が麻
痺すること。夏はそれなりに涼しく、エアコンが
付いてない家が多いことでしょうか。

【最後に】
このような貴重な機会を与えて下さり、アドバ

イスを下さった前田教授、早崎教授、魚島教授、
不在中業務をお願いし、ご迷惑をおかけしてし
まった小児歯科学分野の先生方、海外派遣プログ
ラムを採択いただきました審査委員ならびに事務
の方々にこの場をお借りして感謝を申し上げま
す。

ラボの仲間と夏の打ち上げパーティーにて
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教 授 に 就 任 し て

歯科薬理学分野　教授　佐　伯　万騎男

平成26年 2 月 1 日付で、歯科薬理学講座の教授
に就任することとなりました佐伯万騎男と申しま
す。家族を大阪に残して新潟にやってまいりまし
たが、親切な新潟の方々のお蔭で単身赴任の 2か
月間とても楽しく暮らすことができました。 4月
からは家内と小 3の双子（男女）の子供を呼び寄
せました。
私は平成 7 年に大阪大学歯学部を卒業しまし

た。学生時代に講義を受けた猪木令三大阪大学名
誉教授の後任として歯科薬物学教室を主宰されて
いた、故斎藤喜八大阪大学名誉教授のお人柄に惹
かれ、薬理学を学びたいと考えていた私を、クラ
ス担任の和田健先生（大阪大学名誉教授）が斎藤
先生に紹介して下さり、助手に採用して頂きまし
た。卒業後は郷里の千葉に帰ろうかと考えていた
私に、和田先生は研究者への道を開いて下さいま
した。和田先生ご夫妻には結婚式の媒酌人までお
願いし、公私両面でお世話になり続けています。
入局と同時に、当時講師をされていた前田定秋

先生（前　摂南大学薬学部長）のご指導を受ける
ことができたことは、私の人生最大の幸運のひと
つだったと思っております。前田グループは家族
のような親密さがあり、極めて恵まれた環境で研
究者としてのスタートを切らせて頂きました。私
にとって、教育者としての理想の姿は前田先生に
あり、大学教員としての19年間前田先生の後ろ姿
を追ってきたように感じております。
研究者としての私の真のスタートは上崎善規先

生（大阪大学名誉教授、介護老人施設　伊賀ゆめ
が丘　施設長）が赴任されてから始まったと思っ

ております。NOの発見によりノーベル医学生理
学賞を受賞されたMurad先生の片腕として活躍
された上崎先生からご指導頂くことで、サイエン
スとはどういうものかということがおぼろげなが
らわかり始め、少しずつ自分の研究テーマを確立
していくことができました。Murad先生の師で
あるSutherland（cAMPの研究によりノーベル
医学生理学賞受賞）は、与えたテーマから少しで
も外れた実験は一切許さなかったそうで、
Murad先生の「自分は束縛されるのがいやだっ
た。だから人を束縛することはしない」という言
葉を上崎先生からうかがったことがあります。学
位を取得させて頂いた後、平成13年にはテキサス
大学のMurad先生のもとで直接勉強する機会を
与えて頂きました。 5 カ月間の留学中は 9 /11の
同時多発テロの勃発直後に一時帰国するなど物情
騒然たるアメリカを体験しました。留学中感銘を
受けたものに、テキサスの富豪が1920年代のヨー
ロッパで生まれ育ったシュールレアリスム絵画を
収集して作ったメニール美術館と、ヨーロッパか
ら亡命してきた放浪の画家マーク・ロスコが
ヒューストン郊外に作ったチャペル（ロスコチャ
ペル、ちなみに私の生まれは千葉県ですが、千葉
の自慢をさせていただきますと、佐倉にある川村
美術館のロスココレクションは一見の価値ありで
す）があります。
振り返りますと、数多くの素晴らしい先生に恵

まれました。本稿を読まれている新潟大学の学生
さんも、たくさんの先輩のお世話になって欲しい
と思います。若輩ではありますが、新潟大学に赴
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任した以上は、私も皆様に貢献できるよう務める
所存です。
私は千葉県出身で、小学校のころからサッカー

を始めました大のサッカー好きであります。中学
校の時、1978年のワールドカップでアルゼンチン
が初優勝したときは、サッカー部のユニフォーム
をアルゼンチン代表チームとおそろいにいたしま
した。赴任以来、本学の諸先輩方とサッカーのお
話をさせていただくなかで、サッカー部後援会に
誘っていただきました。そのご好意に甘えまし
て、本学の卒業生でないにもかかわらず、サッ
カー部後援会に入会させていただくことになりま
した。
さすがにプレーするのはしんどくなってまいり

ましたが、長年サッカー観戦を続けております。
ペレやクライフ、ベッケンバウアーなどのプレー
を生で見たことがあるのが自慢です。最近はワー
ルドカップの試合もリアルタイムで観戦できるよ
うになってまさに隔世の感がありますが、わたく
しにとって人生最高のワールドカップは高校生の
時の1982年のスペイン大会で、ジーコやプラティ
ニの華麗な技に酔いしれるとともに、準決勝の西
ドイツ対フランス戦の激闘を観戦してドイツの
サッカー（華麗とはいいがたいですが）が大好き
になりました。日本でも活躍したリトバルスキー
がPKをはずした選手をなぐさめるシーンを30年
前にもかかわらず鮮明に記憶しています。その頃
の西ドイツの主力はバイエルン・ミュンヘンに在

籍していたカール＝ハインツ・ルンメニゲです
が、バイエルン・ミュンヘンのような、企業に依
存しない地域に根付いたクラブチームを応援する
のが長年の夢でした。
今回新潟に来て、その長年の夢がかないつつあ

ると感じております。大阪で幼稚園に通っていた
頃からサッカーをはじめた小 3 の息子がアルビ
レックスのサッカースクールに入りまして、子供
と公園でボールを蹴る喜びをかみしめつつ、週末
は家族でビックスワンスタジアムに足を運んでお
ります。
赴任にあたり、教室の研究テーマを歯科臨床に

貢献できるものにしたいとの思いから、分野名を
歯科薬理学に改称させていただきました。実際の
歯科臨床の場には私たち基礎の人間がお手伝いで
きる研究テーマがまだまだたくさんあると思いま
す。臨床の先生方とアイディアを出し合い、その
ような研究テーマにじっくりと取り組むことで、
これまで育てて頂いた歯科の世界の諸先輩方に少
しでも御恩返しをしていければと考えておりま
す。
最後になりましたが、他学からの赴任で知己の

少ない私に対しまして、挨拶を述べる機会を与え
てくださった本誌編集関係者の皆様に深謝申し上
げるとともに、新潟大学歯学部の更なる発展を祈
念して、就任のご挨拶とさせて戴きます。どう
ぞ、これからよろしくお願いいたします。

本文id8.indd   62 14/10/07   17:31
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



─ 63 ─

診療室・講座紹介

生体組織再生工学分野（歯科理工学）

生体組織再生工学分野　教授　泉　　　健　次

はじめに

先日の平成26年度新潟歯学会第 1 回例会にて、
教授就任講演をさせていただきました。私の後に
講演されたのが小林正治教授で、昔口腔外科病棟
の“青チーム”で、指導を仰ぎながら患者様の治
療にあたっていたのを思い出しまして、ノスタル
ジックな感慨に浸っておりました。歯学部卒業
後、口腔外科に在籍していた私が歯科理工学の世
界に引っ越してきて 1年余りが経過しました。執
務上は、いまだに地に足がついていないという感
覚ではありますが、反面、固定観念にとらわれず
に自由な発想に立てるのも事実です。インビトロ
環境であればさしずめ、超低接着プレート内で静
止期にいる 3 次元sphereといった感覚でしょう
か。今後、増殖・分化のどちらの方向にも臨機応
変に反応していければと考えます。前置きが長く
なってしまいましたが、平成25年度歯学部ニュー
ス第 1号に“教授に就任して”と題した記事に引
き続きまして、本号にて講座紹介記事を担当する
ことになりました。本原稿依頼を受けた後、たま
たま、平成13年度歯学部ニュース第 2号に載って
いる“特集” 各教室・医局の近況 という記事を
目にしました。組織再建口腔外科学分野（旧口腔
外科学第一講座）の医局長として、私が短いなが
ら教室紹介を執筆していました。そういう運命な
のかもしれません。

教室の沿革と現構成員

今から遡ること48年（昭和41年度）、新潟大学
歯学部歯科理工学講座はその翌年に開設が予定さ
れていましたが、歯科補綴学や歯科保存学の授業
計画上先行して発足させる必要があるとのこと
で、当時認められた歯学基礎 4講座開設定員の枠

内で操作して、歯科理工学講座を含め 6講座が開
設されました。初代教授は塩川延洋先生が昭和41
年 5 月から平成 6年 3月まで勤められました。そ
の後、宮川修先生が教授として着任されました
（平成 6年12月～平成19年 3 月）。その後 6年余り
の教授不在の間は、准教授であった渡辺孝一先生
（講座名は歯科生体材料学分野に変更）を中心に
教室運営がなされていました。平成25年 6 月に口
腔解剖学教室から私（写真 1　前列中央）が異動
して参りまして、講座名を生体組織再生工学分野
という長いものに改称いたしました。とはいえ、
慣れ親しんだ“りこう”と呼んで頂いて構いませ
ん。教室の現在の構成員は 3 名です。私の他に、
昭和56年 4 月から助教として教室を支えてこられ
た大川成剛先生（前列左）は、平成25年 9 月を
もって准教授に昇任されました。また金谷貢先生
（前列右）は昭和60年 6 月より歯学部の補綴学第
一講座の助教をされていましたが、本講座へは平
成 7 年 8 月に異動されて、現在に至っておりま
す。また、顎顔面口腔外科学分野から大学院 2年
の原夕子先生（後列右から 2番目）が私どもの教
室で研究を行っています。写真 1に写っている他

写真 1　C418室にて。平成26年 7 月18日
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3 名は、まず、歯学教育研究開発学分野の特任助
教の塩見晶先生（後列左から 2 番目）。彼女は週
に 1度当教室で研究を行っております。また、上
野山敦士先生（後列右端）と齋藤直朗先生（後列
左端）は 2人とも口腔解剖学分野の大学院生 4年
と 3 年ですが、当教室の細胞培養室でも実験を
行っています。

教育について

口腔顎顔面領域において疾患あるいは損傷など
で組織欠損が生じた場合には、種々の歯科材料・
生体材料を用いて形態と機能の回復を図ること
で、患者様のQOLを維持することが歯科医師の
使命といえます。こうした“再建”に使用される
材料は、金属、高分子、セラミックスの単体やそ
の複合材料、そして最近では細胞を含む生体材料
までと多岐にわたります。さらに、再建をなしえ
るには、多くの器械や器具が用いられます。こう
した広範囲にわたる材料に関する知識や、器械・
器具の性質や取り扱いを学ぶことは歯科臨床に
とっての基本といえます。さらに、将来における
歯科材料・生体材料や医療機器の進歩、発達にも
充分対応できる基礎的素養を養うことを教育目標
とし、以上の要素を包括的に学生に理解してもら
うために、物理学、化学ならびに生物学などの自
然科学を基礎としつつ、臨床との緊密なかかわり
を習熟できるような理念のもとで、材料科学を中
心とした講義、実習指導を行っております。歯学
科での講義科目は、 2 年生対象の歯科理工学Ⅰ
（歯科無機材料学と歯科金属学）とⅡ（歯科有機
材料・高分子材料と歯科材料の特性を中心にした
材料学）および、生体理工学Ⅰ（材料特性に関す
る実習）を、主に大川先生と金谷先生が担当し、
基礎科学演習（細胞培養基本手技と培養細胞を用
いた生物学的分析）を私が担当します。 3年生対
象には、生体材料学（精密鋳造、力学、切削など
の歯科臨床との橋渡し）の一部を大川先生と金谷
先生が担当しています。歯科理工学Ⅱにおいて
は、特別講義として大阪で開業していらっしゃる
高永和先生にお願いして、金属アレルギーについ

ての知識を深めてもらっています。口腔内写真の
スライドが100枚以上出てくるので、 2 年生に
とってはインパクトのある講義になっています。
大学院生対象には生体組織再生工学特論と演習
を、聴講希望者に対して 3人の教員で行っていま
す。また、歯学科の学生講義用には、以前行って
いた各回でのプリント配布をやめ、昨年度より資
料を製本した教室独自の歯科理工学のテキストと
して学生に配布して学生自身の勉強に使っても
らっています。当然ながら基礎講座の担当する科
目は臨床系講座の講義よりも先にカリキュラムが
組まれているので、早い学年の学生に教えること
になります。私もそうでしたが、臨床実習を経験
して初めて、基礎学問の重要さを痛感することが
多いはずです。そんな学生のために、本講座監修
の歯科理工学テキストが、臨床実習に触れた学生
の自習勉強の手助けになれば幸いです。また、教
員は一般歯科診療内容を知っているので、ともす
ると、これくらいの知識は歯学部学生なら知って
いて当たり前、のような気持ちで学生に接するこ
ともあるかもしれません。ただし現実は、現在の
歯学部学生の中には歯科の治療をうけたことのな
い学生が結構いますし、開業医で治療をうけたこ
とのある学生でさえ、歯科治療の流れというもの
は全く理解していない状態です。歯科理工学は、
歯科医師が日常的に使用する歯科材料を学んでも
らうという意味で一般歯科治療との関連が濃い領
域と考えます。学生の歯科理工学への興味を上げ
る意味においても、学生と教員の歯科材料に関す
る知識レベルのギャップをまず埋めてあげること
も念頭に入れて講義・実習を行っております。

研究について

教員 3名がインディペンデントに、かつ多岐に
渡る内容の研究を行っております。
①歯科チタン鋳造の埋没材に関する研究：

チタンと埋没材による表面反応層の構造とチ
タン鋳造体の諸性質に及ぼす影響の解析。

②チタンの表面処理と生体親和性に関する研究：
チタンの表面に電気化学的処理を行うことに
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よって、生体親和性を向上させる特性を付与す
る手法の開発。

③各種歯科合金の腐食挙動の研究
④普通石膏と硬質石膏の硬化膨張圧に関する研究
⑤歯科用材料の研削・研磨のダストが人体におよ
ぼす影響：
微粉末が人体に及ぼす障害についての幅広く

検討。
⑥口腔粘膜上皮前駆／幹細胞の単離と同定：

いまだに見つかっていない前駆／幹細胞マー
カーや、上皮組織内における前駆／幹細胞集団
の局在も検討を含め、包括的なアプローチを行
い探索する。また、この性格を示す細胞を培養
環境で維持する微小環境システムの構築。

⑦培養口腔粘膜の非侵襲的評価法の開発
培養口腔粘膜の品質をさらに担保するため

に、本学医歯学総合病院で臨床応用されてい
る、患者移植用の培養口腔粘膜作成中の品質管
理と出荷基準として非侵襲的に、かつ生物学的
特異性をもった評価方法の開発。

⑧薬理学的操作によるロット差の少ない培養口腔
粘膜作成

⑨口腔粘膜の組織学的変化検証モデルの開発（ビ
スフォスフォネート製剤、義歯装着）
本教室が所有するバイオテクノロジーの基盤

技術を応用し、 3次元培養を用いたインビトロ
モデル系による口腔粘膜における病態解明や、
健康な口腔内で起きる生物学的現象に対する分
子生物学的解析。

を、 3名の教員と大学院生で実施しています。と
くに①－⑤についての研究には分析機器が不可欠
ですのでこの場を借りて、当分野にある主な実験
用機器をご紹介します。

粉末X線回折装置（XRD）
多数の単結晶の集合体（粉末）のX線の回折の

結果から結晶の同定とその構造を解析でき、セラ
ミックス、金属、有機材料および先端材料など広
範囲な材料が解析可能です。

高周波誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-
MS）（写真 2）
誘導結合プラズマ（ICP）を励起源として用い、

励起されたイオンの質量を質量分析計で計測しま
す。高感度でしかも多元素同時分析が可能。水道
水や河川水、大気粉じん、食品、医薬品、土壌、
生物などに含まれる極微量元素のppbオーダーで
の分析が可能で、近年メタロミクスという新研究
領域に応用可能です。

高周波スパッタリング装置
真空中に試料を入れ、試料とターゲット（電極）

間に電圧をかけることで電子やイオンが高速で移
動しターゲットに衝突しターゲットの粒子をはじ
き飛ばすことで、粒子が試料に付着することで、
試料表面に膜を形成し、試料表面をスパッタリン
グできます。

蛍光X線分析装置（XRF）
X線を試料に照射した時に発生する蛍光X線の

エネルギーやその強度から物質の成分元素や構成
比率を定性的および定量的に分析します。

走査型プローブ顕微鏡（SPM）（写真 3）
プローブ（探針）と試料間に作用する物理量

（原子間力、粘性、微小電流など）を検出し、微
小領域の表面形状や物性を測定する顕微鏡で、主
に試料表面の形態観察用顕微鏡として用いられ、
表面粗さ計測機器としても有用です。

微小硬さ試験機
試料表面に一定の荷重で硬質の圧子を押し込

み、硬さを測定します。

X線光電子分光装置（XPSまたはESCA）
試料にX線を照射し、放出された光電子の結合

エネルギー値によって、元素の種類と結合状態を
分析する表面分析装置です。
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フーリエ変換赤外分光装置（FT-IR）
試料に赤外光を照射して透過または反射した光

を測定し、試料の構造解析や定量分析を行いま
す。-OHや-COOHといった官能基のピークを解
析することで、化合物の部分的な構造が推定でき
ます。

材料試験機（オートグラフ）
試料の強度試験などに用います。

チタン鋳造機
二室差圧鋳造機、遠心鋳造機の他に一室加圧鋳

造機を現有しています。

以上教室所有の機器の内容からおわかりのよう
に、研究の主眼は“分析”でした。今後は、国内

外のラボとの協同研究を活発にして、ナノテクノ
ロジーを主眼にした“モノつくり”に関しても模
索していきたいと考えております。

おわりに

このような研究テーマを中心に海外留学への挑
戦あるいは国際学会における発表の機会を通し、
既存の海外ネットワークを利用して国際舞台の場
で活躍出来る人材の育成にも取り組んでおりま
す。また、共に研究し、学ぶ、開かれた研究室で
あり続けることを心がけ、意欲ある若人の志願を
大歓迎します。また、材料科学と歯科臨床との橋
渡しをするべく、臨床系教室の協力を得て、歯科
臨床の発展に寄与して参りますのでよろしくお願
い申し上げます。

写真 2　高周波誘導結合プラズマ質量分析装置 写真 3　走査型プローブ顕微鏡
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微生物感染症学分野
微生物感染症学分野　助教　土　門　久　哲
微生物感染症学分野　教授　寺　尾　　　豊

1　はじめに

本分野は平成24年 7 月、寺尾教授の着任に伴
い、『微生物感染症学分野』と名称を変更いたし
ました。翌年 4月には徳島文理大学から小田准教
授が着任し、 7月には本学から助教として土門が
新たに加わりました。また、臨床の分野から 2名
が大学院生として本分野に参加し、研究ならびに
教育補助を行っております。新体制となってから
現時点で 1年が経過し、研究室運営や授業・実習
なども軌道に乗ってきました。日々の活動内容に
つきましては、ホームページから詳しく発信して
おります。本分野のホームページは、小中高生や
本学部学生の保護者さま、市民の方々とも双方向
で交流可能なページに仕上げるように心掛けてい
ます。歯学部にご所属の本誌読者の皆さまには、
平易すぎる記載もありますが、ご閲覧いただけれ
ば幸いです。
【ホームページURL】
http://www.dent.niigata-u.ac.jp/microbio/
microbio.html

2 　教育活動

次に、本分野で担当している講義や実習につい
ての内容を述べます。歯学科では、 2年次学生の
『基礎科学演習』と 3 年次学生の『微生物学Ⅰ・
Ⅱ』（実習含む）を担当しております。学生さん
は微生物学を受講する前に、本分野の『基礎科学
演習』に参加することになります。したがって、
われわれ教員とともに、楽しみながら微生物学の
基礎を学び、実験を行うことを第一のコンセプト
としております。演習前半ではう蝕原因菌につい
て学習するとともに、微生物学における基本的な
実験を体験します。後半では、微生物学に関連し

て各自が興味や疑問を持った事項に対し、自ら実
験計画を立案し、実験を行い発表します。歯科医
師・研究者としての将来を見据え、バイオロジー
研究能力およびプレゼンテーション能力を本演習
により向上させます。 3 年次の『微生物学Ⅰ・
Ⅱ』は、細菌学、口腔細菌学、ウイルス学・真菌
学、免疫学、そして実習と 5つの単元から構成さ
れており、微生物感染症学に対する積極的な学習
意欲を高めることを第一の目標としております。
歯学部に入学した生徒の多くは、歯科医師・歯科
衛生士としての将来を描いているため、ともすれ
ば、歯科治療に直接関与しない授業には消極的に
なることもあります。しかしながら、これからの
歯科医療人には、口腔と全身の健康を統合的に俯
瞰しながら個々の歯を治療する知識と経験が必須
になると考えています。そのため、各回の講義時
には、将来の臨床現場で本基礎科目知識がどのよ
うに関連してくるかを統合的に解説することを心
がけています。特に、高齢者が多く罹患し、社会
的な問題となっている「誤嚥性肺炎」は、医科か
らの連携が求められている現在の重要課題です。
医科をリードし、患者さんのQOL向上に寄与で

現在の教室員
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きる「これからの歯科医療人」を輩出すべく、微
生物学の知識を十全に習得できる指導方法を毎年
工夫しています。一例として、全ての授業で視聴
覚素材を多用し、「理解できる・分かりやすい」
というイメージから導入するよう努めています。
さらに、細菌学・免疫学実習では、口腔細菌の取
扱法を修得するとともに、座学で学んだ事項をよ
り深めるための内容となっております。実習を通
じて、実験や研究に興味を抱いた学生さんは、い
つでも本分野を訪ねてください。課外の研究活動
を歓迎するとともに、教室員一同がサポートいた
します。
口腔生命福祉学科では、 2年次学生の『疾病と

その病態』講義を行います。学生さんは講義に先
立ち、PBLにて内容を学習しているため、最初
にCBTや国家試験等に準じた画像付きの選択肢
問題を解き、自分の知識レベルを確認します。そ
の後で講義を聴き、再度、同じ問題を解答します。
この選択肢問題は、各自のスマートフォンで実施
できるシステムを寺尾教授が制作し、“Niigata 
StAgE（スマートフォンやタブレットを用いた
到達度把握型の学習システム）”と名付けていま
す。学生さんから好評であったため、今年度は
Version2に進化させ、各自の試験結果をメール
で受け取れるようにいたしました。時間を置いて
の復習に活用してもらえれば、学習効果が高まる
と推測しています。
これら本科目を受講した学生さんの「生の声」

細菌学・免疫学実習
最新の機器を用いて、細菌の染色像を確認します

基礎科学演習
臨床分野の実習に先駆け、う蝕経験歯数を検査し、
細菌学的なカリエスリスクの判定も行います

微生物学Ⅰ・Ⅱ講義

疾病とその病態 講義
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は、同意を得た上で先のホームページに掲載して
います。教員も真剣に精読し、励されたり、次年
度の改善への動機付けにしています。

3 　研究課題

つづきまして、本分野で遂行中の研究テーマに
関して述べさせて頂きます。現在、医科領域の研
究テーマを、大学院生の教育と平行するかたちで
展開しており、主に溶レン菌や肺炎レンサ球菌の
研究を行っております。溶レン菌は、国内だけで
も毎年10～20万人の感染者が発症する咽頭炎・扁
桃炎の起因菌で、世界では毎年50万人以上の死亡
例が報告されております。一方、肺炎レンサ球菌
は肺炎、気管支炎等の呼吸器感染症や菌血症など
の起因菌で、特に小児と高齢者において注意が必
要な疾患を引き起こします。歯科に関連したもの
としては、う蝕原因菌もテーマとして掲げてお
り、それぞれを以下にまとめました。
1 ．感染免疫現象のバイオイメージング解析
本研究テーマでは、高解像度のイメージング

機器を用いて、免疫細胞と細菌の相互作用を個
体対個体レベルで、あるいは一分子レベルでリ
アルタイムに解析することを目指しています。
2 ．微生物タンパク質・DNAのナノスケール
解析
最新のナノテクノロジーを微生物研究に応用

した研究を展開しています。微生物由来の遺伝
子をパソコン上でデザインした形態に折り畳む
ことにより、新たな機能が生じるのではないか
と推察しています。
3 ．病原性レンサ球菌の分子解析
溶レン菌は、菌の表面に発現する分子群を利

用して体内に侵入後、宿主の免疫系から回避す
ることで増殖し、感染を拡大させます。そこで
この免疫回避機構に影響されない感染防御の方
法を考案したいと考えています。

上記研究の詳細につきましても、ホームペー
ジに展開しております。

4 　おわりに

本原稿は、本分野へ最後に加わった土門助教の
客観的、かつ新潟大学歯学部で学び勤務した観点
から記載してもらうことにしました。原文の大綱
を変えない程度に寺尾が加筆しましたが、歯学部
ニュースを読まれている皆さまと近い視点で分野
紹介ができていると推察しています。

4 年次学生さんの課外実験

教室員の誕生日は毎回お祝いします
（画像は寺尾教授誕生会）
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忘れがたい先輩歯科衛生士に感謝

診療支援部歯科衛生部門　小　島　千奈美

診療技術支援部歯科衛生部門だより

はじめまして、診療支援部歯科衛生部門の小島
と申します。現在、診療支援部歯科衛生部門は私
が入局した平成18年の12名から26名の大所帯とな
りました。私は 1ブロックー総合診療部（準備室
管理、学生・研修医のサポートなど）、 2 ブロッ
クー予防歯科・歯周病科（周辺業務・メインテナ
ンスなど）で日々働いております。 1、 2ブロッ
クで 5名の歯科衛生士が配属されていますが 2名
はメインテナンス業務にまわりますので実質 3名
で広い診療室をかけまわらなければなりません。
先生方により細やかな配慮ができるよう充実した
配置をのぞんでいるところです。
私は運よく今まで配置異動をせずに過ごしてき

ました。長い方では 8年間メインテナンスに携わ
る事ができました。長くなるにつれ段々新潟弁丸
出しの会話になってしまい通り過ぎる方は何を話
しているか解らない事があるかもしれません。 8
年間といっても高齢者の 8年となってはライフス
テージがかわり今までに当たり前に出来たこと
が、そうでなくなるといったことが多々ありま
す。口腔内の環境の変化に対応できる方、一方口
腔ケアに移行する方さまざまですが患者さんの心
の寄り添い少しでもQOLのお役に立てたらとい
う気持ちで日々頑張っています。
私の日々の原動力は家族であり仲間であったり

もしますが、この病院に入り当初同じ科であった
先輩歯科衛生士の影響があります。開業医上がり
の私を根気強く時には厳しく教えて頂きました。
患者さん・先生・学生にきちんと説明が出来るよ
うに勉強が必要なことを痛感させられたのも彼女
のおかげであると思います。変なプライドがあっ
た私は解らないので教えてくださいということが
出来ず、彼女のメインテナンスや業務記録を盗む

ように見ていました。そんな矢先、先生とのミー
ティングの際休みを取っていたはずの彼女が点滴
スタンドをひいてあらわれ普通に参加していまし
た。これほどプロ意識を強く持ち自分の仕事に心
血を注いでいたのかと愕然としました。当時、子
供も小さく病気がちで自分だけが忙しくつらいと
心が荒みそうな時にみた光景だったので彼女のこ
とを思ったら私の悩み事はほんの些細なことと
吹っ切れた瞬間でした。彼女は患者さんと会話す
る時は本当に楽しそうですし何事にも一生懸命で
した。モチベーションの下がった患者さんには本
気で向かいあっていろいろなアプローチ方法を考
え実践していました。一方、同じく家族を持ち忙
しく働く主婦もこなしていたのだと思います。そ
んな姿を見て私も彼女のような強くて懐の大きな
歯科衛生士になりたいと明確な目標ができました。
今は遠い所にいらっしゃいますが勧めてくれた

認定歯科衛生士も奥田先生の指導の下、取得でき
ました。又、歯周病学会のポスター発表・論文等
でお世話になった竹中先生、本当にありがとうご
ざいました。私には何が出来るのか何が残せるの
か？見守っていてくださいね。
次は、かわいくて強い歯科衛生士、白井友恵さ

んです！
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心に健康を

診療技術支援部歯科衛生部門　白　井　友　恵

は～い！小島千奈美さんからご紹介頂きまし
た、歯科衛生士の白井友恵と申します。私は、歯
科助手を経て歯科衛生士になったので、年齢に反
し、歯科衛生士歴はまだ 6年目です。新潟大学医
歯学総合病院で働くと同時に社会人大学院生とし
て顎顔面口腔外科学分野に入学し、 3年目になり
ました。仕事と大学院の両立は想像以上に難し
く、毎日が気力との戦いです。
大学院入学当初は、自分自身の教養のなさを恥

じる日々がしばらく続き、自尊心が欠落しました
が、「今までわからなかったことが、今わかった
らそれでいい」と思考回路を変換させ、前向きに
取り組む努力をしました。出来ないままの自分で
いることが許せない性分なので、人の倍の時間が
かかってもいいからわかるまでやると決めていま
す。
一方、仕事においては診療を円滑に行える、安

全かつ働きやすい環境作りを心掛けています。要
領よく動く上で、即時の判断力が必要となります
が、容易なことではありません。常に己を客観的
にみる眼を持ち、冷静な判断ができる状態である
こと、これに尽きます。まだまだ、不十分な所が
多く、迷惑をかけていますが、どんなことでも相
談できる環境があり、先輩衛生士さんや看護師さ
んから学ばせて頂いております。その度に経験値
の重要さを感じます。
「経験値」の大半は、自然に身についていくも
のですが、糧として役に立つものは積極的に関
わって得た経験です。中には、やらなければ良
かったことやしたくなかったこと…数えきれない
程あります。その経験も全て含めて今の自分が成
り立っているので、現時点ではここまでが限界な
のだと悟っている次第です。いつまでも謙虚に学
ぶ姿勢を持ち、他者からの助言や思考を素直に聞
ける自分でありたいと思っています。

時に、身体の不調や気分の不快、精神的な苦痛
もありますが、患者さんにとってはいつでも元気
でいてほしい、当たり前な存在なはずです。私達
医療人も人間です。笑顔でいれない時もあるで
しょう。心の健康を保つことは課題となります。
あくまで私の場合ですが、イライラしてしまっ

たり、気分が落ち込む時は、クラシックなどを聴
き、心を一定に保つようにしています。そして、
何よりの癒しは愛猫のランと触れ合うことです。
最近は歯磨きを嫌
がるようになって
しまいました。歯
の健康は全身の健
康です。人間と同
様、動物も口腔内
環境を整えること
は長生きにつなが
ると獣医さんも
おっしゃっていま
した。20歳まで生
きてもらえる様に
頑張ります！話が
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少し逸れましたが、心を常に整えておくことは医
療人として必要なことであると思います。心の豊
かさは人を明るくし、余裕を与えます。
何か困難な事があったり、一歩踏み出せない時

でも時間は過ぎていきます。自然と時間が解決
し、人を成長させることもあります。何年経過し
ていようときっかけが今ならば今やればいい、思
い立ったけれどまだ時期ではないと思うならば止
めればいい。要は「志をたてるのに遅すぎるとい
うことはない」と私は思います。歯科衛生士など
の職業関係なく、偶然このページを読んで下さっ
た方達の少しでも糧となれたら光栄です。
最後までお読み頂きありがとうございました。

今後とも宜しくお願い致します。
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素 顔 拝 見

生体歯科補綴学分野
助教

青　栁　裕　仁

2014年 4 月 1 日より生体歯科補綴学分野の助教
に就任いたしました青栁裕仁（あおやぎ　ゆうじ
ん）と申します。本学を卒業後、東京医科歯科大
学大学院医歯学総合研究科口腔機能再構築学講座
先端材料評価学分野（旧歯科理工学第一講座）で
歯科理工学の学位を修め、神奈川歯科大学生体材
料器械学講座で講師として勤務しておりました。
専攻分野は歯科理工学で、新規材料および新規器
材の開発・評価を行っております。今まで基礎分
野の教員として歩んで参りましたので、この度、
魚島教授の御厚情により生体歯科補綴学分野の一
員として御採用頂き、臨床に追われる日々を送る
ことに驚きを感じることがあります。人生、一寸
先は闇と申しますが、だからこそ人生は面白くも
切ないものだと痛感する今日この頃です。
現在教室では窓際の席を頂き、時折外を眺めま

すと、建物は変わりましたが平安閣が目に映り、
学生時代眺めていた風景を思い出すことがありま
す。以前神奈川歯科大学に勤務していた時にも窓
際の席でしたが、窓から顔を覗かせると窓より外
はアメリカ軍の基地のため、なかなか刺激のある
生活を送っておりました。誤って転落でもしてし
まうと亡命にでもなるのだろうかとの好奇心もあ
りましたが、ゲートを守備するアメリカ兵の装備
の物々しさを目の当たりにしますと、流石に実行
に移す勇気はありませんでした。
最近は学生時代と比較しかなり体重が増えてし

まいました。時々患者様から、「若乃花に似てい
る」や「くまのプーさんみたい」と言われ、臨床
実習中の学生に笑われる日々を送っております。
ちなみに、 6 年生に私の印象を聞いてみたとこ
ろ、「菓子パンを食べている人」とのことでした。
もう少しダイエットに努めようと現在真剣に考え

ております。
私生活に関しましては、家にTVがありません。

正確には、TVがあってもTVが映りません。昔は
ニュース番組を見ていたので1日30分位はTVを見
ておりましたが、近年ではインターネットで情報を
得ることが可能なため、約 8年前から自宅でTVを
見ることがなくなりました。最近では実家への帰
省時等で偶に見る位です。従いまして、現在のド
ラマやアイドルの話等を振られましてもほぼ分か
らない状態です。また、スポーツ観戦に関しまし
てもあまり興味がありません。一応ニュースには
目を通しますが、選手名などはよく分かりません。
休日は他大学で研究を行っていることが多く、

たまに自宅にいても家事で時間の大半が失われて
行きます。なお、残された時間は、というより休
日は朝から飲んでいることが多く、気が付けば夜
になっていることもしばしばあります。こうして
文章にしてみますと刹那的な生活を送っているこ
とがよく分かりました。
最後まで稚拙な散文に御付き合い下さいまして

誠に恐縮です。今後は少しでも母校に貢献できま
すよう努力していく所存ですので、御指導・御鞭
撻の程よろしくお願いいたします。

❀

微生物感染症学分野
助教

土　門　久　哲

平成25年 7 月 1 日より微生物感染症学分野で助
教を拝命しました。土門久哲と申します。この
度、ついに素顔拝見の原稿依頼が来てしまいまし
た。面白いことは書けないかもしれませんが、約
1ページお付き合い下さい。
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私は生まれが仙台市なのですが、父の仕事の都
合上、小学校入学と同時に新潟市内に引っ越して
参りました。その後は後述の一部の期間を除き、
ずっと新潟に住んでいます。新潟高校を卒業し、
そのまま新潟大学歯学部に入学しました。学生時
代の私は…と、ここまで書いたはいいものの、あ
まり特筆することの無い学生だったかもしれませ
ん。ひとつ挙げるとするならば、痩せていまし
た。少なくとも当時は太らない体質だったよう
で、目標体重は50キロという、今から思えば大変
贅沢な悩みを持っていました。中年太りで院生さ
んからもネタにされてしまう現在とは大違いで
す。助教着任の挨拶をさせていただいた時も、一
部の先生方から、「土門君って、学生時代スレン
ダーだった、“あの”土門君だよね？」と言われ
てしまいました。はい、当時から体重の 3割ほど
お腹まわりの贅肉が多くなりましたが、本人で
す。健康診断で、腹囲測定係のおばちゃんに測っ
てもらった後「あら、測り間違いかもしれないわ
ね。」となり、再度の測定後、残念そうな顔をさ
れました。私もつらいです。
メタボの話はここまでにします。大学卒業後、

私は歯周診断・再建学分野に大学院生として入局
いたしました。大学院を選んだ理由は、研究と臨
床を両方バランス良くやりたいと考えていたため
と、縁あって同分野に誘われたためです。しかし
ながら、大学院生活を続けるうちに研究が好きに
なってしまい、大学院生活の 7～ 8割くらいは研
究をして過ごしました。進路を迷っている（特に
新潟出身の）学生さんには、是非とも大学院に進
学することをおすすめいたします。研究も経験す
ることで、自分の進路の選択肢が広がるかもしれ
ません。もちろん、そこから臨床に戻ることも十
分に可能です。興味がある方は一度当分野まで見
学にお越しください。現在、歯学科 4年生と 3年
生が数名出入りしており、和気藹々と研究を楽し
んでおります。
大学院修了間際の冬、突然指導教授の山崎先生

より留学の話が舞い込んできました。留学先はア
メリカのケンタッキー州のルイビル大学で、当時
歯周病の研究において躍進を遂げた大学でした。
ケンタッキー州といえばフライドチキンですが、

予想に反し、現地ではMで始まるハンバーガー店
の方が人気でした。朝からドライブスルーに車の
列ができており、そのうち 2台がパトカーだった
時、自由の国であることを実感しました。ラボで
は主に歯周病と加齢関連の研究、またMD-PhD
コースの学生さんに対して、研究手技の指導を
行っておりました。指導というと聞こえはいいで
すが、実際は私が研究の先生、彼女が英語の先生、
という形で時折英語を教わりながら研究をしてお
りました。スラングを教わって 2人して別のポス
ドクに怒られたこともいい思い出です。現地での
2年間はいい経験となりましたし、いい思い出で
す。
帰国後も歯周科で 3年間ほど研究と臨床をして

おりましたが、今回、微生物感染症学分野の寺尾
教授から助教のお話があり、お引き受けしまし
た。現在は、臨床の代わりに、細菌学の講義の一
部や基礎実習などを担当しております。まだ慣れ
ない点も多く、ご迷惑をお掛けすることもあるか
と存じますが、新潟大学歯学部のため、研鑽を積
んで参りたいと考えております。今後ともどうぞ
よろしくお願い致します。

❀

組織再建口腔外科分野
助教

長谷部　大　地

2014年 2 月より口腔再建外科の助教に就任させ
ていただきました長谷部大地と申します。文章を
書くことが苦手な私ですが、この度、歯学部
ニュースの「素顔拝見」の原稿執筆の依頼をいた
だきましたので、私のこれまでを簡単に書かせて
いただこうと思います。
出身は新潟県で、出身大学も新潟大学歯学部で

す。学生時代は野球部に所属しており、野球部で
は残念ながらあまり活躍できませんでしたが、楽
しく 6年間の大学生活を送ることができたと思っ
ています。1998年 3 月に何とか歯学部を卒業する
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ことができ、そのまま口腔再建外科に大学院生と
して入局しました。現在の国家試験は 2 月に受
験、 3月にその結果が判明しますが私の頃（約10
年くらい前でしょうか）は、国家試験が 3月で結
果がわかるのが 4月の中旬くらいでしたので、大
学院生として入局したものの、歯科医師免許がも
らえるのかもらえないのかでモヤモヤした状態で
あったうえ、新しい環境に入ったばかりでしたの
で、合格がわかるまではどっちつかず状態だった
と記憶しています。幸運にも歯科医師免許をいた
だけることができましたので、当初の予定通り、
1998年 4 月より口腔再建外科での大学院生の生活
が始まりました。私は特にこれといった研究テー
マがなかったのでその当時の教授である齊藤力先
生と現在の教授である小林正治先生と相談して、
顎変形症の臨床研究を行うこととなりました。こ
の研究はなかなか大変な研究で、今思い出しても
よく続けられたものだと思います。私の研究は患
者さんに協力をお願いするタイプで、それも少し
ストレスフル？な検査をお願いしなければならな
かったので、研究協力をお願いしても断られて、
お願いしても断られる日々が続きました。それで
も研究に快く協力してくる患者さんもいてくれ
て、お願いした患者さんのうち、半分以上が断ら
れて研究のデータとして採用できなかったのです
が、大学院の 4年間で何とか学位研究として形に
して、専門学会での発表や論文として投稿するこ
とができました。研究に協力してくれた方々には
今でも大変感謝しております。こうして2005年に
無事大学院を卒業して、医局より関連施設病院へ
出向させていただくこととなり、山形県の鶴岡市
立荘内病院歯科口腔外科へ 1年間赴任させていた
だきました。その翌年に大学へ復帰し 1年半病院
の医員として大学病院で働かせていただき、2011
年10月からは長野県の長野赤十字病院口腔外科へ
半年間、2012年からは富山県の富山県立中央病院
歯科口腔外科へ赴任させていただき、2013年 4 月
から再び大学へ復帰し、現在に至っています。
これまで、新潟近隣の県の病院歯科を中心に

色々と勉強・経験をつませていただきましたの
で、助教として新潟大学医歯学総合病院でこれま
での経験を生かして新潟大学のお役に立てればと

思います。
まだまだ未熟な者ですので、皆様には色々とご

迷惑をおかけするとは思いますが、何卒宜しくお
願いいたします。

❀

歯科矯正学分野
助教

丹　原　　　惇

歯学部ニュースをご覧の皆さん、こんにちは。
4月 1日付けで歯科矯正学分野の助教を拝命致し
ました、丹原　惇（にはら　じゅん）と申します。
おそらく 5度目？の登場となりますので、またお
前か、と思われる方もいらっしゃると思います
が、少々お付き合いのほど、宜しくお願い致しま
す。今までは、入学やら卒業やらで大学生活につ
いて書く事が多かったのですが、今回は素顔拝見
との事ですので、私自身の特に、学部生時代の事
について書こうと思います。
2001年 4 月に新潟大学歯学部に入学し、故郷の

福井での生活から一変して、新潟市内で一人暮ら
しをスタートさせました。 1年生の教養の期間は
五十嵐キャンパス近辺に宿舎を借りる同級生が多
い中、入学直後から東中通沿いの安アパートから
バスで 1年間、五十嵐へ通っておりました。家賃
は安く、今のアパートと比べると古いのですが、
立地条件が良かったのか、いろいろな人たちが訪
れる場所でした。宅飲み会場はもちろん、グルー
プ発表の準備やTシャツ製作所として使われたこ
ともありましたし、何故か群馬県人会に参加する
学生の集合場所が私の部屋だった何てこともあり
ました。もはや完全なプライベートスペースとは
いえない場所となっておりましたが、それはそれ
で楽しかった記憶があります。
それから、学部の 6年間はバレー部に所属して

いました。新入生宿泊研修の時にレクリエーショ
ンでバレーボールをしまして、その時に意気投合
したバレー経験者だった同期 2名と一緒に入部し
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て、汗を流しました。北医体やオールデンタルで
毎年、北は北海道、南は福岡まで日本各地を訪れ
ることができたのは部活動の 1 つの醍醐味でし
た。最初は、公式戦で全敗するという危機的状況
でしたが、練習の甲斐もあって次第に予選リーグ
を勝ち進めるようになり、決勝トーナメントにも
進める実力がついてきました。そんな矢先、 5年
生の春に着地失敗による右側下腿（脛骨および腓
骨）の複雑骨折という不運に見舞われました。そ
の後の 2年は補欠でしたが、オールデンタルで準
優勝まで行けたのは、私の学部生生活の中でも最
も感慨深い思い出の 1つです。私が出場したら優
勝できたのか、それとも出場しなかったから準優
勝できたのかは未だ謎のままですが、個人的には
謎のまま良い思い出として残しておきたいと思っ
ています。
普段の学部での生活は当然ながら講義がメイン

でしたが、2000年からカリキュラムが大幅に変更
され、2001年入学の私たちは新カリキュラムの 2
年目に当たりました。今はすでに定着している早
期臨床実習やスタディスキルズ、通称セルと呼ば
れた細胞生物学が 1～ 2年生の間にスタートしま
した。その他の講義でもグループ学習やプレゼン
を行うものが多く、教科書で勉強するのは定期試
験前くらいで、講義の時間でもとりあえず話し合
いをしながらPCでスライドを作っていました。
幸い、PC関連は得意中の得意ですので、好きな
ことをやっている感覚で講義を受けることができ
ました。また、 4 ～ 5 年生でPBLが始まり、ト

ライアルではありましたがOSCEやCBTもカリ
キュラムに導入されました。このような新しい試
みが多い新カリキュラムが始まりますと、当然
くっ付いてくるのが学生によるフィードバックで
す。 6年間でとにかく大量のアンケートを書かさ
れました。定期試験後に解答が終わった者からア
ンケートを記入して、退出というスタイルが多
かったのですが、場合によっては、試験の解答用
紙が 2枚なのに対してアンケート用紙が 5枚とい
うこともありました。このアンケート攻めは卒業
しても続き、研修先からアンケートを郵送したと
いうこともあった気がします。実はこの結果は歯
学会雑誌第39号 1 巻に「新潟大学歯学部歯学科の
新教育課程とその評価」という原著論文として掲
載され、これを読んで初めて 6年間自分たちに行
われてきた歯学教育の全貌が分かった気がしまし
た。
かなり端折った内容ですが、学部生時代の私の

一端を書かせていただきました。在学中はまさか
卒業後に教員になるとは思っておりませんでし
た。しかし、今、新カリキュラムでの試行錯誤の
中で教育を受けた私が今度は教育に携わる立場に
なったことに不思議と縁を感じております。若手
として、新教育課程をを経験した卒業生として学
生の視点に近い立場から歯学教育のお手伝いでき
ればと思っております。若輩者ではございます
が、歯学部の発展に少しでも貢献できるよう励ん
で参りますので、今後ともよろしくお願い申し上
げます。
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AADRに参加して

生体歯科補綴学分野　大学院 3年　井　田　貴　子

学会レポート

2014年 3 月19日から 3月22日までの 4日間、ア
メリカのシャーロットで開催されたAADR
（Ame r i c a n Assoc i a t i o n f o r Den t a l 
Research）の年次学術大会に参加、発表して参
りましたので、ご報告致します。
AADRは国際歯科研究学会（IADR）のアメリ

カ支部で、歯科における基礎研究および臨床研究
に関するほぼすべての分野が一堂に会する学会で
す。今年はIADRの学術大会開催地が南アフリカ
で非常に遠かったことも影響し、アメリカのみな
らず多くの国々から参加者が集まっていました。
オーラルセッションでは、主にImplantology 

ResearchやMineralized Tissue分野の発表を
聴講しました。各国で最先端の研究を行っている
方々が発表しており、どの発表も非常に興味深く
聞くことができました。発表を聞いて特に印象に
残ったことは、学部学生が数多く発表していたこ
とです。学生のうちに研究を行える環境が整って
いることは学生にとって非常に有意義で価値のあ
ることだと思いました。学生たちの発表を聞き、
私自身も非常に刺激を受け、研究への意欲が湧き
ました。

この学会で私は、『Effect of Col lagen 
Crosslinks on Osteoblast Proliferation, 
Diff erentiation and Mineralization』という演
題名でポスター発表を行いました。本研究は骨質
（Bone Quality）が骨代謝に与える影響を解析
することを目的とするもので、その解明によっ
て、骨代謝メカニズムの一端が明らかとなるばか
りではなく、骨移植や骨増成方法の選択基準を提
唱できる可能性もあり、その臨床的意義は大きい
と考えています。骨質は様々な因子によって規定
され、中でも骨組織の有機質の90％以上を占める
Ⅰ型コラーゲンの分子間架橋構造（クロスリン
ク）は重要な因子のひとつです。そこで、本研究
では骨質、とりわけコラーゲンのクロスリンクの
あり方が骨代謝に及ぼす影響を解析しています。
ポスターセッション自体は 1時間で、発表の際

には日本の方々に留まらず、予想より多くの方々
から質問を頂きました。これまで、国内学会で発
表する機会を頂いたことはありましたが、国際学
会での発表は初めてであり、英語での受け答えに
とても苦労しました。しかし、どの方も熱心に私
の説明に耳を傾けて下さり、決して十分とは言え

学会場入口・学会場近くにて撮影
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ませんが、ある程度はディスカッションを行うこ
とができたと思います。スムーズに自分の研究を
説明し、より活発なディスカッションを行うため
にも、さらに英語力を身につけなければならない
と実感しました。また、ディスカッションを通じ
て、自身の研究について別の視点から考えること
ができたとともに、有益なアドバイスを頂くこと
もでき、今回の学会発表は今後の研究を行う上で
大きな意味をもつものとなりました。さらに、同
様の研究を行う若手研究員と知り合うこともで

き、大変充実した刺激的な経験をすることができ
ました。
最後になりましたが、今回の発表に際して、魚

島勝美教授、直接の研究指導をして下さっている
加来賢先生をはじめ、本研究に協力して下さった
生体歯科補綴学分野の先生方にこの場をお借りし
て感謝申し上げます。また、今回は平成25年度新
潟大学国際会議研究発表支援事業学術奨励費によ
る助成を受け、学会に参加することができまし
た。関係各位にも心から感謝申し上げます。
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92th IADR in Cape town 参加報告

歯周診断・再建学分野　高　橋　直　紀

2014年 6 月25日から28日まで南アフリカ共和国
のケープタウンで開催された第92回国際歯科研究
学会（The International Association for 
Dental Research; IADR）にて発表の機会を得
ましたので、ここに報告させて頂きます。

アフリカ南端
日本から飛び立ち、 1回の乗り継ぎを得て計20

時間の長距離フライトの末、ケープタウン空港へ
と降り立ちました。ケープタウンに着いてまず感
じたことは、予想以上に寒いということでした。
アフリカと言えば、灼熱の太陽が照りつけ、サバ
ンナを野生動物が駆け回るイメージですが、南半
球に位置するケープタウンの季節は晩秋、到着
早々に衣料店で厚手のパーカーを購入する羽目に
なりました。
空港から市内へ向かうタクシーの車窓からは、

ブリキ屋根の掘立て小屋が密集するスラム街が散
見され、ぼろぼろな服を着た住民がそこで生活し
ている光景は少し衝撃的でした。その一方で、市
内に着くとそこはヨーロッパの街を連想させる落
ち着いた高貴な雰囲気が漂う街並みでした。学会
場の近くにあるウォーターフロントにはショッピ
ングセンターやレストラン、ホテルが立ち並び、
映画館、水族館もありました。治安もよく整備さ

れているため、周辺には富裕層が住んでおり、特
に白人の方が多く住んでいるそうです。アパルト
ヘイトが廃止されてもなお、未だに根付く格差社
会が街並みの中に見え隠れしていました。

大陸初IADR
さて、今回で92回を迎えた歴史あるIADRです

が、アフリカ大陸での開催は今回が初めてとのこ
とでした。オープニングセレモニーは、民族衣装
を纏った現地の方のライブパフォーマンスから始
まりました。会場を見渡すと空席が目立ち、地理
的な問題のためか例年に比べると参加者が少ない
印象を受けましたが、その後に行われたオープニ
ングレセプションは満員御礼となり、IADRの人
気の高さが窺い知れました。
私が今回発表させて頂いたセッションは、

Microbiology / Immunology - Mechanisms 
of Immunityで、私共のグループは、歯肉上皮細
胞に発現している新規イオンチャネルTransient 
Receptor Potential タンパクが細胞増殖に関
与していることを報告させて頂きました。他の研
究者の報告を拝聴する中で、歯周病に関する分野
では、やはり歯周疾患と全身疾患に関する研究が
積極的に進められており、改めて世界的に関心が
高いトピックであることを再認識しました。しかケープタウンの美しい街並み

ウォーターフロントからの眺め
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しながら、因果か相関か、その詳細なメカニズム
に関しては未だコンセンサスは得られておらず、
今後の更なる研究が期待されるところです。

Hatton Awards とJapan Night
大会のオープニングに先立ち、優れた若手研究

者に贈られる「Hatton Awards」の選考審査が
行われました。私共の医局からも大学院 4年生の
後輩が日本代表に選出され、当日のプレゼンテー
ションに臨みました。残念ながら入賞は逃しまし
たが、国内最終候補者に選出されたことは、同じ
ラボのメンバーとして大変嬉しく誇らしく思うと
同時に、なかなかできない貴重な経験を今後の研
究生活に生かしてくれるものと期待しています。
その後の懇親会では、急遽、彼の指導医代理とし
て参加させて頂くこととなり、様々な分野の研究
者たちと情報交換ができたのは私自身にとっても

オープニングセレモニーでのパフォーマンス

賑わうポスターセッション会場

よい経験になりました。また、日本人参加者のた
めの懇親会である「Japan Night」では、日頃
から研究面でお世話になっている他大学の先生方
から、公私にわたるアドバイスを頂ける貴重な時
間となりました。他大学、他分野の先生方との歓
談を通して、様々な情報を交換・共有できるのも
学会参加の醍醐味のひとつと言えるのではないで
しょうか。

終わりに
今回の学会でも大変多くの収穫があり、また異

国の文化にも触れることができて、本当に有意義
な時間を過ごすことができました。最後になりま
すが、このような機会を与えて下さった山崎和久
教授をはじめ、研究の遂行に協力頂いている医局
員の皆様に心より感謝の意を表します。

「Japan Night」会場にて

お世話になっている大阪大学の先生方と
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学 会 報 告

新潟歯学会報告

新潟歯学会集会幹事 櫻　井　直　樹包括歯科補綴学分野　助教

平成26年度新潟歯学会の集会係は包括歯科補綴
学分野が担当しています。
平成26年 4 月19日（土）に第47回新潟歯学会総

会が歯学部講堂で開催されました。総会では平成
25年度の会計決算報告および会計監査報告がおこ
なわれ、今年度の事業計画ならびに予算案が承認
されました。また、平成26年 3 月に退職された包
括歯科補綴学分野の野村修一先生と前新潟大学理
事・副学長　山田好秋先生が名誉会員として承認
されました。総会終了後、 8題の一般口演が行わ
れました。特別講演として東北大学大学院歯学研
究科分子・再生歯科補綴学分野教授　江草　宏先
生を講師にお迎えし、「iPS細胞が可能とする歯
科医療とは」と題するご講演をいただきました。

平成26年 7 月12日（土）には平成26年度新潟歯
学会第 1回例会が歯学部講堂で開催されました。
14題の一般口演のあと、教授就任講演として、新
潟大学大学院医歯学総合研究科生体組織再生工学
分野教授　泉　健次先生には「口腔粘膜上皮幹細
胞の同定・単離を目指して」と題するご講演をい
ただき、新潟大学大学院医歯学総合研究科組織再
建口腔外科学分野教授　小林正治先生には「顎変
形症と顎関節」と題するご講演をいただきました。
なお、平成26年度第 2 回例会は11月 8 日（土）

に歯学部講堂で開催される予定です。新潟歯学会
に関する詳しい情報は新潟歯学会ホームページ
（http://www.sksp.co.jp/nds/index.html）を
ご覧ください。

江草　宏先生　特別講演

泉　健次先生　教授就任講演 小林正治先生　教授就任講演
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同 窓 会 だ よ り同 窓 会 だ よ り

20期生　斎　藤　　　了

超高齢社会の進展とともに歯科治療のイメージ
が歯の形態回復から口腔機能の回復へ変化すると
予測されています。歯科保険点数の改正でも有床
義歯管理料が歯科口腔リハビリテーション料と名
称変更され、摂食・嚥下機能の改善を目的とする
舌接触補助床ついても言及されました。この時期
にタイムリーな演題で、昨年の井上教授の講演に
引き続くものでした。また、今回から同窓会の配
慮により、遠方からも来やすいようにと、新潟駅
と直結した東横インのフロントと同じ階の会場に
なりました。
さて、講演から。健康維持には身体の機能を適

度に使う努力が必要で、体幹はエクササイズ、思
考や記憶は脳トレがありますが、食は何をすれば
よいのでしょうか？食物の消化吸収には12～24時
間を要しますが、その内、咀嚼に要する時間は
たった 1分程度。しかし、この時がもっとも脳を
使っている過程で、食べる幸せに直結しますと、
山村教授は強調されました。嚥下は 1 日約500回
行われ、経管栄養になると約 3日後から廃用萎縮
が始まります。まず、食塊を形成して作業側に集
めるためには口唇閉鎖と舌の平衡側閉鎖によって

口腔を閉鎖空間にする必要があります。そして、
嚥下には食塊を陰圧で引き込むため、口唇閉鎖、
上気道防御、下気道防御が必要です。ビデオで流
れた嚥下実験の被検者は山村教授自身でした。下
気道防御のためには甲状舌骨筋、舌骨、舌骨上筋
群の固定が必要で、そのために下顎を噛みしめて
固定しなければならず、この際に義歯が必要とな
ります。つまり、舌による平衡側閉鎖と顎位の固
定ができるようにするために義歯が必要であると
も考えられます。勝手な解釈ですが、動かない咬
める義歯を作らなければならないというイメージ
より少しユルい感じで、義歯の下手な私にとっ
て、ちょっとした慰めでした。次に、ヒトの摂食
嚥下の特徴について。咀嚼時に行われる感覚認知
によって、咬むことが覚醒度をアップさせます。
食の記憶には 3歳からの認知記憶と赤ちゃんの頃
の情動記憶があり、個々人の記憶に基づいて食物
が感覚認知されます。消化吸収過程で体温の変化
を調べると、最初に食の感覚認知によって一時的
に急上昇して下がるのですが、これが幸せを感じ
ることではないかと考えられるそうです。「喉元
過ぎれば熱さを忘れる」のことわざのように、嚥
下した後や経管栄養の際の体温上昇は緩やかなも
のでした。最後に嚥下調整食の開発も手がけてお

山村健介教授「摂食・嚥下の生理学」学術講演会を拝聴して
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り、唐辛子やショウガといった食べ物は嚥下を向
上させるという話がありました。
山村教授の人柄と同じく、ハートフルな講演で

した。翌日に訪問歯科診療があり、早速、食物認
知する際の代謝上昇によってあったかい感じがし

て幸せを感じるのではないかという、口から食べ
る喜びの話を伝えてみました。最後になりました
が、山村教授、同窓会関係の先生に感謝いたしま
す。ありがとうございました。
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平成26年度新潟大学歯学部同窓会学術セミナーⅠ
平成26年 5 月18日　於：歯学部講堂

シンポジウム「歯科訪問診療の現状と将来」
－生きる力を支えるかかりつけ歯科医としてできること－

江面　晃先生（日本歯科大学新潟病院　総合診療科教授）
野村　隆先生（新潟県歯科医師会地域保健担当　新潟市歯科医師会理事　新潟市開業本学19期生）
高橋純子氏　（新潟県歯科衛生士会下越地区代表　胎内市役所・健康福祉課　高齢福祉係主任）
木戸寿明先生（新潟県歯科医師会理事　地域保健担当　兼　広報担当　新発田市開業本学22期生）
コ―ディネーター：有松美紀子先生（新潟県歯科医師会地域保健担当　胎内市開業本学14期生）

平成26年度新潟大学歯学部同窓会
学術セミナーⅠを拝聴して

28期生　山　本　幸　司

開業してまだ日も浅いのですが、開業当初より
近隣の施設での訪問診療を行っています。
全くの手探りでどうしたものか？どこまででき

るのか？満足いていただけているのか？さらに何
かできないか？など不安、不満がありつつも訪問
先に出向き、これまでの経験と知識で診療を行っ
ていました。そんな折、同窓会からのセミナー案
内を見て、ほかの先生方はどのように訪問診療を
しているのかを聞くことの機会が得られるので、
参加を決めました。
学生だったころも訪問歯科診療の分野があるこ

とは知っていましたが、体系だって知識を得る機
会はこれまでなく、最初のシンポジスト江面　晃
先生の講演は自分にとって全く新しい内容でし
た。訪問歯科診療の特性から口腔機能管理、それ
を実現するための要介護者だけでなく家族も含め
たアセスメントの作成と活用、ケアマネージャー
を代表とする他職種者との連携のヒントなど短い
時間で情報をたくさん詰め込み、かつ分かりやす
く説明して下さいました。なかでも経皮的酸素飽
和度の測定に関しては、診療に集中するあまり注
意が行き届かなくなりがちな、介護者の容体変化

に数値で気付くことのできるツールであり、すぐ
にでも臨床で使えるので、セミナー終了後臨床に
導入しました。
野村　隆先生からは、これまでに見聞きしたこ

とのあるデータを再確認したうえで「食べられる
口を作る」ことを通じて訪問歯科診療が介護支援
のみならず、自立支援なのだということ教えてい
ただきました。昔、生理学で習ったペンフィール
ドのホムンクルスは体性感覚を脳皮質に投影した
絵ですが、これまで患者さんに対して「口の感覚
は脳の広い範囲を占めるのだから、ちょっとした
傷でも痛いと感じやすいので我慢しないで来院し
てくださいね」という具合に活用していました。
今回は見方を変えて「口からの刺激は脳を活性化
するからいかに口から食べることが重要なのだ」
ということが一目でわかる絵であることが解りま
した。
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3 人目のシンポジスト高橋純子先生からは、歯
科衛生士としての立場、そして行政として現在地
域で取り組まれている事業をお話し下さいまし
た。医療保険、介護保険のほか新潟県で行われて
いる無料訪問歯科健診事業の 3つで介護者を支え
る仕組みになっていますが、私の開業している地
域はかなりの過疎地域にも関わらず無料訪問歯科
健診事業の実施率が低いようにも感じています。
もっと認識してもらえるよう現在通院されている
患者さんたちにも今のうちから情報提供しないと
いけないと思うようになりました。
木戸寿明先生は、施設での訪問歯科診療という

内容で、実践されていることを分かり易くかつ軽
快にお話し下さいました。施設の場合、 1人の介
護者に多くの人の手が入るのですが、その分個人
の詳細なデータや普段の過ごし方など、誰に尋ね
たらいいのか迷う時があります。義歯を制作や調
整した前後で食事に変化があったのか？自立への
意欲が出るようにこちらから働き掛けることは
もっと多くあると思いました。
診療所を開いて 3年足らずということもありま

すが、訪問先では初めて出会う人ばかりです。今
回の同窓会学術セミナーを通じて、訪問歯科診療
が特別なものではなく、診療室での診療の延長線
上にある位置付けとして、元気で通院できる状態
の患者さんのうちに、治療、メンテナンス、口腔
ケアの一連の流れを作れるようにしていきたいと
思います。そのために情報を発信できるようにや
ることが山のようにあると感じました。

シンポジウム「歯科訪問診療の現
状と将来」を拝聴して

33期生　金　城　篤　史

大学入学の為、大阪から新潟に来て、早いもの
で18年目になります。学生時代はサッカー部に所
属し、卒後は現包括歯科補綴学（旧 1補綴）の大
学院に進学して現在も同医局に在籍させて頂いて

おります。
今回の同窓会学術セミナーは、有松美紀子先生

のコーディネートで老年歯科学会の認定講習とし
て開催されました。私自身は大学病院に勤務して
おり、普段触れることのない訪問歯科診療とはど
のようなことが行われているのか、また、それを
支える制度について、さらに介護の社会は歯科医
に何を求めているのか、現場にいらっしゃる先生
方からのお話を聴いてみたいと思い参加いたしま
した。当日は受付で早速、感想文執筆の依頼を受
け、お陰様で若干のプレッシャーの下、数倍集中
して勉強させて頂きました。
内容の構成は私のように全くの訪問診療未経験

者でも理解できるように、日本歯科大学新潟病院
口腔ケア機能管理センターの江面晃先生の総論に
始まり、新潟市歯科医師会理事の野村隆先生、新
潟県歯科衛生士会下越代表の高橋純子先生、そし
て我が医局OBで新潟県歯科医師会理事の木戸寿
明先生へと、各論、導入、臨床の現場のお話へと
つながり、講師の先生方がそれぞれのお立場から
大変分かりやすくご講演くださいました。高齢
者、とくに要介護者が対象であるため考慮すべき
ことが多く、また介護に携わる様々な職種の方と
の関わりがあることからも幅広い知識が求められ
ます。講師の先生方がまさに日々の臨床で直面
し、体感していることを交えながらお話しして下
さったので、最後まで集中してついていくことが
できました。
訪問診療に携わるにあたって、高齢者の病気の

特徴を捉えることがまず第一歩であり、特に要介
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護者では、認知症、介護への抵抗、脱水症状を起
こしやすい、肺炎を起こしても発熱の症状が出に
くいなどの特徴をとらえる必要があります。要介
護者のアセスメントとともに、実際に介護を担っ
ている家族、ヘルパーさんなどの介護者のアセス
メントも必須であり、継続的に口腔ケアを行う介
護者のモチベーションを保つことが最重要ともい
える課題であります。
さらに話は核心に迫り、介護者への説明、介護

者の健康状態、老老介護、認認介護の現状、など
多くの情報の把握と理解が求められます。訪問歯
科は、補綴して終わりではなく現状からさらに終
末期までを考える、実際の現場を見て問題を直視
しなくてはならない場であるということです。ま

た、常にパルスオキシメーターでSpO2を測定し
ながら診察することももはや常識となっていると
のことで普段から測定しておくと健康状態の基準
とすることができます。
先生方の豊富な知識と経験からの貴重なお話を

聴かせて頂いて、訪問診療に携わる際には、介護
者から「相談相手が 1人増えた」と思ってもらえ
るような立場で関わり始めることができればと感
じました。
お忙しい中、講演してくださった講師の先生

方、コーディネーターを務められた有松先生、そ
して準備に携わられた同窓会の係りの先生方に感
謝申し上げます。ありがとうございました。
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総合診療部を経験して

総合診療部を経験して

歯科矯正学分野　大学院 1年　中　田　樹　里

初めまして、歯科矯正学
分野大学院 1年の中田樹里
です。私は2013年 3 月に本
学を卒業後、 1年間総合診
療部にて研修をさせていた
だきました。ここでは、私
がこの 1年間を通して経験

し学んだことをお伝えしたいと思います。
なぜ本学総合診療部を研修先として選択したか

というと、一般歯科診療について学びたかったと
いうことが 1番の理由でした。限られた研修期間
内でじっくり研修をしたかったので、慣れ親しん
だ環境であることも選択を行う上で重要視しまし
た。そして、この研修を通して自分の抱く歯科医
師像をもっと具体的なものにしたいと考えており
ました。
実際に総合診療部で研修を行い、本当に良い選

択をしたと感じておりますが、その中でも特徴的
であったことをいくつか紹介したいと思います。
まず 1つ目としては、自分が責任者として患者さ
んを担当させていただけたことです。初診来院さ
れた患者さんの医療面接、口腔内診査から始ま
り、治療方針および計画の立案、治療経過と予後
の一連の流れを実際に経験することができまし
た。学生時代に各分野の知識として学んでいたも
のがそれぞれ繋がり、断片的だったものを統合し
て考えられるようになりました。どのような症例
においても、患者さんの現症を把握し、適切な治
療方針および計画を立案することの重要性と難し
さを痛感しました。
また、最善の治療を提供するためには、患者さ

んと良好な信頼関係を築き、ご本人のご協力が必
要不可欠です。総合診療部では、毎回診療時に十
分な時間を取り、治療内容について患者さんに説
明を行うようにしています。説明をするために
は、術者が患者さんの状態を十分に理解している
必要がありますので、自然と様々なことについて
学習を行うことになります。来院回数が増えるに
つれ、患者さんとの信頼関係が築かれ、治療終了
時に食べられるようになって喜ばれる患者さんの
姿は今でも脳裏に浮かびます。
そしてこの研修期間は、まさに「人に恵まれた」

1年間でした。総合診療部には各分野のスペシャ
リストである指導医の先生が在籍されているの
で、多様な観点から指導をしていただきました。
どのような基本的な知識でも、嫌な顔一つせずに
教えてくださいました。また、ただ分からないこ
とを教えるだけではなく、症例について問題提示
し、私たち研修医に考える機会を多く与えてくだ
さいました。もう 1つの恵まれた「人」は、いわ
ゆる「社会人 1年目」をともにした同期の研修医
のみなさんでした。「できたこと」「できなかった
こと」をみんなで共有し、切磋琢磨しあうことが
できました。診療がうまくいかず落ち込んだ時に
も、みんなで励まし合った 1年間でした。研修で
出会った同期の先生方とは今後もお互いに助け
合って歯科医師人生を歩んでいくことと思いま
す。
思い返すとあっという間でしたが、たくさんの

成長があった 1年間であったと感じます。少しず
つではありますが、自分の目指す歯科医師像を具
体的にイメージできるようになりましたし、改め
て医療従事者として患者さんと携われることに喜
びを感じます。総合診療部での 1年間は私の歯科
医師人生の基盤であり、いつまでもここで感じた
「初心」を忘れずに精進して参りたいと思います。
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臨床研修を終えて
歯学教育研究開発学分野 中　村　　　太大学院 1年

2014年 3 月をもって、無事に 1年間の臨床研修
を終了し、歯科医師としての新たな一歩を踏み出
すことができました。これもひとえに指導医の先
生方のご指導のたまものと感謝しております。
臨床研修が実際に始まる前は、新しい環境と新

しい仲間に期待を膨らませながらも、やはり心中
には大きな不安がありました。しかし、実際に臨
床研修が始まってみると、良き環境と仲間に恵ま
れ、とても有意義で楽しいものとなりました。
この 1年間は、診療の技術だけではなく、診療

に対しての姿勢や患者さんへの対応、配慮等、
様々な事を学びました。『診療参加・実践型の臨
床研修を通じて生涯学習につながる問題解決・自
己評価の姿勢を涵養する』という基本方針の下、
実際に自分が主治医となり、治療を進めていくと
いう事の難しさと達成感は今までにないものでし
た。診療が進むにつれ、徐々に患者さんとのラ
ポールが形成されていくのを感じ取れたり、以前
なかなか上手く行かなかった診療がスムーズに進
められるようになったりと、毎日の診療が自分の
糧になっていく歯科総合診療部での臨床研修はと
ても刺激的で、今までの人生の中で最も短い 1年
間だったと感じています。
臨床研修が始まる際、藤井教授が、「『信頼され

る歯科医師』になれるよう努力しなさい」とおっ
しゃられたのを今でも覚えています。患者さんに
信頼される歯科医師、同僚に信頼される歯科医
師、色々な解釈があると思います。まだ技術的に
拙い自分に対して、「先生のことは信用している
から、先生がいいと思う治療をして下さい」と

おっしゃって下さる患者さんもたくさんいらっ
しゃいました。とても有難い事ですが、自分自
身、まだ自分を信頼できないところがあります。
1年間の臨床研修で得られた大きな経験をベース
に、これからの歯科医師としての人生で得られる
様々な経験を積み重ねていき、自分が自信をもっ
て信頼できる歯科医師になれるよう、これからも
努力をしていきたいと思います。
この 1年間、一緒に苦楽を共にした同僚と離れ

離れになってしまったのは悲しいことですが、そ
れぞれの選んだ道が、これからの長い歯科医師と
しての人生の中で、再び交わることもあるでしょ
う。そうなった時に、胸を張って自分の歩いてき
た道を紹介できるように、自分が選んだこの道を
進んで行きたいと思います。
私自身は、この春から講座が開かれた、歯学教

育研究開発学分野の大学院に進学することとなり
ました。何もかも初めてで、研究も手探りの状態
ですが、だからこそ、やりがいのある分野である
と感じています。歯科総合診療部のスタッフとし
て、今まで指導して下さった先生方と一緒に働か
せていただいていますが、ポートフォリオや研修
の準備など、指導医の先生方の見えない苦労を知
り、改めて感謝をする日々です。
歯科医師臨床研修制度が必修化され 8年が経ち

ますが、新潟大学医師学総合病院歯科総合病院と
いう、全国的にも恵まれた環境にて臨床研修を行
うことができたのは本当に幸運な事でした。人生
は長く、これからまたいろいろな事があるでしょ
うが、歯科総合診療部で過ごしたこの 1年間は間
違いなく特別なものでした。これからの研修医に
とっても、そうであるように、これからは微力な
がら自分も臨床研修に関わっていきたいと思いま
す。
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歯学科 5 年　箱　山　友　祐

歯学部運動会を終えて

6 月14日土曜日、今年も恒例の歯学部運動会が
行われました。私は今回の歯学部運動会の実行委
員長を務めさせていただきましたので、ここでは
運動会開催にあたっての経緯等々を述べたいと思
います。
歯学部運動会の幹部学年（主に準備・運営にお

いて中心となる学年）はその年の 5年生が担って
おり、その実行委員長は年ごとに 3つの部活の持
ち回りで選ばれています。今年はサッカー部が担
当する年ですので、部員である私が務めることに
なりました。今の 5 年生には私以外にもう一人
サッカー部員がいますが、彼は毎回この歯学部
ニュースに寄稿している通称文豪で（今回もどこ
かに彼の文章が…）、いつもクラスのために献身
的に活動されていますので、「たまにはオレが…」
ということで私が務めることになりました。
歯学部運動会は、本来は学生による学生のため

の行事ですが、毎年各診療科の先生方にも学生に
交じって運動会に参加していただいていました。
しかし、今年は例年とは少しばかり趣向を変え、
1年生から 6年生までの各学年の 6チームとは別
に、先生方のみのチームを新たに作り、合計 7
チームで競技を進めるようにしました。
運動会当日の朝です。今にも雨が降り出しそう

な空模様の中（天気予報では降水確率50％でし
た）、午前 8 時に集合した学生によって、本部の
設置や立て看板の組み立て、グランド整備等の準
備が進められました。午前10時に開会式が行われ
ましたが、学生の普段の行いが良いのでしょう
か、天候が大きく崩れることもなく、時々雲の隙
間から日が差し込むこともあり、ちょうど良い気
候の中で開会式を行うことができました。―この
後すぐさま、ゲリラ的な豪雨に見舞われ、一時的
に運動会がマヒしてしまいましたが…（TOT）
開会式では、サッカー部員が責任をもって進行

させていただきました。開会の言葉の後、選手宣
誓および準備体操の指揮をとらせていただきまし
たが、そのときに決してキレイではないものを選
手の皆様にお見せしました（写真）。精一杯努力
した結果ですので、お許しいただきたいと存じ上
げますm（_ _）m

バッチリ化粧で踊り狂う偽ギャル部員。これでも毎
晩練習しました

開会式にて
選手宣誓をするサッカー部員。「緊張して声が出
なかったため、マイクを使わせてもらいまし
た…」ようです
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午前10時30分、競技が開始されました。競技種
目は、①玉入れ、②ドッジボール、③借り物競争、
④パン食い競争、⑤球送り、⑥15人16脚走、⑦10
人リレー、全 7種目です。学生たち、そして各診
療科の先生方も、普段はあまり人に見せることの
ない、全力を尽くした力強い姿で、とても活気に
あふれていました。このように、みんながひとつ
のことに力を合わせて取り組める機会があること
を考えると、この運動会という行事も大きな意義
を持つものだということを深々と感じることがで
きました。
歯学部運動会は、ここ数年は毎年同じような競

技種目であり、少し変えたらどうだというご意見
も寄せられていました。そこで今年は、最終競技
であるリレーに少し変更を加えました。ただ走っ
ても面白くないということで、某男子高校の運動
会を参考にし、リレーのバトンを野菜で行うこと
にしました。長ネギ、ゴボウ、ナス、トウモロコ

シ、ゴーヤ、大根、ブロッコリーがバトンとして
採用され、各チーム10人で合計1100mリレーを行
いました。バトンが大根となった 6 年生からは、
「大根が重くて走れるか！」と言われましたが…
申し訳ありませんでした。でも楽しんでいただけ
ましたか？ちなみに、バトンに使用した野菜たち
は、あとで 5年生が責任をもって美味しくいただ
きました！（^^）
最終競技が終了し、今年も無事に歯学部運動会

を終えることができました。私は運動会を運営す
る立場として、そしてまた競技に参加する者とし
て、今回の運動会を大いに楽しむことができたと
思います。これは運動会の準備や運営を一緒に頑
張ってくれた 5 年生や、運動会に参加してくだ
さった先生方、そして競技に積極的に参加して運
動会を大いに盛り上げてくれた皆さんのお陰だと
思っています。この場をお借りして感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。

本文id8.indd   90 14/10/07   17:32
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



─ 91 ─

《歯学部各種委員会》
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平成26年度歯学部内委員会
平成26年 4 月 1 日現在

委　員　会　名 氏　名 職　名 対応する全学委員会 備　　　考
― 前　田　健　康 系列長 任期 25. 4 . 1 ～28. 3 .31
総務委員会 前　田　健　康 歯学部長 総括

興　地　隆　史 副病院長 歯科担当
小　野　和　宏 副学部長 学務・渉外
宮　崎　秀　夫 副学部長 研究　
魚　島　勝　美 副学部長 広報・国際
前　田　健　康 歯学科長
葭　原　明　弘 口腔生命福祉学科学科長
大　内　章　嗣 学部長補佐
小　野　和　宏 学務委員会委員長

学務委員会 小　野　和　宏 学務委員会委員長 全学教育委員会 総括
齋　藤　　　功 教務委員長 教務
山　崎　和　久 入試委員会委員長 入試実施委 入試
山　村　健　介 学生支援委員会委員長 学生支援
藤　井　規　孝 臨床実習委員会委員長 臨床実習
葭　原　明　弘 口腔生命福祉学科学科長 口腔生命福祉学科

教務委員会 齋　藤　　　功 教務委員会委員長 総括
北　川　純　一
大　内　章　嗣 教育課程（口腔生命福祉学科系）
ステガロユ・ロクサーナ 教育課程（口腔生命福祉学科系）
井　上　　　誠 ◎共用試験（CBT）
中　島　貴　子 ◎共用試験（OSCE）
小　野　和　宏 オブザーバー

教育課程委員会 齋　藤　　　功
小　野　和　宏
高　木　律　男

臨床実習実施委員会 藤　井　規　孝 委員長
芳　澤　享　子 第45期ヘッドインストラクター
勝　良　剛　詞 第44期ヘッドインストラクター
竹　中　彰　治 歯の診療科診療室
多部田　康　一 歯周病診療科診療室
五十嵐　直　子 義歯診療科診療室
秋　葉　奈　美 冠・ブリッジ診療科診療室
小　田　陽　平 口腔再建外科診療室
児　玉　泰　光 顎顔面外科診療室
丸　山　　　智 口腔病理検査室
小　山　純　市 歯科放射線科診療室
中　島　貴　子 歯科総合診療部
村　山　昌　子 歯科外来
和　田　晶　子 歯科外来村山師長代理
照　光　　　真 歯科麻酔科診療室
廣　富　敏　伸 予防歯科診療室
堀　　　一　浩 口腔リハビリテーション科診療室
坂　井　幸　子 小児・障がい者歯科診療室
越　知　佳奈子 矯正歯科診療室
福　島　正　義 口腔生命福祉学科
石　川　裕　子 口腔生命福祉学科

共用試験委員会（CBT） 井　上　　　誠 必要な都度委員を指名
共用試験委員会（OSCE） 中　島　貴　子 必要な都度委員を指名

学生支援委員会 山　村　健　介 学生支援委員会委員長 総括
依　田　浩　子 歯学科
重　谷　佳　見 歯学科
秋　葉　奈　美 歯学科
石　川　裕　子 口腔生命福祉学科
井　上　　　誠 学生相談室相談員・学生相談連絡会議 歯学部
程　　　　　 学生相談室相談員・学生相談連絡会議 研究科

学生相談員 山　村　健　介 全学の学生相談室相談員・学生相談
連絡会議は、井上教授、程准教授依　田　浩　子
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委　員　会　名 氏　名 職　名 対応する全学委員会 備　　　考
入試実施委員会 山　崎　和　久 入試委員会委員長 入試委・入試実施委 総括

早　崎　治　明 前入試委員会委員長 補佐
寺　尾　　　豊
泉　　　健　次 オブザーバー

研究科学務委員会 齋　藤　　　功 総括
葭　原　明　弘 教務
井　上　　　誠 学生支援

施設環境整備委員会 宮　崎　秀　夫 副学部長 総括
佐　伯　万騎男 施設整備専門委 ◎
吉　江　弘　正 総合博物館検討専門委
大　島　勇　人 動物実験倫理委員会
寺　尾　　　豊 遺伝子組み換え実験安全委
福　島　正　義 口腔生命福祉学科（施設担当）

共通施設専門委員会 宮　崎　秀　夫 副学部長
情報セキュリティ管理専門委員会 小　林　　　博 情報基盤センター運営委 総括

鈴　木　一　郎 IT一般
西　山　秀　昌
小　田　陽　平

図書館委員会 魚　島　勝　美 副学部長
吉　江　弘　正 附属図書館委員会
八　木　　　稔 附属図書館委員会

国際交流委員会 魚　島　勝　美 副学部長
魚　島　勝　美 国際交流委員会専門委
ステガロユ・ロクサーナ
泉　　　健　次

広報委員会 魚　島　勝　美 副学部長 歯学部ニュース専門委 総括

大　島　勇　人 研究科広報委web担当、
学部広報web専門委 ◎

鈴　木　一　郎 研究科広報委web担当、
学部広報web専門委 ◎

ステガロユ・ロクサーナ 広報委員会（学部） ◎
吉　羽　邦　彦 広報委員会（研究科） ◎
黒　川　孝　一 口腔生命福祉学科 ◎
加　来　　　賢 公開講座実施委員会 ◎

研究科広報委員会
（Web担当）

大　島　勇　人 ◎
鈴　木　一　郎 ◎

歯学部広報委員会
Web専門委員会

大　島　勇　人 ◎
鈴　木　一　郎
黒　川　孝　一

歯学部ニュース専門委員会 魚　島　勝　美 他の委員は准講層、助教層
からローテーションで選出

広報専門委員会 ステガロユ・ロクサーナ 学部
吉　羽　邦　彦 研究科

歯学部公開講座委員会 加　来　　　賢 公開講座実施委員会
プロジェクト研究委員会 宮　崎　秀　夫 副学部長

山　崎　和　久
川　瀬　知　之
泉　　　健　次

倫理委員会 宮　崎　秀　夫 委員長
前　田　健　康 学部長
興　地　隆　史 副病院長
織　田　公　光
葭　原　明　弘
高　木　律　男
渡　邉　　　修 学識経験者 法学部より 任期 25. 4 . 1 ～27. 3 .31

人事評価委員会 前　田　健　康 系列長
山　村　健　介 任期制教員で基礎系の教授
林　　　孝　文 任期制教員で臨床系の教授
小　田　陽　平 任期制教員である准教授、講

師及び助教のうちから 2人土　門　久　哲
臨床実習実施委員会以外で任期の記載のない委員会委員の任期は、平成26年 4 月 1 日から平成28年 3 月31日まで
◎は下部組織を立ち上げる必要のある委員
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教 職 員 異 動

学　部

【教員等】

異動区分 年月日 氏名 異動後の所属・職 異動前の所属・職

配置換 26． 4 ． 1 藤　井　規　孝 歯学教育研究開発学分野教授 医歯学総合病院教授

配置換 26． 4 ． 1 中　島　貴　子 歯学教育研究開発学分野講師 医歯学総合病院講師

採用 26． 4 ． 1 青　栁　裕　仁 生体歯科補綴学分野助教 医歯学総合病院医員

採用 26． 4 ． 1 丹　原　　　惇 歯科矯正学分野助教 医歯学総合病院医員

採用 26． 4 ． 1 塩　見　　　晶 歯学教育研究開発学分野特任助教 医歯学総合研究科修了

採用 26． 4 ． 1 竹　石　龍　右 摂食嚥下リハビリテーション学分野特任助手

採用 26． 4 ． 1 川　﨑　勝　盛 小児歯科学分野教務補佐員 医歯学総合病院医員

採用 26． 4 ． 1 井　表　千　馨 歯科矯正学分野教務補佐員 医歯学総合研究科修了

採用 26． 4 ． 1 森　田　　　航 硬組織形態学分野研究支援者（科研費研究員） 京都大学理学研究科修了

採用 26． 6 ． 1 上　村　由紀子 摂食嚥下リハビリテーション学
分野産学官連携技術者

任期満了 26． 6 ．30 重　谷　佳　見 う蝕学分野助教

採用 26． 7 ． 1 IDRUS ERIK 予防歯科学分野助教 インドネシア大学歯学部助手

採用 26． 7 ． 1 柿　原　嘉　人 歯科薬理学分野助教 トロント大学医学部リサーチアソシエイト

採用 26． 7 ． 1 山　中　裕　介 う蝕学分野助教 医歯学総合病院医員

昇任 26． 8 ． 1 永　田　昌　毅 顎顔面口腔外科学分野准教授 医歯学総合病院講師

採用 26． 8 ． 1 勝　見　祐　二 顎顔面口腔外科学分野助教 医歯学総合病院医員

採用 26． 8 ． 1 斎　藤　浩太郎 硬組織形態学分野助教 口腔生命科学専攻研究員

採用 26． 8 ． 1 渡　邊　賢　礼 摂食嚥下リハビリテーション学分野特任助教 医歯学総合病院医員

【事務等】

異動区分 年月日 氏名 異動後の所属・職 異動前の所属・職

異動 26． 4 ． 1 臼　田　隆　太 歯学部事務室総務係長 監査室専門職員

異動 26． 4 ． 1 目　黒　栄　光 総務部企画課企画調査係長 歯学部事務室総務係長

採用 26． 7 ． 1 熊　木　由　紀 歯学部事務室総務係事務補佐員

異動 26． 8 ． 1 押　木　　　霞 人文社会・教育科学系総務課庶務係 歯学部事務室総務係

本文id8.indd   94 14/10/07   17:32
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



─ 95 ─

病　院

【教員等】

異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

育児休業復帰 26． 4 ． 1 佐　野　富　子 矯正・小児系歯科助教

配置換 26． 4 ． 1 藤　井　規　孝 医歯学系教授 歯科総合診療部教授

配置換 26． 4 ． 1 中　島　貴　子 医歯学系講師 歯科総合診療部講師

採用 26． 4 ． 1 加　藤　祐　介 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 坂　上　直　子 口腔外科系歯科医員 新規

採用 26． 4 ． 1 浅　井　佑　介 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 成　松　花　弥 口腔外科系歯科レジデント 新規

採用 26． 4 ． 1 齋　藤　大　輔 口腔外科系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 齋　藤　直　朗 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 倉　部　華　奈 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 須　田　大　亮 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 齋　藤　正　直 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 小　玉　直　樹 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 勝　見　祐　二 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 西　川　　　敦 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 五十嵐　友　樹 口腔外科系歯科医員 新規

採用 26． 4 ． 1 上野山　敦　士 口腔外科系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 山　田　瑛　子 口腔外科系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 新　垣　元　基 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 深　井　真　澄 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 渡　部　桃　子 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 原　　　夕　子 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 永　井　孝　宏 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 曽　我　麻里恵 口腔外科系歯科レジデント 継続

採用 26． 4 ． 1 吉　川　博　之 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 金　丸　博　子 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 山　崎　麻衣子 口腔外科系歯科医員 継続
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異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

採用 26． 4 ． 1 小　玉　由　記 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 佐　藤　由美子 口腔外科系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 平　原　三貴子 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 山　田　友里恵 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 須　田　有紀子 口腔外科系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 岩　瀬　陽　子 矯正・小児系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 澤　味　　　規 矯正・小児系歯科医員 新規

採用 26． 4 ． 1 鹿児島　暁　子 矯正・小児系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 左右田　美　樹 矯正・小児系歯科レジデント 新規

採用 26． 4 ． 1 村　上　　　望 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 村　上　智　哉 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 黒　澤　美　絵 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 花　﨑　美　華 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 中　島　　　努 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 小　原　彰　浩 矯正・小児系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 篠　倉　千　恵 矯正・小児系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 吉　居　朋　子 矯正・小児系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 工　藤　和　子 矯正・小児系歯科医員 新規

採用 26． 4 ． 1 中　田　樹　里 矯正・小児系歯科レジデント 新規

採用 26． 4 ． 1 小　栗　由　充 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 焼　田　裕　里 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 大　竹　正　紀 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 髙　橋　功次朗 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 高　辻　華　子 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 西　野　和　臣 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 北　見　公　平 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 坂　上　　　馨 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム） 継続
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異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

採用 26． 4 ． 1 佐　藤　知弥子 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 眞　舘　幸　平 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 大　倉　麻里子 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 上　村　藍太郎 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 大　森　裕　子 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 阿　部　　　遼 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 新　島　綾　子 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 村　上　智　子 矯正・小児系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 堀　　　沙耶香 予防・保存系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 牧　野　由　佳 予防・保存系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 皆　川　久美子 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 佐　藤　美寿々 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 瀧　口　知　彌 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 笹　嶋　真　嵩 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 本　田　朋　之 予防・保存系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 奥　井　隆　文 予防・保存系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 野　中　由香莉 予防・保存系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 中　島　　　悠 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 岡　田　　　萌 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 堀　水　　　慎 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 宮　澤　春　菜 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 小　林　美　登 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 有　松　　　圭 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 皆　川　高　嘉 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続
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異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

採用 26． 4 ． 1 山　田　ひとみ 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 神　谷　真　菜 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 花　井　悠　貴 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 中　島　麻由佳 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 小　島　杏　里 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 松　田　由　実 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 島　田　惇　史 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 佐　藤　圭　祐 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 根　津　　　新 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 保　苅　崇　大 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 黒　木　　　歩 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 山　中　裕　介 予防・保存系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 大　倉　直　人 予防・保存系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 大　墨　竜　也 予防・保存系歯科医員 新規

採用 26． 4 ． 1 枝　並　直　樹 予防・保存系歯科レジデント 新規

採用 26． 4 ． 1 武　井　絵梨花 予防・保存系歯科医員
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 伊　藤　崇　史 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 日　向　　　剛 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 坂　上　雄　樹 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 末　山　有希子 予防・保存系歯科レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 4 ． 1 加　来　咲　子 摂食機能・補綴系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 井　田　貴　子 摂食機能・補綴系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 江　口　香　里 摂食機能・補綴系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 金　城　篤　史 摂食機能・補綴系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 三　上　絵　美 摂食機能・補綴系歯科医員 継続
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異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

採用 26． 4 ． 1 山　鹿　義　郎 摂食機能・補綴系歯科医員 新規

採用 26． 4 ． 1 小飯塚　仁　美 摂食機能・補綴系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 渡　邊　賢　礼 摂食機能・補綴系歯科医員 新規

採用 26． 4 ． 1 林　　　宏　和 摂食機能・補綴系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 船　山　さおり 摂食機能・補綴系歯科医員 継続

採用 26． 4 ． 1 杉　　　友　希 摂食機能・補綴系歯科レジデント 新規

採用 26． 4 ． 1 羽　尾　直　仁 摂食機能・補綴系歯科レジデント 新規

採用 26． 4 ． 1 酒　井　翔　悟 摂食機能・補綴系歯科レジデント
（パートタイム） 継続

採用 26． 4 ． 1 長谷川　真　奈 歯科総合診療部レジデント 継続

採用 26． 4 ． 1 八　田　あずさ 歯科総合診療部レジデント 継続

採用 26． 4 ． 1 金　子　美奈未 歯科総合診療部レジデント 継続

採用 26． 4 ． 1 平　山　恵美子 歯科総合診療部レジデント 継続

採用 26． 4 ． 1 外　島　　　彩 歯科総合診療部レジデント 新規

採用 26． 4 ． 1 高　嶋　真樹子 顎関節治療部医員 継続

採用 26． 4 ． 1 河　村　篤　志 顎関節治療部レジデント 継続

採用 26． 4 ． 1 小　川　　　信 インプラント治療部医員 継続

採用 26． 4 ． 1 清　水　太　郎 インプラント治療部医員 継続

採用 26． 4 ． 1 阿　部　達　也 病理検査室レジデント 継続

採用 26． 5 ． 1 加　藤　祐　介 口腔外科系歯科特任助教 口腔外科系歯科医員

採用 26． 5 ． 1 中　島　　　悠 予防・保存系歯科医員 予防・保存系歯科医員
（パートタイム）

採用 26． 5 ． 1 茂　木　香　織 歯科総合診療部医員
（パートタイム） 新規

採用 26． 5 ． 1 中　村　　　太 歯科総合診療部レジデント
（パートタイム） 新規

採用 26． 5 ． 1 齋　藤　祐　太 歯科総合診療部レジデント
（パートタイム） 新規

退職 26． 6 ．30 小　山　純　市 口腔外科系歯科助教

退職 26． 6 ．30 山　中　裕　介 （26. 7 . 1 　医歯学系助教） 予防・保存系歯科医員

育児休業復帰 26． 7 ． 1 川　﨑　真依子 摂食機能・補綴系歯科助教

採用 26． 7 ． 1 金　子　広　美 摂食機能・補綴系歯科医員 新規

退職 26． 7 ．31 勝　見　祐　二 （26. 8 . 1 　医歯学系助教） 口腔外科系歯科医員

退職 26． 7 ．31 渡　邊　賢　礼 （26. 8 . 1 　医歯学系特任助教）摂食機能・補綴系歯科医員

昇任 26． 8 ． 1 永　田　昌　毅 医歯学系准教授 口腔外科系歯科講師

採用 26． 8 ． 1 小　栗　由　充 矯正・小児系歯科医員 矯正・小児系歯科医員
（パートタイム）
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【看護・診療支援部】

異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

採用 26． 4 ． 1 金　子　朋　葉 看護部東 3階病棟看護師 新規

採用 26． 4 ． 1 島　　　有梨佳 看護部東 3階病棟看護師 新規

採用 26． 4 ． 1 角　田　麻　未 看護部東 3階病棟看護師 新規

採用 26． 4 ． 1 宮　路　七　瀬 看護部東 3階病棟看護師 新規

休職更新 26． 4 ． 1 小　平　友里枝 看護部東 3階病棟看護師

育児休業復帰 26． 4 ． 1 石　井　絵　美 看護部外来 4・ 5階看護師

所属換 26． 4 ． 1 藤　井　淑　子 看護部外来 2・ 3階看護師 看護部東 3階病棟看護師

所属換 26． 4 ． 1 柿　本　ユ　ミ 看護部外来 2・ 3階看護師 看護部外来 4・ 5階看護師

所属換 26． 4 ． 1 樋　浦　美　樹 看護部西 5階看護師
（総合周産期母子医療センターN） 看護部東 3階病棟看護師

育児休業復帰 26． 4 ． 1 石　井　絵　美 看護部外来 4・ 5階看護師 集中治療部看護師

採用 26． 4 ． 1 阿　部　春　奈 診療支援部歯科衛生部門歯科衛生士 新規

採用 26． 4 ． 1 山　田　麻衣子 診療支援部歯科衛生部門歯科衛生士 新規

育児休業 26． 4 ．11 村　山　　　愛 看護部東 3階病棟看護師

育児休業 26． 4 ．15 村　上　絵理香 看護部東 3階病棟看護師

育児休業 26． 4 ．22 大　貫　倫　子 看護部東 3階病棟看護師

休職復帰 26． 6 ． 1 小　平　友里枝 看護部東 3階病棟看護師

採用 26． 6 ． 1 阿　部　弘　美 診療支援部歯科衛生部門歯科衛生士 新規

退職 26． 6 ．30 皆　川　　　渚 診療支援部歯科衛生部門歯科衛生士

採用 26． 7 ． 1 小　林　実可子 診療支援部歯科衛生部門歯科衛生士 新規

任期満了 26． 8 ．31 渡　邉　美　幸 診療支援部歯科衛生部門歯科衛生士

【事務部】

異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

採用 26． 4 ． 1 菊　池　博　之 経営企画課長 文部科学省高等教育局
医学教育課医学教育係長

昇任 26． 4 ． 1 小　林　晴　男 医事課長 経営企画課副課長

配置換 26． 4 ． 1 木　村　久　明 管理運営課長 医事課長

配置換 26． 4 ． 1 本　田　政　博 人文社会・教育科学系総務課長 管理運営課長

配置換 26． 4 ． 1 清　水　紀　之 経営企画課副課長 総務部総務課副課長

配置換 26． 4 ． 1 岩　田　尚　志 総務課総務係長 総務部総務課秘書係長

配置換 26． 4 ． 1 星　野　智　裕 管理運営課管理係長 医事課診療請求係長

配置換 26． 4 ． 1 鈴　木　　　忍 管理運営課医療材料係長 研究支援部産学連携課地域連携係長

配置換 26． 4 ． 1 佐　藤　泉　穂 管理運営課臨床研究支援係長 医事課診療管理係長

配置換 26． 4 ． 1 今　村　尊　博 医事課医事総括係長 医事課専門職員
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異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

配置換 26． 4 ． 1 村　山　　　登 医事課診療管理係長 管理運営課管理係長

配置換 26． 4 ． 1 山　岸　広　茂 医事課診療請求係長 医歯学系保健学科事務室総務係長

配置換 26． 4 ． 1 丸　山　隆　行 総務部人事課職員人事係長 総務課総務係長

配置換 26． 4 ． 1 佐　藤　栄　作 財務部資産管理課収入係長 管理運営課臨床研究係長

配置換 26． 4 ． 1 乙　川　孝　夫 人文社会・教育科学系総務課
新潟附属学校係長 医事課医事総括係長

配置換 26． 8 ． 1 齋　藤　真　紀 総務課総合臨床研修係長 学務部学生支援課学務企画係長

配置換 26． 8 ． 1 丸　山　浩　一 経営企画課経営分析係長 経営企画課医療情報係長

配置換 26． 8 ． 1 青　山　孝　明 経営企画課医療情報係長 医事課審査係長

配置換 26． 8 ． 1 長谷川　　　亨 医事課審査係長 経営企画課経営分析係長

配置換 26． 8 ． 1 吉　井　聡　子 人文社会・教育科学系学務課
教育学部教務係長 総務課総合臨床研修係長
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“味方”になりたい

事務室総務係　半井野　浩　明

採用後初めて配属された部署で約 2年、総務係
として出張関係や物品購入の検収・伝票処理など
ザックり言いますと主に会計的な業務を担当して
きました。昨今の社会的な状況からもシビアにな
らざるを得ないことも多く、中には「総務係の半
井野さんは厳しい会計マンだ」と思われた方もい
るかもしれません。私が常に思うのは、先生方の
敵になるのではなく、味方でありたいということ
です。第 3者の目に触れた時のリスクから先生を
守りたいと思うが故にシビアになってしまうとい
うジレンマの中、その思いが先生方に伝わってい

アイシテル、シガクブ。

事務室総務係　石　栗　慎　也

事務室総務係の石栗と申します。昨年 8月より
歯学部でお世話になり、早 1年が経ちました。業
務は主に、実習設備などの予算要求や、研究設備
などの契約、年度末の決算など、歯学部のお金に
関わること全般に携わっています。
歯学部では現在大型改修工事の真っ只中で予算

規模も大きく、また国立大学への予算が削減され
ている中で歯学部は多様な実績と独創的なプロ
ジェクトで予算を獲得しており、先生方の熱意に
感銘しながら一緒に勤めさせていただいているこ
とに感謝しております。さらにシンポジウムでは
外国で仕事もさせて頂き（写真。筆者左）、歯学

ミ ニ コ ラ ム

歯学部を支える方々

たとしたら、総務係として役割を果たせたと感じ
ます。今後も、先生方が研究の発展、熱意ある指
導に専念できるよう、よき“味方”になっていけ
れば幸せです。日頃の温かい歯学部の先生方に、
心から感謝申し上げます。大好き、歯学部。

部でしかできない経験を多くさせて頂いて非常に
やりがいを感じております。校舎の完成と次回の
外国出張を楽しみに、歯学部にとって少しでもお
力になれるよう勤めて参りますので、今後ともよ
ろしくお願いいたします。
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編 集 後 記

お忙しい中、快くご執筆下さった先生方、職員の皆様、学生の皆さんに深く御礼申し上げます。
また、編集長の齊藤先生をはじめ編集委員の先生方、前編集委員の重谷先生のお力により、初めて
の編集委員を何とか務めることが出来ました。心より感謝申し上げます。編集委員という特権を生
かして、お話を伺ってみたい先生方に原稿を依頼し、原稿を真っ先に楽しく拝読し、原稿から伝わ
る熱意に力をいただき、大変有意義な時間を過ごさせていただきました。携わった全ての方々の心
がこもった本号をたくさんの皆様にお読みいただければ幸いです。

歯科矯正学分野　越知佳奈子

今回、「クラブ紹介」「海外大学訪問」「診療技術支援部歯科衛生部門だより」「歯学部運動会を終
えて」の項目を担当させて頂きました。原稿を依頼した皆様、突然のメールでのお願いにも関わら
ず嫌がらずに引き受けて下さり、本当にありがとうございました。皆様のお力を借りて、無事に発
行する事が出来ました。この歯学部ニュースが、皆様の交流の場、情報源となりましたら幸いです。

顎顔面口腔外科学分野　小山　貴寛

今回、初めて歯学部ニュース編集委員を担当させていただきました。突然の執筆依頼にも関わら
ず快く引き受けてくださった皆様に、この場を借りて感謝申し上げます。また、学生の皆さんには
入稿締切が夏季休暇直前となり、しかも依頼から入稿までが短期間と、時間的な制約があるなかで
ご協力いただき本当にありがとうございました。

小児歯科学分野　坂井　幸子

早いもので新潟に来てから丸 5年が経過しました。所属分野内だけでなく学部の仕事も少しずつ
担当させていただけるようになり、今回、初めて歯学部ニュースの編集委員となりました。学生や
教職員などの学内関係者に加え、保護者の方にも興味を持っていただけるよう、齊藤編集委員長を
はじめとする編集委員の先生方と協力して完成させましたので、少しでも楽しんでいただければ幸
いです。また、突然のお願いにもかかわらず、執筆をお引き受けくださいました先生方、関係者の
皆様に感謝いたします。この場を借りて、御礼申し上げます。

摂食嚥下リハビリテーション学分野　辻村　恭憲

今号においては、歯学部の学生さんや職員の60名あまりが原稿執筆に関わっており、年 2号の発
刊を考慮すると歯学部という小さい枠組みでは、かなりの頻度で関係者へ執筆が依頼されているも
のと思われます。執筆担当者には大変なご苦労をおかけしておりますが、活気ある生の声を読者へ
お届けできることから、楽しみにしている方も多いと聞いております。また、新潟大学歯学部では、
海外短期留学や海外大学訪問などイベントやサポートが充実していますが、これは他大学にはない
本学の強みでもあります。今後も歯学部ニュースにて楽しい報告ができるよう、学生さんや若手ド
クターが多くの経験を積んでいかれることを切に願います。最後になりますが、 4名の編集委員の
先生方と原稿を執筆いただいた皆様、そして貴重な写真をご提供いただきました林孝文教授に深謝
いたします。

小児歯科学分野　齊藤　一誠

本文id8.indd   106 14/10/07   17:32
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



表紙・裏表紙の撮影データ
撮 影 地：ルーマニア
撮 影 日：2014年 6 月
使用機材：OLYMPUS E-P 5 ／M.ZUIKO DIGITAL ED 12㎜ F2.0／絞り：F5.0・
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て緩い感じをだすことで、のどかな東欧の雰囲気が出るように狙ってみま
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